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決め た 

イザ イラ と 会 っ た の か 

あたし の 人 生 は あたし が 決め る 
きよ うな ら カ ナミ 

寂し い 

こん な の 初め て 
帰れ へ ん と 思え よ 


01 電子 機器 の 世界 に 閉じ 込め られ た の 


ベッ ド 、 勉 強 机 、 本 棚 、 ク ロー ゼット の ある 、 ご く 普 通 の 六 畳 の 
部 屋 。 

机 の 上 に は 、 開 きっ ぱな し の 高校 の 数 学 の 教科 書 。 

照明 の 消え た 部 屋 に 、 涼 や か な 扇風機 の 音 と 、 開 けっ 放し の 窓 か 
ら は 静か な 虫 の 音 。 

僕 ・ 友 原 は いばら ハル ト は 、 緑 色 の T シ ャ ツ と 薄い 共 色 の ハー フ 
パン ツ 姿 で 、 倒 れ 込む よ つ に 、 ベ ッ ト で 寝 て いた 。 

学校 か ら 帰 っ て か ら 夜 の 十 二 時 まで 、 み っ ちり 勉 強し た か ら 、 疲 
れ て いた 。 


プ ォ ーー ン 、 プ ォ ーー ン 、 プ ォ ーー ン 。 


枕元 に お いて ある 目覚 まし 代わ り の スマ ホ が 、 振 動 し て いる 。 
まつ 、 誰 だ よ 、 こ ん な 夜中 に 電話 を か け て くる ヤツ 


明日 か ら 大 事 な 期 末 試 験 だ と いう の に .………。 

エコ に うる さい 僕 の 家 で は 、 寝 る と き の エ アコ ン は 使用 禁止 。 
代わ り に 扇風機 を 使い 、 窓 を 全開 に し て いる 。 

更に 、 僕 の 部 屋 は 二階 建て の 二階 に ある 。 

熱せ られ た 屋根 か ら の 幅 射 熱 で 、 僕 の 部 屋 は 蒸し 風呂 状態 。 
た だ で さえ 暑 苦 し く て 、 眠 れ な い の に ..… ひ … ぼ …。 


プ ォ ーー ン 、 プ ォ ーー ン 、 プ ォ ーー ン 。 


これ 以上 安眠 を 妨害 され て 、 睡眠 不足 で 、 覚 えた こと を 思い 出せ 
ず 、 赤 点 を と っ た ら 、 夏 休み は 補習 確定 だ 。 
それ だ け は 避け た い !。 


プ ォ ーー ン 、 プ ォ ーー ン 、 プ ォ ーー ン 。 


一 分 も ほっ と け ば 、 自 動 的 に 留守 番 電 話 に 切り 替わる けれ ど 、 こ 
の バカ ヤロウ は 、 何 度 も 、 何 度 も 、 何 度 も 、 何 度 も ! し つこ く 電 
話 を か け て くる 。 

仕方 な く 、 ス マ ホ へ 顔 を 向け る 。 

着信 で 白く 光っ て いる スマ ホ の 画面 が 、 と て も 略し い 。 

発信 元 の 電話 番号 と 名 前 を 確認 。 


神崎 カナ ミ 


本 5 沈ま きだ 1 

深夜 一 時 過ぎ に 、 電 話 を か け て きた バカ ヤロウ は 、 神 崎 か ん ざき 
PJ Ip 礎 二 ゆっ ず / 

幼なじみ で 、 気 安い 間柄 と 吉 っ て も 、 限 度 が ある 。 

成績 が 常に トッ プ の カナ ミ は 試験 前 日 に 夜遊び で すか ? 嫌がら 
せ で すか ? 

な ん か 、 無 性 に 腹 が 立っ て きた 。 

だ か ら 、 無 視 ! 


プ ォ ーー ン 、 プ ォ ーー ン 、 プ ォ ーー ン 。 


eee わか り ま し た ! 出れ ば いい ん で し ょ ! 」 


僕 は カナ ミ の し つこ さ に 根負け し て 、 ス マ ホ の 画面 に 指 を 滑ら せ 
『/a 

「 カ ナミ ! 今 、 何 時 だ と 思っ て .……… 

「 八 ルト! 38082 5 お の SE 
大 変 な こと に な っ て いる の に ! 」 

知る か 。 

と 反論 し よう と し た 時 、 気 が つい た 。 

スマ ホ の 画面 いっ ぱい に 、 両 腕 を 組ん で 玉 を 膨らませ て いる カナ 
ミ の 姿 が 映っ て いる こと に 。 

カナ ミ は 音声 だ け の 電話 で は な く 、 画 像 も 送れ る ビデ オ 通 話 を か 
け て きた の だ 。 

肛 ま で ある 館 の よう に 透き通っ た 赤 茶 色 の 髪 。 リ ス の よう な 大 き 
な 瞳 と キュ ッ と 引き 締まっ た 薄い ピン ク 色 の 情 。 

間違い な く 、 神 崎 カ ナミ 、 本 人 だ 。 

し か し 、 よ く よ く カ ナミ の 姿 を 見 る と 、 僕 は 目 を 丸く し た まま 、 


1 
カナ ミ 、 身 に つけ て いる 服 、 そ れ は 、 ノース リー プ の 白い ワ 
OOe 


これ が 噂 に 聞い た 、『 ネ グリ ジェ 。』 と いう 寝間着 、 な の か ? 
実は カナ ミ は 、 美 少女 コン テス ト に 出れ ば 、 上 位 に 入賞 し て も お 
か し く は な い 。 ほ どの 美 少 女 だ 。 

付け 加え る と 、 カ ナミ の スタ イル は 歳 以 上 に 成長 し て いる 。 こ と 
こ 今 、 気 が つい た 。 

つま り カ ナミ は 、 何 を 血迷っ た の か 、 こ ん な 夜中 に 、 し か も 健康 

男子 に 、 ち ょ っ と エロ いい 寝間着 姿 の まま 、 音 声 と ビデ オ 映 像 を 送 
加重 に を の 5 だ の 

どど 思 ら 法 の だ が as 


「 あたし 今 、 本 当 に 大 変 な の 。 あ た し の 身体 、 ウ ェ ブ 体 に され た 
の 」 

「 はい? 」 

また 、 わ け の わか ら な い 専 門 用 語 を 吉 い 出し た 。 

カナ ミ の 父親 は 研究 者 な の だ 。 

その 父親 の 影 響 の た めか 、 カ ナミ は 時 々 、 高 度 な 専門 用 語 を 平気 
で 使う こと が ある 。 

「 人 ハルト 、 い て る ? あたし 、 素 粒子 より も 小さ い 波 動 、 つ まり 
ね 、 ウ ェ ブ 体 に され て 、 電 子 機器 の 世界 に 、 閉 じ 込 め ら れ た の 」 


02 今日 は な ん の お 願い ? 


忘れ も し な い 、 あ れ は 去年 の 、 ま だ 残暑 の ある 十 月 の 日 曜日 だ っ 
だ 。 

中 学 の 体育 祭 。 

三 年 女子 の 百 メ ー ト ル 走 で 、 腰 まで ある 長い 赤 茜 色 の 髪 を な び か 
せ て 、 ぶ っ ちぎ り の 一 番 を 走っ て いた 神崎 カナ ミ が 、 ゴ ー ル 寸前 
で 、 突 然 転倒 し た 。 

カナ ミ は 、 救急車 で 病院 に 運ば れ た 。 

幸い 、 大 怪我 は し て いな か っ た よう で 、 一 週間 後に は 登校 し て き 


そし て 習 年 の 四 月 、 僕 と カナ ミ は 、 同 じ 高 校 に 進学 し た 。 


大 大 大 


よう や く 高 校生 活 に も 慣れ て きた 、 七 月 の 蒸し 暑い 日 の 朝 。 

「 や ば い ! 遅刻 だ 一 一 ! 」 

僕 は いつ も の ご と く 、 全 速力 で 高校 へ と 走っ て いた 。 

朝 な の に 、 額 か ら 汗 が 噴き 出し 、 白 シャ ツ の 背中 は グ シ ョ グ シ ョ 
だ 。 

歩道 を 歩く サラ リー マン た ち を すり 抜け て 、 何 度 も ママ チャ リ と 
ぶつ か り そ う に な りな が ら 、 高 校 の 正門 に 飛び 込む 。 

四 階 建て の 校舎 の 一 番 高い 場所 に 設置 され て いる 時 計 は 、 八 時 三 
十 五 分 を 示し て いる 。 

まだ 、 五 分 余裕 が ある 。 玄 関 ま で は あと 三 十 メ ー ト ル 。 

「 よ し ! 今日 も セー フ ! 」 


その 時 、 黒 塗り の ベン ツ が 僕 を 追い 越し た 。 

ベン ツ は 僕 と 同じ よう に 遅 誠 す れ す れ の 生徒 を 何人 も 追い 越し 
て 、 婦 関 の 前 で 止ま っ た 。 

本 来 、 学 校 の 正門 か ら は 車 の 侵入 は 禁止 に な っ て いる 。 け れ ど 、 
この ベン ツ は 学校 が 許可 し て いる の で 、 問 題 は な い 。 

ベン ツ の 助手 席 の ドア か ら 、 ひ と り の 少女 が 降り た 。 
赤 茶 色 の 髪 の そ の 少女 は 、 半 袖 の 白い ブ プラ ウス 、 赤 い 胸 リボ ン 、 
グレ ー の プリ ー ツ スカ ー ト 、 左 手 に スク ー ル バッ ク を 持っ て いる 。 
クラ ス メ イ ト の 神崎 カナ ミ だ 。 

右手 で サラ サラ の 長い 髪 を 大 きく 振り 払っ て 、 フ ッ と 息 を つく 。 
と て も 涼し い 顔 だ 。 

汁 と は 無縁 の 、 と て も 爽やか な 顔 だ 。 

運転 席 の 窓 が 開い た 。 

「 カ ナミ 、 く れ ぐ れ も 、 無 理 な 運動 は 、 す る な 。 い いな ,」 
低く 落ち 着い た 声 。 

カナ ミ の 父親 の 声 だ 。 

「 大 丈夫 だ か ら 。 本 当 に 心配 し な いで 」 

カナ ミ が 、 顔 を 引き つら せな が ら 答 える 。 

「 帰り も 迎え に くる か ら 、 連 絡 を し な さい 。 自宅 ま で 歩い て 平均 、 
二 十 五 分 と 三 十 四 秒 だ か ら と 吉 っ て 、 昨 日 の よう に 勝手 に 歩い て 帰 
宅 し て は ダメ だ 。 わ か っ た な ,」 

か な り 強 いい 口調 だ 。 

ベン ツ が 急 発進 し た 。 猛 スピ ー ド で 僕 の 前 を 走り 抜け る 。 


カナ ミ は ガッ クリ と 肩 を 落と し た 。 


家 が 裕福 な カナ ミ は 、 去 年 の 中 学 の 体育 祭 で 転倒 し て 怪我 を し て 


か ら 、 毎 日 、 自 家用 車 の ベン ツ で 通学 する よう に な っ た 。 も ちろ 
ん 、 カ ナミ の 父親 が 送迎 し て いる 。 そ れ は 、 高 校生 に な っ て も 変わ 
ら な か っ た 。 

『 怪 我 の 後 遣 症 で 運動 機能 に 障害 が ある た め 、 歩 行 中 に 転倒 する 可 
能 性 が ある 』 と 吉 つ の が その 理由 の よう だ 。 

怪我 な ん か 、 と っ くに 治っ て いる の に 。 カ ナミ の 父親 は 、 と ん で 
も な い 親 バカ だ 。 

実は せ 、 カ ナミ に は 母親 が いな い 。 父 親 と カナ ミ の 二 人 暮 らし 。 
そん な カナ ミ の 父親 は 、 き っ と 娘 の こと が 心配 で 仕方 が な い の だ 
ろう つ 。 男 の 友だち と 寄り 道 し た り 、 変 質 者 に か ら ま れ た り 、 誘 拐 さ 
れ た り と 、 ト ラブ ル に あわ な いよ う 、 去 年 の 中 学 の 体育 祭 で 怪我 し 
た こと を 理由 に し て 、 車 で 送迎 し て いる の だ 。 と クラ ス で は 噂 され 
て いる 。 

僕 も 、 そ う 思 つう 。 


カナ ミ が 僕 に 気づく 。 

「 ル ハルト 、 お は よう 」 

「 君 の お 父さん 、 相 変わ ら ず だ ね 」 

「 ホ ント 、 勘 弁 し て 、 っ て 感じ 」 

「 で も 、 毎 日 、 車 で 登校 な ん て 、 う つら や まし いよ 。 車 の 中 、 涼 し い 
ん だ ろ つ な ぁ 」 

汁 だ く の シ ャ ツ の 胸元 を 掴ん で 、 パ タバ パタ と 仰ぐ 。 

「 ま ぁ ね 。 渡 し いけ ど ね 。 で も 、 あ ん た が 汗だく な の は 、 遅 刻 ギ リ 
ギリ まで 寝 て いる か ら で し ょ う ? ハル ト が 吉 い 」 

カナ ミ が 片目 を つむ っ て 、 人 差し 指 を 僕 に 向け る 。 

いか に も 、 そ の 通り だ 。 

僕 が 苦笑 いす る と 、 カ ナミ は 僕 に 向け て いた 人 差し 指 を 自分 の く 


びれ た 腰 へ と 移動 させ た 。 

半袖 シャ ツ の 上 か ら 、 お 腹 の 肉 を つま お む 素 振り を する 。 

「 最近 運動 不足 な の 。 帰 る と きく らい 歩か な いと 、 太 っ ちゃ う よ 」 
カナ ミ 、 全 然 、 太 っ て な いよ 。 

「 車 の 送迎 、 断 っ て いる の に 全く 聞い て くれ な い 。 ホ ント 、 う ちの 
お 父さん に は 、 困 り も ん よ 」 

「 君 の お 父さん 、 カ ナミ の こと が 、 す ご く 好 き な ん だ と 思う よ 。 僕 
に は 冷た いけ ど ね 」 

『 僕 に は 冷た いけ ど ね 』 の と ころ は 、 カ ナミ に 聞こ えな いよ うに 小 
さ な 声 で 言っ た 。 

カナ ミ と は 幼なじみ な の に 、 実 は カナ ミ の 父親 と は 、 話 し た 記憶 
が な い 。 

何と な くだ けど 、 僕 を 避け て いる よう に 思う 。 

きっ と 、 僕 は カナ ミ の 父親 か ら 嫌 われ て いる ん だ 。 そ う 思 っ て い 
た 。 

カナ ミ の スク ー ル バッ ク が 、 僕 の 腹 に 当たっ た 。 

「 イ テッ ! 」 

「 キ モイ こと 吉 わ な い 。 早く 教室 に 行か な いと 、 遅 刻 し ちゃ う よ 」 
も 1 は 入 } 」 

僕 と カナ ミ は 、 素 早く 如 関 で 上 靴 に 履き 替え る 。 

「 ハ ルト 、 お 願い が ある の 」 

廊下 を 早 歩き し な が ら 、 カ ナミ が そう 記 い て きた 。 

また 、 カ ナミ の お 願い が 始ま っ た 。 

「 今 日 は な ん の お 願い ? 」 

「 放課後 の 掃除 当番 、 替 わっ て ! お 願い ! あたし 、 今 日 の 生徒 
会 、 ど うし て も 抜け られ な い の ! 

両手 を 合わ し て 僕 を 拝む 。 


まあ 、。。。… いい けど さ 」 

本 当 は 、 今 日 は 早く 帰っ て 、 勉 強し た いん だ けど な 。 

「 や っ た ぁ ! じゃ 、 お 願い ね ! 頼り に し て いる わ よ ! 八 ル 
隊 宮 a 

ニッ と 、 真 っ 曰 な 歯 を 覗か せ て 笑 つ 。 

今日 も 、 カ ナミ の お 願い スマ イル に 、 負 け て し まっ た .………。 

「 き や ゃ あぁ ーー 一 ! 」 

カナ ミ の 慕 鳴 。 そ の 直後 、 ド ン ! と いう 廊下 に 転ぶ 音 が 続く 。 
僕 の 横 で 、 カ ナミ が 廊下 に 伏せ て いた 。 

5 ガ 天 S 内 次 夫 3) 

「 あはは は は .……。 足 が 、 も つれ ちゃ っ た ,」 

苦笑 い を し な が ら 、 カ ナミ は 起き 上 が っ て 、 服 の ホコ リ を 払う 。 
「 も し か し て 、 怪 我 、 治 っ て いな い の ? 」 

カナ ミ の 父親 の 吉 葉 が 、 頭 を よぎる 。 

少し だ け 、 不 安 に な っ た 。 

カナ ミ が 僕 を 脱 お 。 

「 八 ルト まで 疑っ て いる の ? じゃ あ 、 も う 怪 我 な ん て 治っ て い 
る っ て こと 、 見 せ て あげ る ! ほら 、 こ ん な こと も で きる の ! 」 
そう 喜 う と 、 カ ナミ は スク ー ル バッ ク を 廊下 に 放り 投げ た 。 
後ろ る 向き に な っ て 、 両 手 を 突き 出し 、 届 むと 、 大 きく ジャ ンプ し 
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身体 が 海老 反り に な っ て 、 両 手 が 床 に 着く 。 
カナ ミ の 両足 が 空中 に 舞っ た と き 、 水 色 の スト ライ プ が 見 えた 。 
そし て 、 き れい に 一 回 転 し て 、 着 地 成 功 。 
「 よ っ と ! ほら ね 。 バ ク 転 だ っ て で きる の ! だ か ら 、 全 人 然 大 丈 
夫 ! 怪我 な ん て 、 絶 対 に 、 完 治し て いる ん だ か ら ! 」 
笑顔 に 戻っ た カナ ミ は 、 ス クー ル バ ッ ク を 拾っ て 庄 に か ける と 、 


再び 教室 に 向かっ て 走り 出し た 。 
僕 は 、 カ ナミ の 水色 の スト ライ プ が 、 頭 か ら 離 れ な い !。 


ピーー ン 、 ポ ーー ン 、 パ ーー ン 、 ポ ーー ン .…………。 


朝 の ホー ムル ー ム 開始 を 告げ る チャ イム の 音 。 
bo 遅刻 だ 」 


カナ ミ と 僕 が 出会っ た の は 、 小 学 一 年 生 の と きだ っ た 。 

僕 は カナ ミ と 同じ クラ ス に な っ て 、 カ ナミ の 席 の 隣 だ っ た 。 
腰 ま で ある 赤 茶 色 の 髪 が 、 と て も 綺麗 で 、 キ ラキ ラ し て いた こと 
を 覚え て いる 。 

少し だ け 人 見 知り の 僕 が 、 カ ナミ を チラ チラ 見 て いる と 、 カ ナミ 
の 方 か ら 声 を か け て きた 。 

それ か ら 、 一 緒 に 遊ぶ よう に な っ た 。 

不思議 な 事 に 、 カ ナミ は 女子 と 遊ぶ より 、 男 子 に 混じっ て ゲー ム 
を し て 遊ぶ こと が 多かっ た よう に 思う 。 

カナ ミ は 頭 が 抜群 に いい 。 高校 和 人 試 で も トッ プ だ っ た 。 

その た め 、 ク ラス で は 学級 委員 長 を 先生 か ら 指 名 され た 。 

更に 、 一 年 生 に も か か わら ず 、 生 徒 会 か ら も 声 が か か っ た 。 
以来 、 放 課 後 は 生徒 会 の 活動 を 主 に し て いる 。 

そん な カナ ミ は 、『 幼 な じみ で 気心 が 和 れ て いる か ら 使 いや す 
い 』 と いう 、 全 くも っ て 迷惑 な 理由 で 、 僕 を クラ ス の 生活 文化 委員 
に 指名 し た 。 

つま り 、 雑 用 だ 。 

それ か ら と いう も の 、 鞍 細 な こと か ら 無 恭 苦 茶 な こと まで 、 僕 を 
こき 使う 。 


そし て 、 事 件 は 起き た 。 


03 ハル ト の と ころ に き て 良かっ た 


その 日 の 深夜 一 時 すぎ 。 

明か り の 消え た 六 畳 の 、 蒸 し 暑い 僕 の 部 屋 。 

僕 は ベッ ド の 上 で 、 ス マ ホ を 片手 に 持っ た まま 、 固 まっ て いる 。 

スマ ホ の 画面 に に 、 ノー スリ ー プ の 白い ワン ピー ス を 着 た カナ ミ 
が 、 両 腕 を 組ん で 、 僕 を 上 明 ん で いる 映像 が 映し 出さ れ て いる か ら 
oe 

クラ ス メ イ ト の 女の子 の ネグリ ジェ 姿 に 、 僕 は 釘付け 。 

「 ねえ? ハル ト 、 記 いて る ? 何 か 吉 いな さい よ 」 

「 あ 、 あ の さ .…………。。 カ ナミ さ 、 何 の つも り ? 」 

「 はぁ あ ?」 

カナ ミ の 眉 が 、 ピ クリ と 動い た 。 

「 カ ナミ さ 、 い くら 幼なじみ で も さ 、 そ ん な 格好 で さ 、 ビ デオ 通話 
は 、 ま ずい ん じゃ な いか な ? 」 

首 を 傾げ て か ら 、 改 め て 自分 の 姿 を 確認 する カナ ミ 。 

や っ と 、 今 の 自分 の 姿 が 他人 に どう 映っ て いる か が 理解 し た よう 
で 、 カ ナミ は 、 

「 き や つ ! 」 

と 小さ い 不 鳴 を あげ た あと 、 し ゃ が み 込 ん だ 。 

顔 を 上 げ て 、 僕 を ガン 見 する 。 

「 作 ルト の 変態 」 

「 僕 、 悪 くる な いで し ょ ! 」 

吉 い 返す 。 

反論 され る か と 思い 、 身 構え て いる と 、 以 外 に も カナ ミ は 、 再 び 
顔 を 伏せ て 膝 を か か えた 。 


「 う か つ だ っ た 。 寝 て いる と ころ を 襲わ れ た か ら .……… ノ 、、 ネ グリ ジェ 
の まま 、 ウ ェ ブ 体 に され た の か ,」 

カナ ミ が 困っ て いる こと は 、 な ん と な くわ か っ た 。 

けれ ど 、 僕 は と て も 疲れ て いる 。 

「 も うい いか な ? 明日 、 期 末 試 験 だ ろ ? 早く 寝 た い か ら 、 ビ デ 
オ 通 話 、 切 る よ 」 

「 ピ デオ 通話 ? 」 

ひょいと 、 顔 を 上 げた 。 

その 顔 に 、 僕 に ネグリ ジェ 姿 を 見 られ て 、 沙 ち 込 ん で いる 様子 は 
な い 。 

直感 し た 。 

これ は いつ も カナ ミ が 使う 定石 だ 。 

つま り 、 僕 は 今 、 カ ナミ の 『 お 願い 』 に 、 誘 い 込ま れ よ うと し て 
いる 。 

慎重 に 話 そ うつ 。 そ うし な いと 、 ま た 、 と ん で も な い お 願 い を 引き 
受け て し まう 。 か も し れ な いか ら な 。 

「 そ う 、 ビ デオ 通話 。 こ れ 、 ス カイ ヤー アプ リ で し ょ う ? 」 

「 ビ デオ 通話 で も スカ イヤ ー で も な い ! あたし は 、 ウ ェ ブ 体 に さ 
れ た の ! 何 度 も 吉 わ せな いで ! 」 

怒鳴 る カナ ミ に 、 僕 は 溜め 息 を つく 。 

「 カ ナミ 、 君 らし く な いよ 。 も う 、 寝 よう よ 」 

ホン ト 、 勘 弁 し て くれ 。 

「 儲 じ て く れる と 思っ た の 。 .… ハル ト な ら 、 き っ と 値 じ て くれ る 

、 思 っ た か ら 、 ハ ルル ト の スマ ホ に 入り 込ん だ の に .……… 

ナミ は 請 を か み 締 め て 、 僕 か ら 顔 を 反 ら し た 。 
30 0 人 Ne 四 
や っ ぱり 、 今 日 の カナ ミ は 、 少 し 様子 が 変 だ 。 


よく よく ビデ オ 映 像 を 見 る と 、 違 和 感 が あめ る こと に 気がつい た 。 

スマ ホ の 画面 に 映っ て いる の は カナ ミ 本 人 に 間違い な い 。 し か 

し 、 カ ナミ の 背景 は 僕 の 待ち 受け 画面 に な っ て いる 。 

ビデ オ 通 話 だ と 、 背 景 に は カナ ミ の いる 部 屋 が 映っ て いる 八 ズ 。 

さら に 、 カ ナミ は 両手 で 膝 を 抱え て いる 。 

で は 、 誰 が カナ ミ を 撮っ て いる の だ ろう か ? 

時 々 、 カ ナミ の 姿 が ベ ズーム ア ッ プ し た り 、 ア ング ル が 変わ る の 
部 屋 の どこ か に スマ ホ を 固定 し て いる わけ で も な さそ うだ 。 

0 和 今 、 ハ ルト の スマ ホ の 中 に いる の 」 

ポツリ と 、 小 さ な 声 だ っ た 。 


「 波動 分 解 さ れ て ウェ ブ 体 と な っ た あたし は 、 電 波 や イン ター ネッ 
ト 回 線 を 通じ て 、 あ ら ゆ る 電子 機器 に 入り 込め る の 」 
また また 、 わ け の わか ら な いこ と を 。 
波動 分 和解? ウェ ブ 体 ? 電子 機器 に 入り 込め る ? 
付き 合い きれ ん 。 
1 カナ ミ 、 お まえ 、 や っ ぱり も う 寝 た 方 が いい よ 。 寝 不足 で 、 
頭 が バカ に な っ て いる よう だ か ら 」 
「 人 バカ は あん た の ほう で し ょ ! あたし は 、 ま じ め に 吉 っ て いる 
の ! 」 
ミ が 内 側 か ら ス マ ホ の 画面 に ほっ べた を 付け て 、 大 声 で 吉 っ 
だ 
「 バカ な 僕 は 、 明 日 の 期末 試験 の た め に 、 も う 寝 ます 」 
吉 い 捨て て 、 無 慈 半 に スマ ホ の 電源 を 切っ た 。 
し か し 、 電 源 は 切れ な か っ た .…………。 
「 あ れ ? どう し た ん だ ろう ? スマ ホ の 電源 、 切 れ な い 。 ス イッ 
チ 、 壊 れ た の か な ? 」 


何 度 も スマ ホ の 電源 スイ ッ チ を 押し て も 、 や っ ぱり 切れ な か っ 
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「 電源 を 切る ろう と し た っ て ムダ 。 あ た し は 、 こ の スマ ホ の 中 に い 
て 、 こ の スマ ホ の 全て の 機能 を 掌握 し て いる の 。…… 信じ られ な 
いっ て 顔 、 し て る ね ,」 

当たり 前 で す 。 

スマ ホ の 中 の カナ ミ が 、 何 か を 思い 出し て 怒り を 露 わ に し な が 
ら 、 語 り 始め た 。 

「 仕 方 な い 、 最 初 か ら 説 明 し て あげ る 」 

バカ な 僕 に で も 、 納 得 で きる よう に 説明 し て ほし い 。 

「 実は あたし 、 お 父さん が 開発 し た 新 発 明 の 波動 分 解 装 置 の 実験 台 
に され て 、 身 体 が 素 粒子 より も 小さ い 波 動 レ ベル に 分 解 さ れ た の 。 
ウェ ブ 体 っ て 吉 う の 」 

「 そ うい えば 、 カ ナミ の お 父さん 、 確 か 有名 な 研究 所 で 働い て いる 
ん だ っ け ? 」 

「 も う 辞 め た わ 」 

「 辞 の た? じゃ あ 、 今 は どん な 仕事 を し て いる の ? 」 

「 研 究 よ 」 

「 研 究 ? 研究 所 、 辞 め た ん じゃ な い の ?」 

「 独立 し た の 。 二 年 前 に 。 今 は 自宅 で 研究 を し て いる 」 

「 ヘー、 そ うな ん だ 。 独立 な ん て 、 カ ッ コ イイ ね 」 

「 ま ぁ ね 。 そ し て 昨日 、 新 発明 の 波動 分 解 装 置 が 完成 し て 、 あ た し 
は その 実験 台 に され た の 。 最 初 は 断っ た よ 。 だ っ て 、 自 分 の 身体 が 
分 解 さ れる な ん て 、 い や で し ょ ?」 

確か に 。 で も その 前 に 、 流動 分 解 装置 っ て の が 、 よ くわ か らん 。 
「 あ る 研究 機関 が 、 素 粒子 は 波 で で き て いる 、 と いう 仮説 を 発表 し 
た の 。 お 父さん は その 理論 を 応用 し た みた いな の 」 


な る ほど 。 喜 わん と し て いる こと は 、 な ん と な く 、 わ か っ た よう 
な 。 

「 実験 台 に な る こと は 断っ た の に 、 お 父さん 、 詩 い 出し た らき か な 
い 人 で 、 あ た し が 寝 て いる 隙 に 、 あ た し の 身体 を 波動 分 解 装置 で 分 
解 し て 、 ウ ェ ブ 体 に し て し まっ た の よ ! あー-、 も う 、 思 い 出 し 
た だ け で も 、 腹 の 立つ ! 

吉 い 出し た らき か な いと ころ は 、 カ ナミ と 似 て いる な 。 

「 う ーー ん 、 や っ ぱり 今 の 話 、 全 て を 信じ る こと は まだ で き な い け 
ど 。 つ まり 、 カ ナミ は 、 お 父さん の 新 発 明 の 波動 な ん ちゃ ら 装 
で 、 身 体 を 波動 に 分 解 さ れ た 」 

「 そ う 。 ウ ェ ブ 体 に 」 

「 で も どう し て 、 そ の カナ ミ が 、 僕 の スマ ホ に いる の か が 、 わ か ら 
な い 」 

「 ウ ェ ブ 体 に され た あたし は 、 気 が つい た ら 、 あ た し の スマ ホ の 中 
だ っ た 。 す ぐに わか っ た 。 メ ー ル 一 覧 を 覗く と 、 あ た し の メー ル が 
あっ た か ら ね 。 …… 正 走 、 頭 が 真っ 白 に な っ て 、 戸 惑 っ た よ 」 

そり ゃ 、 戸 惑 っ た こと で し ょ う 。 

「 で も ね 、 入 り 込 ん だ 電子 機器 は 、 自 分 の 思う よう に 操作 で きる こ 
と が わか っ た の 。 そ し て ね 、 電 波 や イン ター ネッ ト 回 線 で つなが っ 
て いる 電子 機器 に は 、 自 由 に 入り 込め る の 。 セ キュ リティ が ある 
と 、 ち ょ っ と や っ か い だ け ど 、 難 し く な い 」 

カナ ミ は 、 不 気味 な 笑顔 を 作っ て 、 そ う 吉 っ た 。 

カナ ミ 、 な ん か 悪い こと を 考え て いま せん か ? 

「 で も ね 、 そ こ は あ まり 重要 じゃ な い の 」 

要 じ ゃ な い の か い ! 
「 問題 な の は 、 元 に 戻る 方 法 が 、 わ か ら な いこ と な の 」 


時 入 o の 2 」 


衝撃 を 受け た 。 

確か に 、 そ れ は 大 姿 だ 。 

自分 勝手 で 、 男 子 に 対し て は 常に 上 か ら 目 線 の 態度 を と る カナ ミ 
だ けど 、 そ れ は それ で 、 僕 は カナ ミ の こと を 気に入っ て いた 。 

だ か ら 、 生 身 の カ ナミ と 会 えな いこ と は 、 ち ょ っ と 、 い や 、 か な 
り 寂 し い 。 

「 お 父さん か ら 、 戻 る 方 法 、 い て な か っ た の か ? 」 

「 だ っ て 寝 て いた ん だ よ 。 記 ける わけ な いじ ゃ な い 。 だ か ら 、 戻 る 
方 法 を 記 こ うと 思っ て 、 お 父さん の スマ ホ に 入っ て みた けど 、 見 え 
た の は 散ら か っ て いる お 父さん の 寝室 だ け 。 お 父さん 、 ス マ ホ も 持 
た ず に 、 ど こ か に 行っ ちゃ っ た みた い 」 

カナ ミ は し ょ ん ぼり と し た 顔 で 、 診 を 落と し た 。 

うぅ うっ 、 守 っ て あげ た い ! 

で も ダメ だ 。 こ れ は カナ ミ の 作戦 だ 。 僕 を トラ ブル に 巻き 込 も う 
と し て いる 作戦 だ 。 

僕 は 頭 を 振っ た 。 

チラ ッ と 、 上 目 遺 いで 僕 を 見 る カナ ミ 。 

あぁ ーー 一 、 や っ ぱり 、 誠 し ん で いる カナ ミ を 放っ て お く な ん て 、 
僕 に は で き な い よ .………。 

大 きく 深呼吸 を し て 、 心 を 落ち 着 か せる 。 

1 時 わか っ た よ 。 僕 に で きる こと が あれ ば 、 何 で も する か ら 。 


「 や っ ぱり ハル ト の と ころ に き て 良かっ た ! じゃ あ ね 、 今 か ら お 
父さん 探し 、 手 伝っ て 、 ね 」 
夏休み 、 補 習 決 定か 。 と ほほ ぼ .…。 


04 早く 元 に 戻り た い の 


僕 は 急い で 汗だく の 半袖 シャ ツ と ハー フ パ ン ツ を 脱ぎ 捨て る と 、 
壁 に 掛け て あっ た 学校 指定 の 白い 半袖 シャ ツ と 黒 の ズボン に 着替え 
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スマ ホ を 片手 に 持つ 。 

スマ ホ の 画面 に に 、 ウェ ブ 体 と な っ た ネグリ ジェ 姿 の カナ ミ が 現れ 
誠 。 

僕 を 見 て 、 丸 い 目 を ば ちく りさ せる と 、 首 を 傾げ る 。 

「 作 ルト 、 ど うし て 学生 服 に 着替え る の ? 深夜 に そん な 格好 で う 
ろ つ いた ら 、 す ぐに 補導 され ちゃ う よ 。 も っ と .……、 そ う ね .……、 
妨 者 の よう な 格好 、 と か 」 

そっ ちの 方 が 、 よ っ ぱど 怪し まれ る 。 

「 カ ナミ の お 父さん を 見 つけ て 、 カ ナミ を 元 の 身体 に 戻し た ら 、 す 
ぐに 学校 へ 行け る よう に 、 だ よ 」 

「 そ ん な に 期末 試験 が 大 事 な の ? 」 

くっ ! な ん か が 、 今 の 発 吾 、 ム カ つ いた 。 

「 大 事 だ よ ! 中 間 試 験 、 あ まり 良く な か っ た か ら ね 。 も し 期 未 試 
験 も 赤 点 と っ た ら 、 大 事 な 夏 休み が 補習 に な っ て し まう 。 成績 優秀 
の カナ ミ に は 関係 な いか も し れ な いけ ど ね .」 

少し だ け 嫌 み を 込め て 吉 い 返す と 、 意 外 に も カナ ミ は 嬉し そう 
に 、 ニ ッ と 真っ 白 な 歯 を 見 せ た 。 

ち ぇ っ 、 何 だ よ 。 そ こ は 何 か 吉 い 返せ よ 。 

「 八 ルト 、 ま ず 、 あ た し の 家 に 行っ て 。 お 父さん が いそ うな お部屋 か 
ら 探 すか ら 」 

カナ ミ も 元 の 身体 に 戻れ な いと 、 期 末 試 験 が 受け られ な い の に 。 


余裕 だ な 。 
そん な カナ ミ に 怒 始 し つつ も 、 ス マ ホ を 持っ た まま カナ ミ の 自宅 
に 向かっ て 駆け だ し た 。 


大 大 大 


「 小学 生 の 頃 は 、 よ く カ ナミ の 家 に 遊び に 行っ た り し て いた けど 」 
「 そ う ね 、 中 学 に な っ て か ら は 、 全 く 来 な く な っ た 」 

そう いえ ば 、 中 学生 に な っ た 頃 か ら 自 然 と カナ ミ の 家 に は 行か な 
く な っ た 。 

クラ ス が 別々 に な っ て 、 会 う 機 会 が 少な く な っ た こと も 理由 の ひ 
と つ だ けれ ど 、 女 子 の 家 に 行く こと 自体 が 、 な ん だ か 恥ず か し く 
て 、 行 か な く な っ た 。 

「 で 、 な に ? その 戸惑っ た 顔 ? 」 

スマ ホ の 中 に いる カナ ミ の 顔 が ズーム ア ッ プ し て 、 ま じ ま じ と 僕 
を 見 る 。 

「 カ ナミ の 家 っ て 、 こ ん な に も 大 きい っ て いう か 、 豪 郎 だ っ た か 
な っ て 、 思 っ て さ 」 

僕 は 、 堅 く 閉 ざさ れ た 幅 五 メー トル は ある 鉄製 の 門 の 府 の 前 で 立 
ち 尽 くし て いた 。 

門 の 岩 の 両 は し に ある 、 玉 で 作ら れ た 柱 の 上 に は 、 丸 い 蛍 光 和 灯 
が 糧 々 と 輝き 、 ご つい カメ ラ が 来訪 者 を し っ か り と 捕らえ て いる 。 
門 の 庶 越 し に うつ っ すら と 見 える 景色 は 、 樹 木 に 溢れ て いた 。 
その 奥 に 、 ひ っ そり と 、 平 屋 だ けど 大 きく て 立派 な 屋敷 が 見 え 
る 。 

心地 良い 、 静 か な 躍 の 音 が 聞こ えて くる 。 

僕 が 知っ て いる カナ ミ の 家 は 、 マ ンション で 最上 階 の 部 屋 だ っ た 


は ず 。 

エレ ベー ター で 全部 の 階 の ボタ ン を 押す イタ ズラ が 見 つか っ て 、 
知ら な い お っ さん か ら 、 こ っ ぴ ど く 怒 られ た 記憶 が 残っ て いる 。 

「 そう ね 、 あ の 頃 は まだ お 父さん 、 普 通 の サラ リー マン 研究 員 で 、 
普通 の お 給料 だ っ た みた い だ か ら 」 

「 今 は 違う の か ? 」 

「 独 立 し た っ て 吉 っ た で し ょ う 。 二 年 前 まで 住ん な で いた の は 、 隣 の 
十 三 階 建 て の マン ショ ン 。 そ し て 今 は に こ 。 そ ん な こと より 、 早 く 
中 に 入り まし ょ 」 

カナ ミ は そう 吉 っ て 、 突 然 、 ス マ ホ か ら 姿 を 消し た 。 

独立 し た ら 、 こ ん な 豪邸 に 住め る よう に な る の か 。 独立 っ て いい 
な 。 

ガチ ャ ン 、 と 庶 か ら 金 属 音 が し た 。 

すっ と 、 庶 が 静か に 開か れ て いく 。 

「 家 の セキ ュ リ ティ を 切っ た 。 こ れ で も うつ 安全 。 さ っ 、 ハ ルト 、 早 
ぐ 六 つ で そよ 」 

スマ ホ に カナ ミ が 戻っ て きた 。 

自宅 の セキ ュ リ ティ シス テム に 侵入 し て 、 庶 を 開け て くれ た よう 
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セキ ュ リ ティ を 切っ た か ら 、 安 全 ? 

な ん か 、 ス ッ キ リ し な いな .… ぼ ……。 

「 ル ルト 、 何 や っ て いる の ! 早く 入っ て ! 」 

「 や っ ぱり 明日 に し な いか ? 君 の お 父さん も 、 き っ と この 広い 家 
の どこ か で 、 寝 て いる ん だ よ 」 

カナ ミ の 許可 を 得 て い る と し て も 、 こ ん な 深夜 に 僕 ひ と り だ けが 
開か れ た 豪 紅 の 門 の 前 に 立っ て いる この 状況 は 、 な ん と な く 悪 いこ 
と を し て いる よう な 気 が し て な ら な い )。 


「 ダ メ ! あたし は 早く 元 に 戻り た い の ! 」 
「 あ と 五 時 間 も す れ ば 、 朝 の 七 時 。 君 の お 父さん も 、 き っ と 起き て 
くる よ 」 
「 ダ メ .………、、 な ん か 嫌 な 予感 が する の 。 早 く 見 つけ な いと 、 元 に 戻 
れ な い 気 が する の 」 
カナ ミ は きれ いな 赤 共 色 の 髪 を 垂らし て 、 つ つむ いた 。 
ノー スリ ー プ の ネグリ ジェ が は だ け て 、 白 く 細い 診 が 妖艶 に 、 ス 
マ ホ の 画面 に 映し 出さ れる 。 
反則 だ 。 
女の子 か ら 、 そ ん な 姿 を 見 せつ けら れる と 、 断 れ な いじ ゃ な い 
か 。 
「 わ か っ た よ ! 入れ ば いい ん で し ょ ! 」 
勇気 を 出し て 、 神 崎 亭 の 門 を く ぐ ろ うと し た 、 そ の 時 、 
「 ち ょ っ と 君 、 そ こ で 何 し て いる の ?」 
背中 か ら 、 圧 感 の ある 男 の 声 が 僕 を 呼び 止め た 。 
和 公 き 、 振 けり 返る と 、 一 台 の パト カー が 止ま っ て いた 。 
パト カー の 助手 席 の 窓 が 開い て いて 、 警 察 官 が 僕 を 見 て いる 。 
ドア が 開き 、 二 人 の 警察 官 が 降り た 。 
一 人 は 中 年 の ベテラン そう な 警察 官 で 、 も う 一 人 は 若い 警察 官 
だ つた 。 
ベテラン 浦 察 官 が 不審 な 眼差し で 僕 を 上 お 。 
「 君 、 今 この 家 の 中 、 覗 いて いた で し ょ 。 も し か し て 、 侵 入 し よう 


と し て た の ? 」 


僕 は 頭 が 真っ 白 に な っ て 、 う まく 話せ な い 。 
「 ダ メ だ よ 。 そ ん な こと し ちゃ .………。 君 、 も し か し て 高校 生 ? 」 


「 え 、 え え 、 は 、 は い 」 


「 どこ の 高校 ? 名 前 は ?. 
二 人 の 警察 記 に 前 を 塞 が れ て 、 僕 は 逃げ る こと が で き な い 。 
この まま カナ ミ の 自宅 に 逃げ 込む と いう 案 も ある けれ ど 、 そ ん な 
こと を すれ ば 、 も っ と お お ご と に な る 。 
カナ ミ 、 ど うす れ ば いい ? 
チラ リ と スマ ホホ を 覗く 。 
カナ ミ は 姿 を 消し て いた 。 
ガーー ン ! 
あい つ 、 逃 げ や が っ た ! 
「 黙秘 か 。 仕 方 が な いな ぁ 。 ち ょ っ と 、 署 まで 来 て も ら う よ 」 
ベテラン 警察 官 が 僕 の 腕 を 強引 に 掴ん で 、 パ トカ ー の 後部 座席 に 
乗り う 込 も うと し た 時 、 突 然 、 パ トカ ー の 無線 機 か ら 緊 急 連絡 が 入っ 
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若い 警察 官 が 無線 機 を 取っ て 、 短 い 会 話 を する と 、 ベ テラ ン 洲 察 
官 に 向かっ て 報告 する 。 
「 黒岩 巡査 部 長 、 こ の 先 の 飲食 店 で 事件 が 発生 し た よう で す 。 す ぐ 
に 向かえ と の 指示 で す ! 
に ちっ 。 仕方 ね えな :。。。 四 
舌打ち し て 僕 を 上 同 むと 、 掴 ん で いた 僕 の 腕 を 放し た 。 
「 早く 家 に 帰れ よ ! うろ うろ し て いる と ころ を 見 つけ た ら 、 今 度 
は 見 逃さ な いか ら な ! 」 
喜 い 捨て て 、 ベ テラ ン 警察 記 は パト カー の 助手 席 に 乗り 込ん だ 。 
ウーー、 ウ ーー、 ウ ーー。 
耳 を 突く サイ レン 音 を 鳴ら し な が ら 、 パ トカ ー が 発進 する 。 
< 助 が うだ 2 。 
どっ と 疲れ が 出 て 、 そ の 場 に 腰 を 落と す 。 
「 や っ た 一 一 ! 大 成功 ! 


スマ ホ か ら 、 カ ナミ の 歓喜 の 声 が 聞こ えて きた 。 

見 る と 、 カ ナミ が 画面 の 中 で 回 転 し て いた 。 

は し ゃ いで いる 。 

「 そ っ か 、 あ れ は カナ ミ の 仕業 か 」 

「 あ っ た けり! 警察 の シス テム に 侵入 し て 、 ち ょ っ と 嘘 の 事件 を 流 
し た の ! 」 

「 お まえ 、 や りす ぎじ ゃ な い の か ? 見 つか っ た ら 、 大 変 な こと に 
な る よ 」 

「 そ ん な の 、 見 つか る わけ な いじ ゃ な い 。 あ た し が シス テム に 侵入 
し た 痕跡 は 、 全 く 残 ら な い の 。 ハ ルト 、 わ か っ て る ? 」 
わか っ て いる 、 わ か っ て いる よ 。 

「 だ けど 、 波動 な ん ちゃ ら 装 置 が 世に 知れ た ら 、 疑 われ る か も し れ 
な いじ ゃ な いか ?」 

「 波動 分 解 装 置 。 ま ぁ 、 そ ん と き は そん と き 。 大 丈夫 、 証 拠 な ん て 
な いか ら 。 絶対 に バレ な いよ 。 そ ん な こと より 、 あ の 警察 官 が 戻っ 
て 来 な いつ う ち に 、 早 く あ た し の 家 に 入っ て ! 」 

「: 宅 ん な こと より 、 ね .。。。,。」 

カナ ミ の 、 こ の どこ まで も 前 向き な 姿勢 は 、 見 習う べき な の だ ろ 
うか ? 

僕 は 不安 を 抱き つつ も 、 神 崎 亭 の 門 を くぐっ た 。 


05 父親 失格 だ 


「 ここ が 最後 」 

僕 は リビン グ の ドア を 開け た 。 

照明 を つけ る 。 

二 十 畳 、 い や 三 十 畳 は あり そう な 広い 空間 が 現れ た 。 

クリ ー ム 色 の 織 条 が 敷き 詰め られ 、 ガ ラス の ロー テー ブル と 大 き 

な ソフ ァ ー が 三 つ あ る 。 

ロー テー ブル の 上 に は 、 高 そう な ワイ ン ボ トル が 三 本 、 軒 いて 
あっ た 。 

壁 に は 五 二 サイ ンチ は あり そう な 巨大 な 液晶 テレ ビ 、 金 色 の 額縁 に 
収め られ た 絵画 が 何 枚 も 掛け られ て いる 。 

「 う わっ 、 す ご いな ,」 

いつ の ま に か 、 カ ナミ は 普通 の 娘 か ら 、 お 金持ち の お 嬢 様 に 進化 
し て いた 。 


上 既に 、 台 所 、 五 つ あ る 部 屋 、 二 つ あ る 風呂 場 二 つ あ る トイ レ な 
どー 階 の 全て の 部 屋 を 探し た けれ ど 、 カ ナミ の 父親 は 見 つか ら な 
か っ た 。 

父親 の 部 屋 は ひど いも の だ っ た 。 下着 や 衣服 が 散乱 し 、 鼻 を 突く 
よう な 香水 の 臭い が 漂っ て いた 。 高級 な 木製 の 棚 に は 、 最 新式 の ス 

マ ホ が 十 数 台 も 飾ら れ て いた 。 

きっ と 、 カ ナミ は あの スマ ホ か ら 父 親 の 部 屋 を 覗き 見 し た の だ ろ 
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「 お 父さん 、 機 械 以外 は 、 基 本 的 に ダメ だ か ら .……… 四 

カナ ミ が 呆れ 顔 で 、 ば そり と そう 咳 い た こと を 覚え て いる 。 


カナ ミ の 部 屋 も あっ た けれ ど 、 両 手 で バツ 印 を 作っ て 、 な か に 人 入 
れ て は くれ な か っ た 。 
ま 、 当 然 か 。 


僕 は ガラ ス の ロー テー ブル に 歩み 寄り 、 ワ イン ボトル を 手 に 取 
る 。 

まだ 半分 、 残 っ て いる 。 

「 カ ナミ の お 父さん 、 今 さっ きま で 、 こ こ で ワイ ン を 飲ん で いた ん 
じゃ な い の か な ? だ と し た ら 、 き っ と 近く に いる よ 。 他 に 部 屋 は 
な い の か ? 」 

966 | だ aa 

「 き っ と そこ だ よ 。 早く いこう! 」 

「 あ まり 気 乗 り し な いけ ど 、 行 くし か な いか 」 

「 気 乗り し な い ? どう し て ? ここ は カナ ミ の 家 で し ょ う ? 」 

「 あ そこ は 、 あ た し の 家 じ ゃ な い 」 

カナ ミ の 表情 が 、 険 し い 。 

「 あそこ は 、 お 父さん の 神聖 な 場所 。 あ た し で も 入室 を 堅く 禁止 さ 
れ て いる 。 今 まで 一 度 も 入っ た こと は な い 。 だ か ら 、 あ そこ に ある 
電子 機器 に は 入り 込め な か っ た 。 身体 が 拒絶 する の 」 

「 お 父さん の 神 団 な 場所 ? そこ だ ! きっ と そこ に いる ん だ 
よ !」 

カナ ミ が 気合 い を 入れ る よう に 、 大 きく 深呼吸 を する 。 

「 心 の 準備 を し た 。 ハ ルト 、 行 きま し ょ う 」 

「 どう や っ て 行け ば いい ? 」 

「 廊下 に ある エレ ベー ター で 地下 まで 降り る 。 今 か ら 、 お 父さん の 
研究 室 に 行く ! 」 


エレ ベー ター で 地下 に 降り る と 、 白 い ス ライ ド 式 の ドア が あっ 
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ドア の 右 横 に 、 テ ン キ ー が ある 。 

誕 証 番号 を 入力 し な いと ドア は 開か な いよ うだ 。 

し か し 数 秒 後 、 自 動 的 に ドア が 開い た 。 

「 ふっ 、 や っ と 開い た 。 こ この セキ ュ リ ティ 、 複 維 で ドア の ロッ ク 
解除 に 時 間 が か か っ た 」 

ちょ っ と 疲れ た 顔 の カナ ミ が 、 ス マ ホ の 画面 に 現れ た 。 

研究 琶 の セキ ュ リ ティ は 強固 だ っ た よう だ 。 

ドア を くぐる と 、 再 び ス ライ ド 式 の ドア が 現れ た 。 

ドア の 右 横 に 、『 こ こ に 顔 を 近づけ て ね 。』 と 書か れ て ある 。 

今度 は 、 顔 認証 の よう だ 。 

「 あー っ 、 あ の くそ オヤ ジ ! 何 個 セ キュ リティ ドア を つけ て ん 
だ ! あの バカ ヤロウ が ! 」 

カナ ミ 、 キ ャ ラ 変 わっ て いる ぞ 。 

切れ た カナ ミ の 姿 が 、 ス マ ホ か ら 消 える 。 

数 秒 後 、 期 待 ど お り 、 自 動 的 に ドア が 開か れ た 。 

そし て 僕 の 視力 ー・ 五 の 両目 に 、 と ん で も な い 光 景 が 飛び 込ん で 
きた ! 

光 溢 れる 、 学 校 の 教室 の 谷 ほ ども ある 、 だ だ っ 広い 部 屋 。 
その 壁 の 一 面 が 、 ひ と り の 少女 の 写真 で 埋め 尽く され て いた 。 
その 隙間 に 、 申 し 訳 な さそ うに 、 コ ンピュータ や 実験 装置 が 設 
し て ある 。 
「 カ ナミ の 写真 だ .…… 四 

丸い 浮き 輪 を 持っ た ご 機嫌 の 小さ い カ ナミ 。 

小学 校 に 入学 し た と き の 澄 まし た カナ ミ 。 

中 学校 の 文化 祭 の 演劇 で 、 主 演 の ジュ リエ ッ ト 役 を 熱演 する カナ 


思 


大 型 大 と 無邪気 に た わび お れる カナ ミ 。 

ベッ ド で すやすや と 、 気 持ち 恨 さ そう に 寝 て いる カナ ミ 。 

な ど な ど 、 数 百 枚 は あろ う 、 大 小 の カナ ミ の 写真 、 写 真 、 写 真 。 

さら に 、 部 屋 の 中 央 に 、 ス クー ル 水 着 姿 の カナ ミ の 垂れ 幕 が 、 
アコ ン の 風 で ヒラ ヒラ と ゆれ て いた 。 

毎日 、 カ ナミ を 学校 まで 車 で 送っ て いる の は 、 や っ ぱり カナ ミ の 
怪我 を 心配 し て いる の で は な い 。 単に 、 湧 愛し て いる カナ ミ と 一 緒 
に いた い だ け だ 。 

ず 、 頭 痛 が し て きた 。 

その 時 、 僕 は 何 か 恐 ろ し いも の を 感じ て 、 ス マ ホ の カメ ラ を 手 で 


塞い だ 。 
「 カ ナミ 、 見 る な ! 
10 、 も うっ う 、 遅い 」 


お よそ 、 こ の 世 の 物 と は 思え な い 、 ま る で 黄泉 の 国 に 通じ る 深い 
洞くつ か ら 漂 っ て くる よう な 、 そ れ は それ は 、 お ぞ ま し い 声 だ っ 
だ 。 

突然 、 天 井 付近 に 設置 し て ある 複数 の 液晶 バ パネル に 、 髪 を 逆 立 た 
せ て 、 怒 けり 狂っ た カナ ミ の 顔 の アッ プ が 、 次 々 と 現れ る 。 

「 変 能 オ ヤジ ! どこ に いる の ! 出 て き な さ い ! 」 

する と 、 床 に 敷い て あっ た 一 枚 の 掛け 布団 か ら 、 ぬ っ と 、 お っ さ 
ん の 顔 が 現れ た 。 

髪 は ば さぼ ば さ で 、 目 の 下 に 隈 が で き て いる 。 両 の 炉 は 窪み 、 い か 
に も 不健康 そう な 、 五 十 代 前 半 く らい の 、 お っ さん だ っ た 。 

お っ さん が 、 く る まっ て いた 掛け 布団 を よく 見 る と 、 寝 問 着 姿 の 
カナ ミ の 全身 が 、 プ リン ト さ れ て いた 。 

変態 だ が 、 こ の お っ さん 、 変 態 だ 。 


「 今 、 私 を 呼ん だ の は 、 だ れ だ ? 」 

そこ 、 反 応 す る の か ! 

「 そ こ に いた の ね ! この 変態 オヤ ジ ! 今 す ぐ 、 あ た し の 、 こ の 
号 真 を 燃やし て ! 」 

そっ ちか 。 

「 お ー 一 、 カ ナミ 、 カ ナミ か ! カナ ミ な の だ な ! 」 

カナ ミ の 父親 は 、 半 身 を 起こ す と 、 複 数 の 液晶 パネ ル に 映っ て い 
る 、 鬼 ババ ァ の よう な 形相 の カナ ミ の 姿 を 見 て 、 嬉 し そう に 目 を 潤 
ませ た 。 

顔 が 赤い 。 し か も 、 白 衣 姿 の まま だ 。 

も し か し て 仕事 中 に 、 酒 で も 飲ん で いた の か な ? 

「 そ うか 、 成 功 し た の か ! は は は は 、 も う 、 何 百 回 も 動物 実験 で 
うま くい っ て いた か ら 、 必 ず 成 功 する と 確信 し て いた 。 そ うか 、 つ 
い に 人 間 の 波動 分 解 に 成功 し た か ! や っ ぱり 私 は 天 オ だ ! や っ 
填 !』 

そう 吉 っ て 、 カ ナミ の 父親 は そば に あっ た ワイ ン ボ トル を 手 に 取 
り 、 ラ ッ パ 飲み を し た 。 

予想 、 的 中 だ ! 

「 は は は 、 こ れ は 祝杯 だ ! カナ ミ も 飲む か ? 」 

「 な に が 、 カ ナミ も 飲 び か か ? よ ! こん な 姿 じ ゃ 、 飲 め な いで 
し ょ ! それ に 、 あ た し は 未成 年 ! 

「 は は は 、 そ うだ っ た な 。 カ ナミ 、 そ こ は 楽 し いか ?」 

「 楽 し いわ け 、 な いじ ゃ な い ! 早く 、 あ た し を 元 の 身体 に 戻し 
て ! で も その 前 に 、 こ こ に ある 写真 を 、 今 すぐ 、 全 て 、 呈 こ 形 も な 
く 、 燃 や し て ! その 垂れ 幕 も 、 そ の 布団 も 、 全 部 だ か ら 、 ね ! 」 
「 す べ て 、 断 る 」 


准 静 な 口調 で 吉 っ た 。 


6 な 、 な に を バカ な こと を 喜 っ て いる の ? 大 事 な ひ と り 娘 
を 、 波動 分 解 装置 の 実験 谷 に し て 、 電 子 機器 に 閉じ 込め る な ん て 、 
信じ られ な い ! それ で も 親 な の ?」 
「 私 は 父親 、 失 格 だ 。 だ か ら 、 断 る 」 


06 見 捨て る よう なこ と は し な い 


カナ ミ は 両目 を 見 開い た まま 、 固 まっ た 。 

まぁ 、 あ な た が 父親 失格 と いう こと は 、 こ の 部 屋 を 見 れ ば 、 わ か 
り ま す 。 

カナ ミ の 父親 は 四角 い 黒 緑 メガ ネ を 掛け る と 、 ゆ ら り と 起き 上 が 
り 、 僕 を ギ ロ リ と 上 ん だ 。 

「 と ころ で 、 君 は 誰 だ ? 勝手 に 人 の 家 に 入る と は 、 泥 棒 か ? そ 
れ と も 私 の 研究 を 盗み に きた 、 ス パイ か ? 」 

「 す 、 す み ま せ ん 。 僕 は 、 カ ナミ .…………、 神 崎 さ ん の クラ ス メ イ ト 
の 、 友 原 ハ ルト で す 。 小 学生 の 頃 、 よ く 神 崎 さ ん の 家 に 遊び に 来 て 
いま し た 。 覚 えて いま せん か ? 」 

「 知 らん な 。 カ ナミ に 男 の 友だち な ど 、 い な い 。 用 が な い の な ら 、 
早く 帰り な さい 」 

僕 は 情 然 と し て 、 そ の 場 に 立ち 尽く し た 。 

確か に 、 カ ナミ と 遊ん だ 記憶 は ある けれ ど 、 カ ナミ の 父親 と 会 っ 
た 記憶 は 、 ど うし て も 思い 出す こと が で き な い 。 

日 曜日 に 遊び に 行っ て も 、 カ ナミ の 父親 は いな か っ た 。 と 吉 う よ 
り 会 えな か っ た 。 わ ざと 、 僕 と 会 わな いよ うに 、 避 け て いた の か も 
し れ な い !。 

それ に し て も 、 そ ん な 吉 い 方 は ひど すぎ る ! 

『 お さん 、、 僕 ば 、 カ ナミ と は ば 、 と 、。 友だち で す 。 どう か 、 カカ ナミ 
を 元 に 戻し て くだ さい ! カナ ミ が 、 か わい そう で す ! 」 

田 気 を 出し て 、 吉 っ て や っ た 

し か し これ は 間違い だ っ た 。 

カナ ミ の 父親 の 顔 か ら 、 さ ー っ と 、 酒 で 酔っ た 赤み が 消え た 。 


「 今 、 カ ナミ と 吉 っ た か ? うち の 娘 を 、 カ ナミ と 、 呼 び 捨て に し 
た か ? 」 

ふら けり と 僕 に 詰め 寄る と 、 い き な り 僕 の を の 燃 を 殴り つけ た 。 

反動 で 吹っ飛び 、 床 に 転がる 。 

日 の 中 か ら 、 生 暖か い 液 体 が 溢れ 出 て くる 。 

つう ぅ うっ! 

ロ 一 杯 に 広がる 液 を 吐き 出す と 、 真 っ 赤 な 血 で 、 白 い 床 が 染まっ 
炉 8 

顔 を 上 げ る 。 

カナ ミ の 父親 が 、 鋭 い 眼 光 で 僕 を 見 下ろし て いた 。 
僕 の シャ ツ が 、 カ ナミ の 父親 に 掴み あげ られ る 。 

うっ 、 酒 くさ し !。 

獲物 を 見 る よう に 、 じ っ と 、 僕 を 上 賠 み 付け て いる 。 

どう し て 、 僕 は 、 殴 られ た の か な ? 

どう し て 、 僕 が 、 殴 られ な けれ ば 、 な ら な いん だ 。 

賠 み 返す と 、 カ ナミ の 父親 の も う 片 方 の 腕 が 振り 上 が っ た 。 

「 お 父さん ! や め て -ー 一 一 ーーーーーーーーーー! 」 

部 屋 中 に 、 カ ナミ の 韻 鳴 が 響い た 。 

振り 上 げ ら れ た 拳 が 、 止 まっ た 。 

「 お 父さん 、 も う 、 や め て .……。 ハル ト に 、 乱 暴 、 し な いで .……… 四 

カナ ミ の 父親 の 顔 か ら 、 憎 悪 が 消え る 。 

そし て 、 天 井 近 くに 設置 され て いる 液晶 パネ ル へ と 、 ゆ っ くり と 
顔 を 上 げ る 。 

液晶 パネ ル に は 、 瞳 に 大 粒 の 涙 を 浮か べ て 、 祈 る よう に 両手 を 絡 
め て いる カナ ミ の 姿 が 、 映 し 出さ れ て いた 。 

「 カ ナミ 、 お まえ 、 泣 いて いる の か ? 」 

掴ん で いた 僕 の シャ ツ を 、 放 す 。 


一 瞬 、 よ ろ け た けど 、 僕 は 両脚 に 力 を 入れ て 、 し っ か り と 、 姿 
を 保つ 。 
「 人 ルル ト 、 大 丈夫 ? ケガ は 、 な い ?」 
つん 大 丈夫 。 
まだ 、 を 左 類 が 腫れ て いる けど 。 
「 良かっ た 」 
カナ ミ が 、 笑っ た 。 
その 姿 を 見 て 、 カ ナミ の 父親 は 衣 を 落と し て 、 床 に 座り 込む 。 
5 まま 写 、 売 、 人 1 くつ だ 
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不信 の 眼差し で 答え る カナ ミ 。 
「 そ うか 。 カ ナミ 、 お まえ 、 咲 さき に 似 て きた な 」 
「 あ た し が 、 お 母さん に ? 」 
「 そう だ 。 私 は 辛かっ た 。 十 年 前 に 別れ た 咲 に に カナ ミ は 、 そ っ く 
り だ 。 声 まで 似 て いる 」 


慢 


「 カ ナミ を 見 る た びに 、 私 は 咲 を 思い 出す 。 カ ナミ の 声 を 聞く た び 
に 、 私 は 咲 を 思い 出す 。 つ い に 、 カ ナミ は 本 当 は 咲 で は な い の か 。 
思い 込む ほど だ ,」 
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「 し か し 、 カ ナミ は カナ ミ だ 。 咲 で は な い 。 い ずれ 、 お まえ に も 、 

好き な 男 が で き て 、 私 の 元 を 去る 。 咲 が 私 を 見 捨て て 、 出 て 行っ た 


「 お 父さん 、 あ た し は .…… せ … 、 お 父さん を 、 見 捨て る よう な こと は 、 
し な い !」 


「 い や 、 お まえ も 、 必 ず 私 を 見 捨て る 」 
「 そ ん な こと な い ! だ っ て 、 お 父さん は 、 変 態 だ けど .……、 私 の 


お 父さん だ か ら ! 」 

「 う る さい ! 私 は 天 オ だ ! 私 が 予測 し た こと は 、 必 ず 的 中 す 
る ! 現に お まえ は 、 こ の 神 加 な 研究 室 に 、 男 を 連れ 込ん だ ! 」 

「 八 、 ハ ルト は 、 あ た し を 元 の 身体 に 戻す た め に 、 手 伝っ て いる だ 
了 乾 

「 カ ナミ が 、 他 の 男 と 一 緒 に いる な ど 、 私 は 絶対 に 許さ な い ! カ 
ナミ は 私 の モノ だ ! 」 

「 お 父さん ! いい か げん に し て ! あたし は お 父さん の モノ じゃ 
な い ! 」 

「 な ん だ と ? 」 

「 あたし を 元 の 身体 に 戻し て ! 早く し な いと 、 研 究 室 に ある 装 
置 、 す べ て 破壊 する ! 今 の あたし な ら 、 そ れ く らい 、 簡 単 な ん だ 
か ら ! 」 

そう 碧 迫 され た カナ ミ の 父親 は 、 数 秒 黙 り 込 ん だ あと 、 静 か に 口 
を 開く 。 

Fs 波動 に 分 解 さ れ た ウェ ブ 体 を 、 元 の 身体 に 戻す 装置 な ど 、 な 
し 1」 

僕 は 貴 然 と し た 。 

な ん だ っ て ? 波動 に な っ ちまっ た カナ ミ は 、 も う 、 元 の 身体 に 
戻れ な いっ て こと か ? 

液晶 パネ ル の な か の カナ ミ も 、 目 を 丸く し て 固まっ て いる 。 

カナ ミ の 父親 は 、 ひ ら り と 白衣 の 裾 を な び か せ て 身体 を 半 回 転 さ 
せる と 、 半 透明 の カプ セル へ と 向かっ た 。 

その カプ セル 、 卵 型 を し て いて 、 高 さ は ニニ メー トル 、 幅 は 三 メ ー 
トル ほど も ある 。 

カプ セル の まわ り に は 、 銀 色 の 配線 や パイ プ が 無数 に 取り 付け ら 
れ て いる 。 


カブ セル の 前 で 立ち 止ま っ た 。 

半 透 明 の カプ セル が 、 ス ーッ と 、 上 下 に 開く 。 

「 これが 、 波動 分 解 装置 だ 。 あ ら ゆ る 物質 を 波動 に 分 和解 し て 、 ウ ェ 
プ 体 へ と 変換 する 」 

「 そ の 装置 で 、 あ た し を ウェ ブ 体 に 、 し た の ね 」 

bo が = 

「 どう し て ? どう し て 、 そ ん な こと を し た の ? 」 

「 ウ ェ ブ 体 と な れ ば 、 和 肉体 は 滅ぶ こと は な い 。 電子 機器 の 中 で 、 十 
五 歳 の カナ ミ が 、 永 遠 に 存在 し つづ ける の だ 。 他 の 男 に 、 取 られ る 
心配 も な い 」 

1 お 父さん 、 流動 分 解 装置 を 作っ た 目的 っ て 、 も し か し て 、 あ 
た し を 、 電 子 機器 に 閉じ 込め る た め 、 な の ? 」 

カナ ミ の 声 が 、 震 えて いた 。 

「 そ の 通り だ ,」 

四角 い 黒 緑 メ ガ ネ を 片手 で 押さ えな が ら 、 平 然 と 吉 い 放っ た 。 

「 だ か ら 、 ウ ェ ブ 体 を 復元 する 必要 な ど 、 な い 」 

と さら に 、 付 け 加 える 。 


これ じゃ 、 カ ナミ は 、 電 子 機器 の アプ リ と 、 同 じじ ゃ な い 


ひど い 、 ひ どす ぎる ! 

「 お じ さ ん ! そん な の 、 あ ん まり だ ! カナ ミ が 、 か わい そう 
だ ! 」 

僕 は 叫ん で 、 研 究 室 の 壁 に 貼ら れ て いる 、 カ ナミ の 写真 を は が す 
と 、 ビ リピ ビリ と 破り 捨て た 。 

「 こ ん な も の ! こん な も の ! こん な も の が ある か ら 、 お じ さ ん 
は 、 カ ナミ を 電子 機器 に 閉じ 込め た ん だ ! 」 


次 々 と 、 夢 中 で 、 カ ナミ の 写真 を 破り 捨て る 。 

こん な こと を し て も 、 カ ナミ が 戻っ て こない こと は わか っ て い 
る 

けれ ど 、 カ ナミ の 写真 が な く な っ て し まえ ば 、 お じ さ ん は 寂し く 
な っ て 、 カ ナミ を 元 に 戻す 装置 を 、 作 る か も し れ な い 。 

「 や 、 や め ろ 、 やめろ ーーーーーーーーーーーーーーー! 」 

カナ ミ の 父親 が 、 僕 に 向かっ て 走っ て きた 。 

ひら り と よ け て 、 別 の 場所 へ と 移動 する 。 そ れ で も し つこ く 、 追 


いか け て くる 。 
「 こ の クソ ガキ ! いい か げん に し ろ ! 」 

と うと う 捕 まり 、 カ ナミ の 父親 に 羽 交 い 締 め に され る 。 
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負け じ と 、 僕 も カナ ミ の 父親 を 羽 交 い 締 め に する 。 

も み 合 いな が ら 、 僕 と カナ ミ の 父親 は カプ セル の 中 に 転 が け 込 
む 。 

「 私 の 気持 ち が 、 お まえ な ん か に わか っ て 、 た まる か ! 」 

「 わ か ら な い ! だ けど 、 カ ナミ の 気持 ちな ら 、 わ か る よ 「! 」 

吉 い 返し て 、 思 いっ きり 跡 飛 ば し た 。 

その 反動 で 、 カ ナミ の 父親 が カプ セル か ら 追 い 出 され て 、 ド サッ 
と 、 仰 向け に 倒れ る 。 

5 記入 導 才 。 上 めそ て 
カナ ミ が 叫ぶ 。 と 同時 に 、 バ チバ チ と 研究 室内 に 、 火 花 が 飛び 
散っ た 。 

その 衝撃 で 、 開 か れ て いた カプ セル が 、 一 瞬 で 閉じ た 。 
SS 

カプ セル の 両端 か ら 、 勢 いよ く 、 透 明 の ガス が 噴射 され る 。 
みる みる と 、 ガ ス が 充満 する 。 


1! 」 


「 あ れ ?2 な ん だ か 、 目 が まわ る .……〔…… 。 あれ 、 あ れれ .………… W 
僕 は 、 そ の まま 、 気 を 失っ た 。 


大 大 大 


「 人 ハルト 、 気 が つい た ? 」 

白い ワン ピー ス の ネグリ ジェ を 着 た カナ ミ が 、 僕 の 届 を 揺らし て 
いた 。 

5 力 ま 人 僕 は 、 いう た どう な うだ の か な 7?」 

「 ハ ルト 、 沙 ち 着 いて い て 。 あ ん た の 身体 、 波動 に 分 和解 さ れ て 、 
ウェ ブ 体 に な っ た の 。 ゴ メン 、 あ た し が 、 波動 分 解 の 装置 を 動作 さ 
せ ち ゃ っ た みた い 」 

「 僕 の 身体 が 、 ウ ェ ブ 体 に ? 」 

両 の 手のひら を みる 。 次 に 、 服 と 下半身 を みる 。 

服 は 白い 半袖 シャ ツ 、 下 は 黒 の ズボン 。 白 い 靴 下 も は いて いる 。 
「 別 に 変わ っ た と こ 、 な いけ ど 」 

カナ ミ が キス を する よう な 勢い で 、 僕 に 顔 を 近づけ る 。 

「 あ れ ? そう いえ ば 、 カ ナミ 、 元 に 戻っ て いる ね 」 

ゆっ くり と 首 を 横 に 振る カナ ミ 。 

「 あ た し が 元 に 戻っ た ん じゃ な い 。 ハ ルト が こっ ちの 世界 に 来 た 
の 」 

カナ ミ の 顔 が 、 横 に 向け られ た 。 

つら れ て 、 僕 も 横 を 向く 。 

その 光景 に 、 僕 は 区 憎 し た 。 

十 二 畳 ほど の 広 さ の 空間 が 、 青 や 赤 や 黄色 の 派手 な 色彩 で 彩 ら れ 
て いた 。 

その 中 を 、 電 子 回 路 の よう な 細い 線 が 造 う よ う に 、 複 雑 な 幾何 学 


模様 を 作っ て いる 。 

上 を 向く 。 

無数 の 銀色 の 配線 が 、 天 へ と 向かっ て 伸び て いた 。 天 井 は 見 えな 
い ほ ど 、 高 い 。 

「 こ こ に ビデ オカ メラ の 形 を し た 、 赤 い パ ネル が ある で し ょ ? こ 
こ に 手 を 当て る と 、 カ メラ か ら の 映像 が 見 える の 」 

カナ ミ が 僕 の 手 を 掴ん で 、 ビ デオ カメ ラ の 形 を し た 赤い パネ ル に 
僕 の 手 を 置い た 。 

する と 、 突 然 、 目 の 前 の 空間 に 、 五 十 イ ンチ ほど も ある ディ スプ 
レー が 現れ た 。 

そこ に は 、 研 究 室 の 映像 が 映し 出さ れ て いた 。 

白衣 を 着 た カナ ミ の 父親 が 、 カ プ セ ル の 前 で 仰向け に 倒れ て い 
る 。 

気 多 し て いる よう だ 。 

「 そ し て 、 こ っ ちの テレ ビ の 形 を し た 、 青 い パ ネル に 手 を 置く と 、 
あたし た ちの 映像 が 、 向 こう の ディ スプ レー に 映し 出さ れる 」 
カナ ミ が 、 テ レビ の 形 を し た 青い パネ ル を 指さし て 吉 っ た 。 
まわ り を よく 見 る と 、 蛍 光 灯 や 、 換 気 局 、 エ アコ ン 、 パ ソコ ン 、 
青い 帽子 を 被っ た 警備 員 な どの 形 を し た 、 様 々 な パネ ル が 、 そ こら 
じゅ うに 点 在 し て いた 。 

な か に は 、 何 を 表し て いる の か 、 全 くわ か ら な い モ ノ も ある 。 

「 こ れ ら の パネ ル は 、 入 り 込 ん だ 電子 機器 の 機能 に 、 直 結 し て いる 
みた いな の 。 手 を 当て る と 、 そ の 機能 を コン トロ ー ル で きる の 」 
人 ヘー、 うな ん だ 。 あっ 、 こ れ 何 だ ろう ? 」 

猫 の よう な 形 を し た パネ ル に 手 を 置い た 。 

する と 、 猫 耳 と 尻尾 を つけ た 、 三 毛 猫 の コス プレ を し た 等 身 大 の 
カナ ミ の 人 形 が 、 研 究 室 の 床 か ら 出現 し た 。 


「 お や み に 、 ヘ ン な パネ ル 、 触 る な ! 」 

ポカ ッ と 、 僕 の 頭 を 殴る カナ ミ 。 

「 イ タッ ! 殴る こと な いじ ゃ な いか ! 僕 は この 世界 の こと は 何 
も 知ら な いん だ か ら ! 」 

「 バ ーー カ 」 

ツン と 澄まし た 顔 を みせ る カナ ミ 。 

1 で も 、 ハ ルト が この 世界 に 来 て くれ て 、 ち ょ っ と 嬉し 

ぼぼ そ り と そう 忠 い た 。 

学校 で は 、 い つも 強気 で 自分 の 弱 さ を 見 せな い の に .……… ほ ……。 

や っ ぱり カナ ミ も 、 ひ と り ぼ っ ち は 寂 し か っ た の だ ろう 。 

で も 、 人 不思議 だ 。 

電子 機器 と いう 異 世界 に いる の に 、 カ ナミ と 一 緒 に いる せい か 、 
全然 、 不 安 な 気持 ち に な ら な い 。 

カナ ミ が どう し て 僕 を 頼っ て きた の か 、 わ か っ た 気 が する 。 

「 作 ルト 、 行 きま し ょ 」 

カナ ミ の 身体 が 、 ふ わり と 、 笛 に 浮い た 。 

「 どこ に ?」 

「 家 出 よ 」 

「 家 出 ? 」 

「 そう 、 家 出 。 も う 、 こ ん な 変態 オヤ ジ 、 愛 想 が 尽き た 。 そ れ に 、 
ここ に 居 て も 元 に 戻れ な いし 。 仕 方 が な いか ら 、 自 分 で 元 に 戻る 方 
法 を 見 つけ る し か な い ,」 

「 あ て は 、 あ る の か ? 」 

「 な い 。 で も 、 有 名 な 研究 所 に 行け ば 、 必 ず 手がかり が 見 つか る 八 
ズ 。 波動 分 解 の 研究 を し て いる 人 は 、 他 に も いる ハル ハズ だ か ら 」 

カナ ミ が 上 昇 を 始め た 。 


「 カ ナミ 、 ち ょ っ と 待っ て ! お いて いか な いで よ ! 」 
慌て て 、 ジ ャ ンプ する 。 す る と 、 僕 の 身体 が スー ッ と 上 昇 し た 。 
「 う わっ 、 飛 ん だ ! カナ ミ ! ジャ ンプ し た ら 飛 ん だ よ 「! 」 
宇宙 遊泳 を し て いる よう な 感じ 。 
前 を 飛ぶ パカ ナミ が スピ ー ド を 落と し て 、 僕 と 並ん だ 。 
「 この 世界 で は 、 重 さ な ん て な い の 。 だ か ら 移 動 し た い 方 向 に 力 を 
入れ れ ば 、 自 由 に 移動 で きる の 」 
「 ヘーー、 そ うな ん だ 。 不思議 と いう か 、 ヘ ン な 世界 」 
「 そ う 、 こ の 世界 は 、 元 の 世界 と は 全く 違う 。 全く デ タラ メ な 世 
界 」 
デタラメ と 吉 う か 、 夢 を 見 て いる よう だ 。 
「 で 、 カ ナミ 、 ど う や っ て 、 他 の 研究 所 に 行く ん だ ? 」 
「 ゲ ー ト を 使う の 」 
「 ゲ ー ト ? 』」 
カナ ミ が 僕 の 片手 を 掴ん で 、 天 を 仰い だ 。 
「 カ ナミ 、 行 き 政 まり だ よ 了 。 
「 大 丈夫 、 横 に 通路 が ある 」 
九 十 度 、 右 に 曲がっ た 。 
電子 回 路 の 基板 の よう な 通路 が 、 複 雑 に 入り 組ん で いる 。 
し か し カナ ミ は 慣れ た 感じ で 、 す いす いと 突き 進む 。 
先 に 、 青 白く 輝く 輪 が 見 えた 。 輪 の 内 側 は 、 プ ラッ ク ホ ー ル の よ 
うに 真っ 黒 。 
まる で 天井 に 、 ぽ っ か り と 穴 が あい て いる よう に 見 える 。 
「 あれ が ゲー ト 。 あ の ゲー ト は 、 電 波 や イン ター ネッ ト 回 線 と つ な 
が っ て いる 。 電磁 波 の 波 に 乗っ て 移動 する の 。 ジ ェ ッ トコ ー ス ター 
に 乗っ て いる よう な 感じ で 、 楽 し いよ ! 」 
「 そ 、 そ れ は 楽し そう だ ね .」 


ジェ ッ ト コ ー ス ター は 、 実 は 苦手 な ん だ けど な 。 

で も 、 ど うし て カナ ミ は 、 こ の 世界 に つい て 詳し い の か な ? 
ウェ ブ 体 に され て 、 ま だ そん な に 時 間 が 経っ て いな い は ず 。 そ れ な 
の に 、 こ の 世界 の 仕組 み を どう や っ て 知っ た の だ ろう か ? 

その 疑問 に つい て 記 こ うと し た と き 、 カ ナミ が ゲー ト の 前 で 止 
まっ た 。 

ゲー ト の 直径 は ニニ メー トル ほ ど 。 輸 は 歯車 の よう な 形 を し て い 
て 、 青 曰く 輝い て いる 。 

ゲー ト の な か は 暗黒 が 広がっ て いる 。 先 が 全 く 見 えな い 。 

吸い 込ま れ そ うだ 。 

「 ハ ルト 、 し っ か り と あたし の 手 を 掴ん で いて ね 。 放 す と お 互い 、 
バラ バラ に な る わ よ 「! 」 

生 嘩 を 飲み 込む 。 

僕 は ゲー ト に 圧倒 され て 、 カ ナミ へ 質問 する こと を 忘れ て し まっ 
だ 。 

次 の 瞬間 、 僕 と カナ ミ は 、 頭 か ら ゲ ー ト に 飛び 込ん だ 。 


07 心 を 奪わ れ た 


ジェ ッ ト コ ー ス ター に 乗っ て いる と いう より 、 落 ち て いく 感覚 に 


近 か い 。 
頭 の 先 か ら 、 真 っ 逆さ ま に 、 黒 い の 中 へ と 、 沙 ち て いく 。 
「 つ あぁ あぁ あぁ ー 一 - ! 」 


思わ ず 目 を 閉じ て 、 カ ナミ の 手 を ギュ ッ と 握り し め る 。 

「 大 丈夫 。 ハ ルト 、 目 を 開け て 」 

カナ ミ が 僕 の 手 を 握り 返し て きた 。 

目 を 開け る と 、 全 天 が 、 お び た だ し い 数 の 星 の よ うな 点 の 光 で 、 


溢れ て いた 。 
半分 ほど の 点 は 、 白 く 交 いて いる けれ ど 、 残 り の 半分 は 、 赤 や 
椿 、 黄 、 緑 、 青 、 紫色 に 煙 いて いる 。 そ の バラ ンス が 絶妙 で 、 美 し 


い ハ 一 モニ ー を 奏で て いる 。 
光輝 く 点 と 点 は 、 細 い 線 で 結ば れ て いる 。 
「 す ご いね ! まる で 、 宇 宙 か ら 見 た 地球 の 夜景 の よう だ ね ! 』 
そう 吉 っ て 横 に 顔 を 向け る と 、 館 色 の 長髪 を な び か せ て 、 真 っ 
白 な ネグリ ジェ 姿 の カナ ミ に 、 僕 は 釘付け に な っ た 。 
カナ ミ の 全身 が 淡く 白い 光 に 包ま れ て 、 優雅 に 飛行 する その 姿 
は 、 ま る で 、 シ ラサ ギ か 白鳥 の よう だ 。 
こん な に も 美 じ か っ た の が 、 カ ナミ っ て ..,。。 
「 そうね 。 あ の 点 ひ と つ ひ と つが 、 電 子 機器 な の 」 


「 どう し た の ? 」 
きょとん と し た 、 あ どけ な い 顔 を 僕 に 向け る 。 
「 し 1、 いや 、 きれ い だ 、 思っ て 」 


「 確 か に きれ いね 。 あ た し も 初め て 見 た と き 、 心 を 奪わ れ た 」 
「 僕 も .………、、 奪 われ まし た 」 

力 お に 
「 え っ 、 何 の こと ? 」 

まず い 、 カ ナミ に 聞か れ た か な ? 

話 を ご ま か さ な く て は 。 

そう だ 、 ち ょ っ と 疑問 に 思っ て いた こと を い て みよ う 。 
「 力 、 カ ナミ さん 。 し 、 質 問 し て も 、 い いで せつ う か? 」 
ドキ ドキ が 止ま ら な い ! 

お そら く 、 ア ホ な 仕草 だ っ た の だ ろう っ つ 。 

僕 を 見 て カナ ミ は クス ッ と 笑う 。 

「 ヘン な ハル ト 。 い いわ 。 で 、 何 を 記 き た い の ?」 


「 カ ナミ さん は 、 こ の 世界 に つい て 、 ど 、 ど うし て 、 詳 し い の 、 で 


せつ か ? 」 
「 な ー ん だ 。 そ ん な の 簡単 、 簡 単 


と 吉 っ て 頭 を 傾げ る と 、 耳 の 上 を 人 差し 指 で 押さ える 。 す る と 、 
カナ ミ の 頭 の 横 に ハー ドカ バー の 分 厚い 本 が 現れ た 。 ゆ っ くり と 回 


転 し て いる 。 
「 本 が 出 て きた ! カナ ミ の 頭 か ら ! 」 


「 これ は この 世界 の マニ ュ ア ル 。 必 要 な こと は 全部 この マニ ュ ア ル 
に 書か れ て ある 。 お 父さん が あたし を 波動 分 解 し た 時 に 、 一緒 に マ 
ニュ アル を 転送 し て くれ た の 。 た ぶん 、 不 自由 な く こ の 世界 で 暮 ら 
す た め の 配慮 だ と 思う 。 で ね 、 同 時 に 波動 分 解 さ れ た モノ は 、 お 互 


い に 融 合 し ちゃ うみ た いな の 。 こ ん な ふつ うに ね .」 


指 を 頭 か ら 離 す と 、 ス ッ と マニ ュ ア ル が カナ ミ の 頭 の 中 に 消え 


た 。 
「 す 、 す ご いね 」 


「 す ご く な い 。 そ ん な こと より .…… 四 

カナ ミ の 顔 が 、 前 方 に 向け られ た 。 
「 そろ そろ 着く 」 

前 を 見 る と 、 ひ と つの 赤く 輝く 点 へ と 僕 と カナ ミ は 向かっ て い 
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赤い 点 か ら 、 一 本 の 青い 光 の 線 が 発射 され た 。 

その 光 の 線 が カナ ミ の 身体 の 真下 を 通過 する 。 

「 こ の 光 は 誘導 ビー コン 。 設 定 し た 場所 の 電子 機器 の ゲー ト へ と 誘 
導 し て くれ る の 」 

「 ヘー、 そ うな ん だ 。 で 、 僕 た ち 、 ど こ に 向かっ て いる の か な ?」 
赤く 煙 く 点 が どん どん 大 きく な っ て 、 迫 っ て くる 。 

小さ く 見 えて いた 赤い 点 は 、 実 は 円 の 淵 が 見 えな く な る ほど も 、 
巨大 な 球体 だ っ た 。 

その 中 心 に 、 青 白く 輝く 歯車 が め っ く り と 回 転 し て いる 。 

歯車 の 直径 は 僕 の 身長 の 倍 ほ ど 。 そ の 内 側 は 真っ 黒 。 

人 2 

誘導 ビー コン は 、 そ の ゲー ト へ と 導い て いた 。 

「 日 本 で 最 先端 の 研究 機関 の ひと つ 、 理 化学 研究 所 

「 どう し て 、 理 化学 研究 所 な ん だ ? 」 

「 お 父さん が 独立 する 前 まで 、 理 化学 研究 所 で 仕事 を し て いた の 。 
この 研究 所 な ら 必 ず 、 元 の 身体 に 戻る 研究 論文 が 、 あ る ハズ だ か 


! 」 


そう 吉 っ て 、 カ ナミ は 掴ん で いた 僕 の 手 を グ ィ ッ と 引っ 張り 、 僕 


を 引き 寄せ る 。 
露出 し た カナ ミ の 診 と 、 僕 の 診 が ピッ タリ と 密着 。 
次 の 瞬間 、 真 っ 黒 の ゲー ト の 中 へ と 吸い 込ま れ た 。 
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08 怖い 顔 し て どう し た ん だ 


Ne Darayf と Ph 
頭 を 押さ えて 起き 上 が る 。 
周り を 確認 する 。 
オレ ンジ 色 に 焼け た 空 に 、 茜 褐色 の 地面 。 ま る で 、 日 の 沈ん だ サ 
八 ラ 砂漠 に で も いる よう な 、 感 じ の 場所 だ 。 
機能 を 操作 する パネ ル の よう な も の も 、 見 当たら な い 。 
た 表 ま 寺 。 2 大 蘭 天 全 』 
返事 が な い 。 
不安 に な っ て 、 き ょ ろ き ょ ろ と 辺り を 見 まわ す 。 
じっと 真 上 を 上 明 ん で 、 仔 ん で いる ネグリ ジェ 姿 の カナ ミ を 見 つけ 
誠 
「 カ ナミ 、 居 い 顔 し て 、 ど うし た ん だ ? 」 
「 く る 『!」 
「 何 が ?」 
「 ア ンチ ウィ ルス に 、 決 まっ て いる で し ょ ! 」 
カナ ミ の 片手 に 、 腕 の 長 さ の 倍 ほ ども あろ う 長 剣 が 握ら れ て い 
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その 合 、 辺 先 が 不 気味 に 薄い 紫色 に 光っ て いた 。 
切れ 味 抜群 だ ぜ 、 と 剣 が 吉 っ て いる よう だ 。 
突然 、 頭 上 に 、 全 身 が 黄色 で ウニ の よう な 形 を し た 物体 が 二 個 、 
現れ た 。 
長い トゲ トゲ が 、 い そぎ ん ちゃ く の よ うに 、 ウ ニョ ウニ ョ と 奇妙 
な 動き を し な が ら 、 伸 び た り 縮ん だ けり し て いる 。 
「 あ た し ひと り じ ゃ 、 時 間 が か か り そ う ね ,」 


カナ ミ が 大 も も に 、 も う 片 方 の 手 を 滑ら す 。 ネ グリ ジェ の 裾 が ひ 
ら り と めく れる 。 
する と 、 カ ナミ の 手 の な か に 拳銃 が 現れ た 。 
「 ハ ルト 、 こ れ 使 っ て ! 」 
その 銃口 を 持っ て 、 疹 銃 を 僕 の 衣 に 押し つけ る 。 
「 拳銃 じゃ な いか 。 こ ん な も ん 、 ど う や っ て 出し た ん だ ? っ て 。 
どこ に 隠し て いた の ?」 
「 万 が 一 の 時 の た め に 、 お 父さん 、 武 器 も あたし と 一 緒 に 転送 し た 
の 。 さ っ きも 吉 っ た けど 、 同 時 に ウェ ブ 体 に され た モノ は あたし の 
身体 に 溶け 込む 。 そ し て 、 好 き な と き に 出せ る の 」 
ウェ ブ 体 っ て 、 便 利 だ な 。 
「 で も 、 ど うし て こん な 物騒 な も ん が 、 必 要 な ん だ ? 」 
「 セ キュ リティ が 強力 な コン ピュ ー タ ー シ ス テム に 侵入 する と 、 ア 
ンチ ウィ ルス が 襲っ て き て 、 消 そう と する 。 ア ンチ ウィ ルス と 戦う 
た め の 武 器 
「 ア ンチ ウィ ルス と 戦う っ て 、 僕 た ち は ウ ィ ル ス な の ? 」 
な ん か 、 シ ョ ッ ク ! 
「 少 なく て も 、 あ いつ ら は そう 識別 する 。 不 正 に 侵 人 し た モノ は 、 
全て 敵 、 と ね 」 
ウニ の よう な アン チ ウ ィ ル ス の 胴体 か ら 、 数 本 の トゲ トゲ の 触手 
が カナ ミ を 衣 う 。 
拳銃 を 受け 取る と 、 カ ナミ が 大 きく ジャ ンプ し た 。 
触手 が 、 再 を 舞う カナ ミ へ と 方 向 を 変え る 。 
大 きく 剣 を 振り 上 げ る カナ ミ 。 
ー 本 の 触手 が 、 カ ナミ の 胸 を 貫 こ うと し た その 時 、 剣 が 振り 下ろ 


され た 。 
触手 が 、 き れい に 二 つ に 旭 か れ て いく 。 


の 触手 が カナ ミ の 育 中 を 突き 刺す よう に 、 迫 っ て くる 
カナ ミ は 身体 を 半 回 転 さ せる と 、 そ の まま 水平 に 刻 を 振り 回 す 
スパ ッ と 、 和 触手 が 切断 され る 
し か し アン チ ウ ィ ル ス の 攻撃 は 激 し さ を 増す 。 

二 個 の アン チ ウ ィ ル ス か ら 同 時 に 、 十 数 本 も の 触手 が カナ ミ を 紫 

56 
「 作 ルト ! 何 や っ て ん の ! ちょ っ と は 戦い な さい ! 」 
カナ ミ の 枝 が と ぶ 。 


ゲ ム だ 。 ゲー ム だ 。 これ は ゲー ム だ 。 
全う だ 、 これ は ゲー ム だ と 思え ば いい ! 
自分 


) に そう 吉 い 聞か せ て 、 共 銃 を アン チ ウ ィ ル ス の 胴体 に 向け 
て 、 引 き 金 を 引く 。 

ズ キ ューー ン ! 

まっ た 。 


銃声 が 耳 を 突く と 、 ア ンチ ウィ ルス か ら 伸 びる 触手 の 動き が 止 
カナ ミ の 目 の 前 で 触手 の 束 が 


停止 し て いる 。 
ひと つの アン チ ウ ィ ル ス の 胴体 を 、 
「 や る じゃ な い ! 」 


銃弾 が 貫い て いた 。 
宙 を 舞 つ カ ナミ が そつ う 吉 う つと 、 後 ろか ら 襲 いく る 数 本 の 触手 を 
あっ さり と 切り 裂 い た 。 
つけ る 。 


その まま 、 も う ひ と つの アン チ ウ ィ ル ス を 見 上 げ る と 、 剣 を 投げ 
語 は 、 一 瞬 で アン チ ウ ィ ル ス の 丸い 胴体 を 切り 任 い て 、 反 対 側 へ 
と 突き 抜け る 。 


その アン チ ウ ィ ル ス 、 ノ イズ が 混じっ た よう に 形 が バラ バラ と 月 
れる と 、 数 秒 で 消滅 し た 。 
が 


剣 が ブー メラ ン の よう に 大 きく 弧 を 描い て 、 カ ナミ の 手元 へ と 


戻っ て くる 。 
「 サ ン キ ュ ウ ! 八 ル ト !」 
と カナ ミ が 僕 に 親指 を 立て た と きだ っ た 。 
ニッ と 笑 お カナ ミ の 胸 を 、 一 本 の 触手 が 叶 い た 。 
僕 が 撃っ た アン チ ウ ィ ル ス は 、 ま だ 、 生 き て いた 。 
「 カナ ミーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ! 」 


09 痛み は ちゃ ん と ある ん だ か ら ね 


カナ ミ の 頭 が 仰向け に 垂れ て 、 身 体 が ゆめ っ くり と 、 地 上 に 向かっ 
で 、 隆 下 し で くぐる 。 

容赦 な く 、 次 々 と 、 ア ンチ ウィ ルス の 触手 が 、 カ ナミ に 向かっ て 
くる 。 
「& つ ぞ お 
空中 で 、 触 手 を くね ら す アン チ ウ ィ ル ス の 胴体 に 、 僕 は 次 々 と 銃 
弾 を 撃ち 込む 。 

「 く そっ ! くそ っ ! くそ っ ! くそ っ ! くそ ぉ お ぉ お ぉ お ぉ 
お ぉ ーーーーーーーー ! 」 

気がつく と 、 銃弾 が 切れ て いた 。 

カナ ミ を 刺し た アン チ ウ ィ ル ス の 触手 は 、 婚 に 固まっ て いた 。 

数 秒 後 、 ビ シッ 、 ビ シッ 、 と 全身 に ノイ ズ が 走り 、 消 滅する 。 
カナ ミ の 身体 が 、 ゆ っ くり と 、 静 か に 、 僕 に 向かっ て 、 降 り て く 
る 。 

拳銃 を 放り 投げ て 、 両 手 を 差し 出す と 、 カ ナミ の 身体 が お 姫 様 
だ っ こ を され る よう に 、 両 手 に 収まっ た 。 

重 さ は 、 ま っ た く 、 感 じ な い 。 

「 力 ナミ ! 起き て ! カナ ミ ! 死ぬ な !」 

呼べ ど 叫 べ ど 、 カ ナミ は 目 を 開け て くれ な い )。 

カナ ミ を 抱き か か えた まま 、 両 膝 を 地 に つけ た 。 

「 カ ナミ .………、、 起 き て くれ よ .……….、 イ ヤ だ よ .…………、、 こ ん な 所 


! 」 


「 何かしら 、 そ の 話 っ て ? 」 


「 へ つ ?」 

カナ ミ の 顔 を 覗く と 、 小 悪魔 の よう な 笑み を 浮か べ て いた 。 

「 どう し た の ? も し か し て 、 あ た し が アン チ ウ ィ ル ス に や られ 
て 、 死 ん だ と 思っ た ? 」 

介 く 。 

声 が で な い !。 

カナ ミ の 、 発 達し た 胸 を マジ マジ と 見 る 。 

鋭い 触手 に 刺さ れ た 傷跡 が 、 み る みる と 修復 され て いく 。 

「 そ 、 そ ん な に ジロ ジロ 、 見 な いで 。 恥 ず か しい じゃ な い 」 

類 を 赤らめ て 、 両 手 で 胸 を 隠す 。 

「 ご めん 。 そ の 、 刺 され た 傷 を 確か め よ うと 思っ て 。 だ けど 、 治 っ 
た みた い だ ね 。 よ か っ た 」 

「 よく な い 。 ウェ ブ 体 だ か ら 、 身 体 を 引き 肌 か れ て も 、 バ ラバ ラ に 
され て も 、 死 ぬこ と は な い 。 け ど 、 痛 みか はち ゃ ん と ある ん だ か ら 
ね 」 

「 死 な な いけ ど 、 痛 み は あ る ? 」 

「 そう 。 だ か ら 、 今 度 敵 が 襲っ て きた ら 、 ハ ルト も ちゃ ん と 戦っ て 
よね 。 あ た し だ けが 戦っ て 、 痛 い 思 い を する の は 、 イ ヤ だ か ら ね 」 
098 わか っ た 」 

よく 理解 で き な い けれ ど 、 カ ナミ の 父親 が 吉 っ た 通り 、 こ の 世界 
で は 死ぬ こと は な い 。 け れ ど 、 ケ ガ を する と 痛み は ある よう だ 。 

ど だ つこ ご と ば Ja 

「 も し か し て 、 そ れ っ て 、 死 ぬこ と より も 、 辛 いん じゃ な い の か 
な ?」 

「 そう 。 決 し て 死な な い 。 死 ね な い 。 け ど 、 痛 み は 感じ る 。 お 父 さ 
ん が 吉 つ よう な 快適 な 世界 で は な い 。 …… ここ は 、 地 獄 と 同じ 
淡々 と 喜 い な が ら 、 カ ナミ は 僕 の 手 を 振り 払っ て 、 地 に 足 を つけ 


る 。 

地面 に 転がっ て いる 、 疹 銃 と 剣 を 拾い 、 自 分 の 両 の 大 も も に 収め 
る 。 

カナ ミ の 淡い ピン ク 色 の 太もも の な か に 、 疹 銃 と 剣 が スッ と 消え 
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「 カ ナミ は 、 ま る で 魔法 少女 だ ね 」 

その 光景 を 見 て 、 思 わ ず 口 に し た 。 

0 うん 、 そ れい いわ ね 。 う つん 、 い いわ 。 魔法 少女 カナ ミ 、 と 
か 。 今度 は 魔法 陣 で も 、 出 し て みよ うか な ,」 

片手 を 口 に あて て 、 つ ん うん と 介 い て いる 。 

も し か し て カナ ミ に は 、 コ スプ レ の 趣味 が ある の か も し れ な い 。 
も し そう な ら 、 見 て みた いな 。 魔法 少女 の コス プレ を し た カナ ミ 
を 。 

「 今 の は 、 員 談 

旭 談 か ! 

「 ル ハルト の 変態 。 キ モイ 目 に 、 な っ て た よ 」 

顔 を し か め て 、 カ ナミ が 僕 の 横 を 通り 過ぎ る 。 

「 ご めん 、 そ ん な つも り じ ゃ な いん だ 」 

また 謝っ て し まっ た 。 

カナ ミ に 怒ら れる と 、 僕 は すぐ に 謝っ て し まう クセ が ある よう 
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10 先 に 行く よ 


進む 先 に 、U 字 型 の 磯 石 を 下向き に し た よう な 、 青 白く 光る 門 が 
あっ た 。 

その U 字 型 の 門 、 高 さ が 三 階 建 て の 住宅 ほど も ある けれ ど 、 庶 は 
な い 。 

その か わり 、 両 端 の 門 の 柱 か ら 、 レ ー ザ ー 光 線 の よう な 強い 光 
が 、 隙 間 な く 照 射 さ れ て いる 。 

見 る か ら に 、 ヤ 人 そう だ 。 

あの 強い 光 に 触れ る と 、 身 体 が 焼 か れ 、 切 断 さ れ て し まい そう 
な 、 感 じ が する 。 

門 の 前 で 、 ピ タリ と カナ ミ の 足 が 止ま る 。 

「 八 ルト 、 な に ぽ ぼーっと 、 突 っ 立っ て いる の 。 行く よ ! 」 

「 行 くっ て .………、 ま さか 、 こ の 門 に 入る つも り けり? 」 

「 そ う 。 こ れ は 、 強 力 な 侵入 防止 シス テム 、 1 P S と 呼ば れ て い 
る 。 か な けり 、 ヤ バイ 」 

「 ヤ バイ っ て 、 痛 いん じゃ な い の か ? 」 

「 き っ と 、 死 ぬ ほ ど 痛 い 。 死 な な いけ ど 」 

吉 い 捨て て 、 門 の 中 へ と 足 を 踏み 入れ よう と する カナ ミ 。 

「 そ こま で し て 、 人 入る 必要 が ある の か ? 」 

片腕 を 掴ん で 引き 留め る と 、 カ ナミ は チラ ッ と 顔 だ け を 僕 に 向け 
て 、 脱 お 。 

「 あ る ! 理化 学研 究 所 の コン ピュ ー タ に 侵入 する 。 …… 必ず 、 波 
動 分 解 の 論文 を 探し 出し て 、 元 の 身体 に 、 戻 る 方 法 を 見 つけ る ! 

カナ ミ の 意志 は 、 強 い 。 


あたし だ けが 戦っ て 、 痛 い 思 い を する の は 、 イ ヤ だ か ら ね 。 


あの 吉 葉 が 、 脳 裏 を よぎる 。 

決め た 。 

ここ まで 来 た ら 、 僕 の 身 が どう な っ て も 、 カ ナミ に は も う 、 痛 い 
思い は させ た く な い ! 

「 僕 が 、 先 に 行く よ 」 

「 どう する 気 ? 」 

返答 せ ず 、 一 気 に 門 の 中 へ と 駆け だ し た 。 

大 量 の レー ザー 光 が 、 頭 を 焼き 、 首 を 焼き 、 両 の 腕 を 焼き 、 腹 を 
焼き 、 両 の 脚 を 焼く 。 

全身 に 、 激 痛 が 走る ! 


「 ぐ わぁ あぁ あぁ あぁ あぁ あぁ あぁ あぁ 


1 」 
それ で も 、 門 の 中 央 で ピタ リ と 止ま っ て 、 大 の 字 の よう に 、 両 
手 、 両 脚 を 、 広 げ る ! 
ここ は 、 絶 対 に 、 耐 えて 、 み せる ! 


KN まき ぎし 』 


も うつ 少し 、 も う 少 し だ け 、 耐 えて くれ 、 僕 の 身体 ! 
そし て 、 残 っ た 全て の 力 を 、 こ の 豆 葉 に 込め る ! 


「 僕 の また を 、 く ぐれ ぇ ええ ええ ええ ええ え ぇ 
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意識 が 遠のく な か 、 薄 く 目 を 開け る と 、 四 つん 直 い の カナ ミ が 、 
僕 の また か ら 出 て くる 姿 が 見 えた 。 

良かっ た 。 無 事 に 門 を 通れ て 。 

その 時 だ っ た 。 

頭上 か ら 、 勿 先 が 鋭 く 失 っ た 檎 が 何 本 も 落ち て きた 。 


11 魔法 みた い 


「 お 帰り な さい 。 ハ ルト 」 
長い 赤 奈 色 の 髪 を 後ろ る で まとめ 、 白 い ネ グリ ジェ の 上 に ピン ク 色 
の エプロ ン を 着 た カナ ミ が 、 ニ ッ コ リ と 微笑 む 
「 今 日 は 疲れ た よ 」 
薄 っ べ ら の 輸 を カナ ミ に 渡し て 、 ネ クタ イ を 緩め る 。 
「 今日 も ご 苦労 様 。 す ぐに 、 ご は ん に する ね 」 
「 い や 、」 
「 じゃ 、 お 風呂 に する ? 」 


カナ ミ の まぶた が 閉じ られ 、 淡 い 居 が ツン と 和 失 る 
に < 放 た 半 『 
僕 も 目 を 閉じ て 大 を .…『… 、 カ ナミ の 大 に 近づけ る .…『… 


大 大 大 


「 バ カバ ハ ルト! な に 、 ヘ ン な 夢 を みて いる の ! 」 

雷鳴 の よう な カナ ミ の バカ で か いしい \ 声 で 、 ハ ッ と 僕 は 目 を 覚まし 
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天井 が 、 白 い 光 で 溢れ て いる 。 

な ぜ だ ろう .………… 、 頭 が ベ ズ キ ズ キ する .……… は 

顔 を 上 げ る と 、 ネ グリ ジェ を 着 た カナ ミ が 難し い 顔 で 拳 を 握り し 
め て いた 。 

「 カ ナミ 、 無 事 だ っ た ん だ ね 。 良かっ た 」 


「 あたし は 無事 だ けど 、 あ ん た は 無事 じゃ な い 」 

「 へ ?」 

身体 を 起こ そう と し て も 、 起 き 上 が れ な い 。 

「 あれれ? へ ん だ よ 。 起 き 上 が れ な い 。 .…… 僕 は どう し ちゃ っ た 
ん だ ? 」 

右 に 首 を 向け る と 、 衝 撃 が 走っ た 。 

「 う が ぁ ! う 、 腕 が な い ! 

左 を 見 る 。 

「 ど へ っ ! 左 の 腕 も な い ! 」 

首 を 持ち 上 げ 、 下 半身 を 確認 。 

へ その 下 か ら 、 股 と 両脚 が 、 き れい に 、 そ れ は それ は みごと に 、 
消失 し て いた 。 

「 う わぁ あぁ あぁ あぁ あぁ ーー 一 ! ぼぼ ば ぼ 、 僕 の 、 下 半身 が 、 消 え 
た --ーーーーーーー! 」 

「 落ち着け! バカ ハル ト ! 」 

「 イ テッ ! 」 

頭 を 殴ら れ た ! カナ ミ に ! 

「 どう し て 殴っ た ! こん な 無残 な 姿 に な っ た 僕 を ! 」 

「 作 ルト 、 落 ち つ いて 、 あ ん た は ウェ ブ 体 な の 。 身体 を バラ バラ に 
され て も 死な な い の 。 思 い 出 し て 」 

そう だ っ た 。 僕 は 波動 分 解 装置 で ウェ ブ 体 と な っ て 、 電 子 機器 に 
取り 込ま れ た ん だ っ た 。 

「 八 ルト 、 イ メー ジ す る の 、 元 の 身体 を 。 イ メー ジ す れ ば 、 身 体 は 
復元 され る 」 

1 の / 混 の y/ Ko 

目 を 閉じ る 。 

イメ ー ジ し ろ ! 僕 の 健康 な 身体 ! 


消失 し た 、 両 腕 、 股 間 、 両 脚 を 鮮明 に イメ ー ジ する 。 
目 を 開け る と 、 両 の 手のひら が 見 えた 。 

「 す ご い ! 本 当 に 元 通 り に 復元 され た よ ! 僕 の 身体 ! 」 
嬉し く て 立ち 上 が る 。 

両 服 も 問題 な い 。 

「 き や ゃ っ ! 八 ル ト の 姿態 ! 」 

存 鳴 を あげ て 、 カ ナミ が 背 を 向け る 。 

「 どう し た ん だ ? せっ か く 元 の 身体 に 戻っ た の に 」 

「 寄 る な ! 変態 ! 」 

一 方 的 に 変態 呼ば わり され て 、 ム カ つ く 。 

「 変態 っ て な ん だ よ ! 僕 の どこ が 変態 な ん だ よ ! 」 

「 あ 、 あ ん た 、 早 く 自 分 の 服 も 、 復 元 さ せな さい ! 」 

た 2 が 

その 吾 葉 で 、 僕 は 自分 の 全身 を 確認 する 。 

生ま れ た まま の 、 ス ッ ポ ン ポ ボン だ っ た 。 

「 つ ぁ あ ぁ あ ぁ 「! 」 

慌て て 、 両 手 で 股間 を 隠す 。 

「 ど 、 ど 、 ど うし て 僕 は 、 ハダカ な ん だ ? 」 

「 あ 、 あ 、 あ ん た 、 ち ゃ ん と 服 も イメ ー ジ し た の ? 」 
泣き そう な 声 で 、 カ ナミ が 吉 う 。 

「 そ うい えば .……、 消 失 し た 身体 の 部 分 だ け を イメ ー ジ し た 」 
こっ ち も 、 泣 きた く な る 。 

「 そ れ じ ゃ ダメ ! ちゃ ん と 服 も イメ ー ジ し な きゃ や ! 」 

「 わ 、 わ か っ た ! 」 

再び 目 を つぶ る 。 

イメ ー ジ し ろ ! 僕 の 服 ! 

目 を 開け る と 、 僕 が 着 て いた 白い 半袖 シャ ツ 、 黒 の ズボン 、 紺 の 


トラ ンク ス 、 白 いい 靴下 が 空中 に 現れ て 、 僕 の 身体 に 貼り 付い た 。 

「 うわ ー っ 、 魔 法 み た い ! 」 

「 や っ と 元 に 戻っ た みた いね 。 魔法 じゃ な い 。 前 に も 吉 っ た けど 、 
ー 緒 に 波動 分 解 さ れ た モノ は 、 調 合 し て 一 体 化す る か ら 、 い つ で も 
復元 で きる 。 その 方 法 は 、 頭 の 中 で イメ ー ジ すれ ば いい だ け 。 わ 
か っ た ? バカ ハル ト ? 」 

「 い いち いち 修 力 っ て 吉 う な よ 。 で も 、 ど うし て イメ ー ジ する だ け で 
復元 で きる ん だ ? 」 

「 お 父さん 、 イ メー ジ を デジ タル 化す る 研究 も し て いた か ら 、 き っ 
と その 技術 を 使っ て いる と 思う 」 

「 デ ジタル ? 」 

何 そ れ ? っ て 顔 を する と 、 カ ナミ は が っ くり と 首 を 垂らし た 。 
「 あ ん た 、 本 当 に 現代 人 ? デジ タル っ て 、 数 値 化 する こと 。 コ ン 
ピュ ー タ が 処理 で きる よう に 数 値 化す る の 」 

「 そ ん な こと くら い 、 知 っ て ! い る よ ! た だ 、 イ メー ジ を デジ タル 
化す る っ て こと が 、 イ メー ジ で き な い っ て 吉 う か .…………」 

「 まぁ 、 あ ん た が 理解 で きる ほど 、 簡 単 な 技術 じゃ な いこ と は 確か 
ね 」 

何だ よ 、 そ の 上 か ら 目 線 。 カ ナミ は その 技術 、 理 解 し て ん の か 
よ 。 

と 吉 っ て や り た か っ た けど 、 や め た 。 

十 谷 に な っ て 、 返 っ て くる こと が 明白 だ っ た か ら だ 。 

「 で も 、 あ の と き の ハ ルト は .……… 、 必 死に T P S の 盾 に な っ て くれ 
た ハル ト は 、 か っ こよ か っ た 。 あ り が と う 」 

咳 い て 、 カ ナミ は 腰 を 上 げ る 。 

今 、 な ん て 吉 っ た の か 、 聞 き 取れ な か っ た 。 

「 へ ? な に ? な ん か 吉 っ た ?」 


「 な ん で も な い 。 バカ ハル ト 」 
喜 い 捨て る と 、 カ ナミ は 両手 を 後ろ に 組ん で 、 ク ルリ と 身体 を 半 
回 転 さ せる 。 
「 イ ーー ダ ! 」 

と 、 ペ ロリ と 赤い 舌 を 出す 。 
全く .…… 、 機 嫌 が い い の か 、 悪 いん だ か 、 女 の 子 の 心 は 、 よ くわ 
か らん 。 
僕 は 大 きく 溜め 息 を する 。 な ん か 、 ど っ と 疲れ が 出 て きた 。 
そう いえ ば 、 こ こ は ど こ な ん だ ろう ? 
改め て 、 今 いる 場所 を 確認 する 。 
余裕 で サッ カー の 公式 試合 が で きそう な 、 ドーム 型 の 空間 だ っ 
た 。 
そこ に 、 天 に 向かっ て そびえ る よう な 大 き な 木 製 の 本 棚 が 、 ず ら 
り と 、 先 が 見 えな いぼ ほど 延々 と 並ん で いる 。 
床 に は 、 グ リー ン 色 の じゅ うた ん が 隙間 な く 敷 き 詰 め ら れ て い 
る 。 
本 棚 と 本 棚 の 間 に は 、 木 目 調 で 重厚 な 机 が いく つも 買い て ある 。 
人 や 動物 の よう な 形 を し た 物体 が 、 机 の 上 で 分 厚い 本 を 広げ て い 
る 。 
「 カ ナミ 、 こ こ は 、 図 書館 か な ? 」 
「 図 書館 ? そう ね 、 近 いけ ど 、 違 う 。 こ こ は デ ー タ ベー ス 」 

ー タ ベー スズ ス ? な に それ 7? .」 
「 コ ンピュータ 内 に ある 全て の 論文 や 書籍 を 、 検 索 で きる よう に し 
た シス テム の こと 」 
「 じゃ あ 、 本 を 開い て 見 て いる 人 た ち は 、 誰 な ん だ ? 人 間 じ ゃ な 
い の か ? 」 
バカ で か い 丸 い メ ガ ネ を か けた 狐 背 の 人 、 身 体 が 三角 形 の 人 、 髪 


の 毛 が 床 に つく ほど 長い 赤い 服 を 着 た 女性 、 身 体 全体 が 人 ハリネズミ 
の よう な 人 、 顔 だ けが 犬 や 猫 の 形 を し た 人 、 な ど な ど 、 よ く よ く 見 
る と 、 本 を 見 て いる 人 た ち は み な 、 奇 妙 な 顔 か た ち を し て いた 。 

「 あれ は 、 ビュアー と 呼ば れる 文章 を 表示 させ る アプ リ 。 き っ と 、 
理化 学研 究 所 の デー タベース を 使っ て いる ユー ザ だ よ 。 人 や 動物 の 
形 を し て いる の は 、 ユ ー ザ が 設定 し た アバ ター ね 」 


「 ん .…… 」 
ちょ っ と 待て 、 今 カナ ミ は 、 理 化学 研究 所 の デー タベース っ て 、 
吉 っ た よ な 。 


「 と いう こと は 、 僕 た ち 、 理 化学 研究 所 の コン ピュ ー タ に 、 入 けり 込 
め た ん だ ね ! や っ た ね ! 」 

「 そ う ね 。 バ パカ ハル ト の お か げ ね 」 

さら り と 吉 っ て 、 カ ナミ は す た す た と 近く に ある 机 に 向かっ て 歩 
き 出 す 。 

な ん だ よ 、 そ の 嫌み の ある 吉 い 方 .……。 

「 ち ょ っ と 待っ て よ ! カナ ミ !,」 

も や も や と し た 気持 ち を 抽 え て 、 僕 は 後 を 追っ た 。 


12 マン ガ も ある じゃ な いか 


カナ ミ が 、 あ いて いる 机 の 椅子 に 座っ た 。 
僕 も 隣 の 机 の 椅子 を 拝 信 し て 、 カ ナミ の 横 に 座る 。 
机 の 上 に 、 見 開い た 本 の 形 を し た パネ ル が あっ た 。 
「 この パネ ル 、 検 索 機能 か な .… せ …. 四 
カナ ミ は 少し 考え る と 、 そ の パネ ル に 手 を お いた 。 
する と 、 カ ナミ の 目 の 前 に 次 々 と 分 厚い ハー ドカ バー の 本 が 数 冊 
現れ た 。 
パカ ッ と 本 の ペー ジ が 開か れる と 、 机 の 上 に 積み 重なる 。 
開か れ た 本 の ペー ジ は 、 英 文 。 
読め な い 。 
し か し カナ ミ は 、 へ っ ちゃ ら の 顔 で 本 を 読み 始め た 。 
「 カ ナミ 、 英 語 、 読 め る の か ? 」 
カナ ミ は 読書 に 夢中 。 
こう な っ て し まっ て は 、 カ ナミ に 何 を 吉 っ て も 無駄 だ 。 
昔 か ら 読 書 を 始め る と 、 飯 きる か 、 お 腹 が すく まで 、 上 止め な い 。 


小学 五 年 生 の 頃 の カナ ミ を 思い 出す 。 
「 カナ ミ 、 勉 強 教え て よ 」 
放課後 、 僕 は 友だち と 一 緒 に カナ ミ の 自宅 に 遊び に 行っ た 。 
カナ ミ は 女子 と 遊ぶ より 、 男 子 と 遊ぶ 方 が 好き みた い だ 。 
「 あ ん た た ち が 勉 強 ? 本 当 は あたし の ゲー ム が し た い だ け な ん で 
し ょ ?」 


いつ も の よう に 上 か ら 目 線 の 吉 葉 で 、 ド ア を 開け る カナ ミ 。 
女子 に は 優し ! の に 、 男 子 に 対し て は いつ も こん な 感じ 。 

「 ま ぁ 、 い いや 。 あ た し も ヒマ し て いた し 。 入っ て いい よ 」 

この や り 取 り は 、 カ ナミ の 家 で 遊ぶ 時 の 呪文 の よう な も の だ 。 
カナ ミ の 父親 は 仕事 で 毎日 帰り が 遅い 。 

母親 の いな い カ ナミ は 、 僕たち が 遊 びに 来 て くれ て 、 本 当 は 嬉し 
い の だ 。 

「 や っ た ! 勝っ た 一 一 ! 」 

9& まま 想 力 ナ 呈 避 仙 けた だ コ 

カナ ミ は ゲー ム も 強かっ た 。 

勉強 も で き て 、 ゲ ー ム も 最強 。 こ ん な カナ ミ は クラ ス じ ゅ うか ら 
注目 され て いた 。 

「 じゃ あ 、 そ ろ そ ろ 、 勉 強 に し よう 」 

突然 、 カ ナミ が テレ ビ を 切っ た 。 

ゲー ム に 飽き た の だ 。 

これ も いつ も の こと 。 

「 じゃあ 、 僕 、 そ ろ そ ろ 帰 ろう か な .…『…」 

「 あ 、 オ レ も 帰ら な きゃ ! 」 

一 斉 に 帰ろ うと する と 、 決 まっ て カナ ミ は 、 研 圧 的 に 僕たち を 引 
き 留 め る 。 

「 あ ん た た ち 、 タ ダ で ゲー ム を し て 、 タ ダ で 帰れ る と で も 思っ た 
の ?」 

「 ま た ぁ ? 」 

「 ま た ぁ 、 と は な に よ 」 

「 だ っ て 、 勉 強 、 つ まん な いじ ゃ ん 」 

「 仕方 が な いな ぁ 。 あ た し の 勉強 終わ る まで 、 あ ん た た ち は マ ン ガ 
で も 読ん で いな さい 」 


「 や っ た 一 一 ! 」 

こん な 具合 に 、 カ ナミ が 勉強 し て いる さなか 、 僕 た ち は マ ン ガ を 
読ん だ り 、 こ っ そり と テレ ビ を つけ て ゲー ム の 続き を し た り し た 。 

し か し カナ ミ は 、 一 度 勉強 を 始め る と 、 僕 た ち が ど ん な に さわ い 
で も 、 怒 る こと な く 、 黙 々 と 勉強 に 集中 し て いた 。 

お 腹 が 空く か 、 飯 き る まで は 。 


大 大 大 


僕 も 何 か 本 を 読む か 。 


机 の 上 の パネ ル に 手 を 買 く 。 
どん な 本 に し よう か な .………、、 マ ン ガ は ある か な ? …… ある わけ 
な いか が 。 


思い つつ イメ ー ジ し た 瞬間 、 目 の 前 に 、 読 みた か っ た マン ガ の 
単行 本 が 数 冊 、 現れ た 。 
「 お っ 、 さ す が は 理化 学研 究 所 の デー タベース 。 マ ン ガ も ある じゃ 
な いか ! 」 
僕 は 、 少 年 が パイ レー ツキ ング を 目指 し て 大 海原 を 旅 す る 話 の マ 
ン ガ を 手 に 取っ た 。 
や っ ぱり 、 カ ナミ が 勉強 し て いる と つい つい 僕 は マン ガ を 読ん で 
し まう 。 こ の 状況 、 小 学生 の 頃 と 変わ ら な いな 。 


ちょ うど 、 マ ン ガ ー 冊 を 読み 終え た ころ だ っ た 。 
「 あっ た .………、 波 動 分 解 の 論文 が 、 あ っ た ! 」 
カナ ミ の 声 が 、 震 えて いた 。 

「 え っ ?2 見 つか っ た の ? 」 


「 波動 分 解 の 実験 の 論文 、 見 つけ た 。 お 父さん の 論文 だ 」 
「 ヘ ー っ 、 す ご いじ ゃ ん 。 カ ナミ の お 父さん 、 変 態 だ けど 、 本 当 は 
すご い 人 な ん だ ね 」 
素直 に 感心 し た 。 
「 あ た し の お 父さん 、 あ ん た に 変態 呼ば わり され る と 、 ム カ つ く 」 
「 ご 、 ご めん 」 
「 ま ぁ い いわ 。 変態 は 事実 だ か ら 。.…… あん た 、 何 、 読 ん で いる 
の ?」 
僕 が 読ん で いる 本 に 、 カ ナミ が 気がつく 。 
「 ツ ー ビ ー ス だ けど 」 
「 あ っ きれ た ! あん た 、 マ ン ガ を 読ん で いた の ? 」 
片手 を お で こ に あて て 、 肩 を 落と す カ ナミ 。 
「 で も 、 お も し ろ い よ 。 カ ナミ も 読む ? 」 
マン ガ 本 を 渡 そ うと する と 、 カ ナミ は 残念 そう な 顔 で 僕 を 見 つめ 
だ 。 
「 修 カ ハル ト 。 そ ろ そ ろ マ ン ガ は 卒業 し な いと 、 本 当 に バカ に な る 
よ 」 
「 な ら な いよ 。 だ っ て 、 コ ン ビ ニ や ブッ クオ ン で マン ガ を 立ち 読 
し て いる 大 人 の 人 、 結 構い る か ら 」 
「 そ いつ ら は 、 み ん な 人 バカ な の ! 」 
カナ ミ 、 マ ン ガ ファ ン を 敵 に 回 す よ うな 発 豆 は 、 や め よ う よ 。 
「 ま ぁ し いい ! わ 」 
「 カ ナミ 、 ま ぁ い いわ 、 が 口癖 に な っ て きた ね 」 
「 誰 の せい よ ! 誰 の ! …… まぁ いい わ 」 
ほら 、 ま た 吉 っ た 。 
「 ここ で 見 つけ た の は 、 お 父さん の 波動 分 解 の 実験 論文 。 波動 分 解 
の 基本 原理 は 、 マ サチ ュー セッ ツ 工 科大 学 、MTT に ある と 書か れ 


て いる 。 元 に 戻る 方 法 を 見 つけ る に は 、 基 本 原理 が 書か れ た 論文 が 
必要 の よう ね .……. MM 測 上 の 6206 、 ア メリ カ に 行く し か な い 」 

「 ア メリ カ だ っ て ? めっちゃ くち ゃ 遠い じゃ な いか ! 」 

「 あ た し た ち が ウ ェ ブ 体 だ っ て こと 、 忘 れ た の ? 電波 や イン ター 
ネッ ト 回 線 が つなが っ て いれ ば 、 ど こ に で も すぐ に 行け る の 。 物 理 
的 な 距離 な ん か 、 関 係 な いで し ょ ?」 

「 確 か に 、 そ うだ ね ,」 

つい つい 、 自 分 が ウェ ブ 体 だ っ て こと 、 忘 れ て し まう よ 。 


13 みな い 顔 で すね 


「 君 、 み な い 顔 で すね 」 
トー ン の 高い 若い 男性 の 声 が し た 。 
顔 を 上 げ る と 目 の 前 に 、 七 色 に 染め た マッ シュ ボブ の 髪 を 、 カ ツ 
ラ の よう に か ぶっ た ペン ギン が 、 再 に 浮か ん で 僕 を 見 て いた 。 
全長 は 三 士 セン チ く らい 。 
長い くち ば し に 、 小 さ な 丸 い 瞳 。 そ し て 、 ず ん どう な 体型 。 
七色 の マッ シュ ボム の 髪 以外 は 、 と て も 愛くるしい い 。 
「 先 つ マ ? 誰 ュ 
「 僕 は に この デー タベース の 管理 プロ グラ ム な の で す 。 ベッキー と 
呼ば れ て いる の で す ,」 
「 ベ ッ キ ー? 女の子 みた いな 名 前 で すね 」 
「 僕 は 男 で も 女 で も な い の で す 。 プロ グラ ム で すか ら ね 」 
「 そ 、 そ う で すか 。 あ は は は は 
な 、 な ん だ コイ ツ は ? プロ グラ ム だ っ て ? 
そもそも 、 プ ログ ラム っ て 会 話 で きる の か ? 
「 今 、 ど うし て 僕 が ユー ザ と 会 話 で きる の か 、 疑 問 に 思っ た で す 
ね ? 課 魔 化し て も ダメ な の で す 。 そ ん な 顔 、 し て た の で す 。 僕 は 
AT、 人 工 知能 プロ グラ ム が 組み 込ま れ て いる の で す 。 そ こい ら の 
アプ リ と 一 緒 に し て も ら っ て は 、 困 る の で す ,」 
細 の よう な 両手 を 腰 に あて て 、 ふ ん ぞ り 返る 。 
「 は 、 は い 。 わ か り ま し た 」 
や っ ぱり 、 わ けが わか らん 。 
「 わ か れ ば よろ し い の で す 。 で 、 君 の 名 前 は ? 」 
名 前 を 聞か れ た ! 


わけ が わか らん 。 


正 走 に 答え て 、 い い の か な ? と 思い つつ 、 

「 友 原 .……. 、 八 ルト と いい ます 」 

反射 的 に 、 答 えて し まっ た ! 

「 ふ ん 、 友 原 ハ ルト ね ーー。 ユー ザ リ ス ト に そん な 名 前 は 登録 
され て いな いで すね .…『………」 

頭 を 横 に 傾げ る ベッ キー。 

や ば い ! 4 し れ な い ! 

「 カ ナミ 、 や ば いよ 、 デ ー タ ベー ス の 管理 ブロ グラ ム が 、 僕 た ちの 
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カナ ミ の 耳元 で ささ や く 。 

し か し カナ ミ は 、 沈 黙 を 保っ た まま 、 ベ ッ キ ー を 見 つめ て いた 。 
警戒 し て いる よう だ 。 

次 に ベッ キー は 、 カ ナミ が 読ん で いた 本 の 上 に 一 瞬 で 移動 し た 。 
鋭い くち ば し を 上 に 向け る 。 

「 君 、 名 前 は ? 」 

「 読書 の 邪魔 で す 。 どい て くだ さい 」 

「 どか な い の で す 。 こ の デー タベース は ユー ザ リ ス ト に 登録 され て 
いる ユー ザ 以 外 は 、 閲 覧 禁止 に お な っ て いる の で す 」 

ベッ キー が 吉 い 終え る と 、 机 の 上 か ら 、 全 て の 本 が 消え た 。 
「 な 、 何 する の ! 」 
ミ は 大 声 を あげ て ドン と 机 を 叩く と 、 立 ち 上 が っ た 。 

動じ ず 、 ベ ッ キ ー は 細 の よう な 両手 を 後ろ に まわ す 。 

「 もう一度 だ け 、 導 くく の で す 。 君 の 名 前 は ? 」 

数 秒 、 カ ナミ は ベッ キー を 疑 視 す る と 、 ゆ っ くり と 答え る 。 

「 神崎 カナ ミ 」 

「 神 崎 カ ナミ 、 や っ ぱり 君 も ユー ザ リ ス ト に な い の で す 」 

「 だ っ た ら 、 ど うす る の ? 」 


ベッ キー に 気づか れ な いよ うに 、 両 手 を 太もも に 滑ら せる 。 
ベッ キー が 、 再 び ふ わり と 笛 に 浮か ん だ 。 

挑発 する よう に 、 ゆ っ くり と カナ ミ の 顔 の 位置 まで 上 昇 する 。 

「 不正 に 侵入 し た ユー ザ は 、 即 、 退 去 し て 頂く の で す 。 使用 し た ア 
プリ は 削除 する の で す 」 

そう 宣 吉 する と 、 ベ ッ キ ー の ちっ ちゃ し (両目 が 光り 出し た 。 
カナ ミ は 大 も も か ら 語 と 拳銃 を 取り 出す と 、 素 早く 机 の 影 に 身 を 
隠し た 。 

「 八 ルト 、 受 け 取 っ て ! 弾 は 復元 し て ある ! 」 

僕 に 拳銃 を 投げ つけ た 。 右手 で 拳銃 を 受け 止め る 。 

「 こ ん な の 、 ど うす る の ? 

「 決ま っ て いる で し ょ ! あの ペン ギン を 撃つ の ! 」 

「 げ っ ! ベッ キー と 戦う の ? 」 

「 あ っ た り ま え で し ょ ! あい つ 、 あ た し た ち を アプ リ と 思っ て い 
る ! 消 そ うと し て いる ! 戦う し か な いで し ょ ! 」 

も し 管理 プロ グラ ム を 倒す と 、 こ の デー タベース が どう な っ て し 
まう の か 、 正 走 わ か ら な いけ れ ど 、 こ こ は 戦 うし か な さそ うだ 。 
立ち 上 が っ て 、 拳 銃 を 構え て ベッ キー を 狙う 。 

宙 に 浮か ぶ ベ ッ キ ー が 、 僕 に 身体 を 向け る 。 

次 の 瞬間 、 ち っ ちゃ いい 両目 か ら レ ー ザ ー 光 の よう お な 青白 い 光 線 が 
発射 され た 。 

「 人 ルト! よ け て 『!」 

カナ ミ が 叫ぶ 。 し か し 、 レ ー ザ ー 光 が 僕 の 右 胸 を 貫い た 。 

右 胸 が 、 焼 ける よう に 熱い 。 

息 が で き な い 。 

視点 も 合わ な い 。 

ぼや けた ベッ キー を 見 る と 、 再 び 両 目 が 光り 輝い て いた 。 


スパ ッ ! 

突然 、 ベ ッ キ ー の 脳天 か ら 縦 一 直線 に 鋭い 光 の スジ が 走っ た 。 
寸胴 な 身体 が 真っ 二 つ に 分 離し て いく 。 

左 と 右 に 分 か れ た ベッ キー の 身体 に に ビシ ッ 、 ビ シッ 、 と ノイ ズ 
が 走る と 、 バ ラバ ラ と ブロ ッ ク 堀 が 崩れ る よう に 消失 し た 。 

鋭い 眼光 で 、 剣 を 握り し め て いる カナ ミ の 姿 が 現れ る 。 

長い 赤 奈 色 の 髪 を 大 きく 揺らし て 、 澄 まし た 顔 で 剣 を 大 も も に 収 
め る 。 

そっ か 、 僕 に 気 を 取ら れ て いる 隙 を 突い て 、 倒 し て くれ た ん だ 。 
また だ 、 カナ ミ に 助 び て も も ら つ だ 

「 作 ルト 、 大 丈夫 ? 」 

激痛 で 今にも 倒れ そう な 僕 を 、 左 腕 を 掴ん で 支え て くれ た 。 
心配 そう つ に 、 僕 の 顔 を 覗く 。 

あり が と う 。 

と 感謝 を 伝え よう と し て も 、 声 が 出 な い 。 

拳銃 を 握っ て いる 右腕 を 少し だ け あ げ て 、 大 丈夫 、 と 合図 する 
ど 、 

「 そ れ に し て も .………… ノ 、 あ ん た 、 弱 すぎ 」 

カナ ミ は 軽 蔵 の 眼差し で 、 無 情 で 、 無 慈 半 で 、 お ご い 詩 葉 を 放っ 
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ひど い ! 幼なじみ で 気 が 知れ て いる か ら と いっ て も 、 今 の 詩 葉 
は ひど すぎ る ! 

確か に 、 カ ナミ に 助け て も ら っ て ば か り だ けど ..…。 

で も 、 レ ー ザ ー 光 線 な ん て 簡単 に に けら れ な いよ ! と 声 を 大 に 
し て 吉 い た いけ れ ど 、 や っ ぱり 声 が で な い 。 

「 拳銃 、 返 し て も ら つ ね 」 

カナ ミ は 、 僕 の 右手 か ら 疹 銃 を 奪い 取る と 、 


「 な ん か 吉 い た げ ね 。 ま ぁ 、 後 か ら 聞 く か ら 、 早 く 身 体 を な お し 
て 」 

と 吉 い な が ら 大 も も に 拳銃 を 収め た 。 

そう だ っ た 。 イ メー ジ す れ ば 、 一 瞬 で 元 の 身体 に 復元 で きる ん 
だ っ た 。 

つい つい 、 忘 れ て し まう よ 。 

右 胸 に 視線 を 向け る 。 

直径 十 セ ンチ ほど の 准 が 、 ぼ っ か り と あい て いた 。 

生々 し い 肺 の 臓器 が 見 えて いる 。 

うわ っ ! これ で よく 生き て いら れる な 。 全く 、 ウ ェ ブ 体 っ て の 
は 、 不 思 議 だ 。 

思い つつ 、 元 の きれ いな 右 胸 と シャ ツ を イメ ー ジ する 。 
今度 は ちゃ ん と 服 も イメ ー ジ し た ぞ 。 

右 胸 に で きた 穴 の 淵 か ら 、 肉 や 血管 や 骨 が みる みる と 増殖 を 始め 
る 。 す る と 、 三 秒 ほ ど で 胸 の 穴 が 寒 が っ た 。 と 同時 に レー ザー 光線 
で 焼 か れ た シャ ツ も 元 通 り に 復元 され る 。 

「 ぷ ぶ は っ! や っ と 息 が で きる よう に な っ た ! 」 


恥ず か し そう に 、 視 線 を そら す カ ナミ 。 

「 わ っ ! ご めん ! わざ と じゃ な いん だ 」 

右 胸 が 復元 され た 時 、 激 痛 か ら 解放 され て 元 の 機能 を 回 復 し た 僕 
の 両手 は 、 何 か に 掴ま うう と し て 、 一 番 近 くに あっ た カナ ミ の 身体 
に し が みつ いた らし い |。 

これ は 僕 の 両手 が 勝手 に し た こと で 、 決 し て 、 僕 の 意志 で は 、 な 
し 1。 

慌て て 、 カ ナミ の 身体 か ら 両 手 を 離す 。 


「 怒 っ て る ? 」 


「 如 っ て な い 」 

「 ホ ント に ? 」 

[ホン トー 

で も 、 僕 に 顔 を 向け て くれ な い 。 

「 や っ ぱり 、 怒 っ て いる じゃ な いか ! 」 

「 も っ ! し つこ い ! 怒っ て な いっ た ら 怒 っ て な い ! 」 

カナ ミ が 声 を 張り 上 げた 時 だ っ た 。 

図書 館 の よう な デー タベース の 空間 全体 に 、 透 き 通 る よう な 女性 
の 声 で アナ ウン ス が 流れ た 。 

『 警 告 ! 警告 !| デー タベース の 管理 機能 に 異常 が 発生 し まし 
た 。 原因 を 調査 する た め 、 デ ー タ ベー ス の シス テム を 緊急 シャ ッ ト 
ダウ ン し ます 。 利用 中 の ユー ザ は 直ちに ログ アウ ト し て くだ さい 。 
繰り 返し ます .………』 


14 シス テム 管理 者 に バレ た 


「 ま ずい 、 管 理 プ ログ ラム を や っ つけ ちゃ っ た こと 、 シ ステ ム 管 理 
者 に バレ た 」 

冷静 さ を 取 り 戻 し た カナ ミ が 、 辺 けり を 見 まわ す 。 

机 で 本 を 読ん で いた 奇妙 な 形 を し た ユー ザ た ち が 、 次 々 と 消え て 
いく 。 

「 な ぁ カ ナミ 、 ベ ッ キ ー を 倒し た の が 僕たち だ っ て こと は 、 わ か ら 
な い ハ ルズ だ ろう ? だ っ た ら 問 題 な いん じゃ な い の か ? 」 

「 そ うだ けど 、 問 題 は 別に ある 」 

や っ と 、 僕 に 顔 を 向け て くれ た 。 

「 よかっ た 。 機嫌 、 衣 っ た みた い だ ね .」 

ゴン 、 と 膝 を 蹴 ら れ た 。 カ ナミ に ! 

「 イ タッ ! な に する ん だ よ ! 」 

「 そ ん な こと より 、 シ ステ ム が シャ ッ ト ダ ウン 、 つ まり 電源 を 落と 
され た ら 、 ま ずい 気 が す る 」 

さら り と 、 話 題 を 変え まし た ね 。 

「 ま ずい っ て 、 な に が ? 」 

「 最初 に この 世界 の マニ ュ ア ル を 読ん だ と き 、『 電 気 の な い 場 所 に 
は 行く こと が で き な い 』 っ て 書い て あっ た の 。 そ の と き は 理由 まで 
調べ な か っ た けど ..………。 ちょ っ と 待っ て 、 シ ャ ッ ト ダ ウン に つい て 
調べ て みる 」 

吉 う と カナ ミ は 、 左 耳 の 上 に 人 差し 指 を あて た 。 

ポン ! と 和 宙 に 分 厚い ハー ドカ バー の マニ ュ ア ル が 現れ る 。 

ゆっ くり と 回 転 し な が ら 、 カ ナミ の 両手 の 上 に 収まる 。 

マニ ュ ア ル に は この 世界 の 規則 が 書か れ て いる 。 前 に カナ ミ か ら 


そう 聞い た 。 

「 検 索 キ ー ワ ー ド 、 シ ャ ッ ト ダ ウン 、 電 源 オフ 

短い 吉 葉 を 発する と 、 自 動 的 に マニ ュ ア ル が 開き 、 パ ラパラ と 
ページ が めく れ 始 め た 。 

本 当 に 、 魔 法 を 見 て いる よう な 感覚 に 襲わ れる よ 。 

ベ ペー ジ が 止ま っ た 。 

その ペー ジ を 読み 始め る と 、 カ ナミ の 顔 が 青く な る 。 

「 電源 を 落と され た ら 、 あ た し た ち ウ ェ ブ 体 は 、.…… 消え る 、 と 書 
か れ て いる ,」 

1 き 、 消 える っ て どう いう こと ? ウェ ブ 体 は 電子 機器 の 中 で 
は 、 永 遠 に 生き 続け られ る ん じゃ な い の ? 」 

「 それは 、 電 気 、 正 確 に 吉 つ うと 電磁 波 が ある と ころ だ け 。 電磁 波 の 
な いと ころ で は 、 ウ ェ ブ 体 を 保つ こと が で き な い 」 

「 電磁波 っ て 何 ? 電波 の こと ?」 

ー 瞬 、 カ ナミ の 眉 が 歪む 。 

「 もう.…….、 電 波 は ね ー、 電 磯 波 の 一 種 。 電磁 波 は 、 電 気 の 流れ る 
所 に 発生 する 電場 と 磁場 が 交互 に 影響 し て 作り 出さ れる 波 の こと 。 
わか る ? 」 

首 を 横 に 振る 。 

「 は ぁ .……、 電 磯 波 の こと は 後 で 勉強 し て ね 。 今 重要 な こと は 、 入 
り 込 ん だ 電子 機器 の 電源 が オフ に な っ て 電 磯 波 が な く な れ ば 、 ウ ェ 
プ 体 は バラ バラ に な っ て 、.…… 消え る 、 っ て こと 」 

「 え ーー っ 、 そ ん な の 、 聞 いて な いよ ! 」 

「 今 、 喜 つた 。 っ て 喜 う つか 、 あ た し も 今 知っ た 」 

「 念 っ て .………、、 そ ん な 大 事 な こ と 、 も っ と 早く 吉 っ て よ ! 』 

「 も っ 、 無 理 を 吉 わ な いで ! 」 

吉 い 捨て る と 、 カ ナミ は 素早 く マ ニュ アル を 閉じ た 。 と 同時 に マ 


ニュ アル が 消え る 。 

「 ハルト 、 今 すぐ ここ か ら 脱 出す る ! 

カミ が 大 きく シャ シズ し た , 

「 わ っ 、 ち ょ っ と 待っ て よ ! 」 

僕 も ジャ ンプ し て カナ ミ を 追う 。 

宙 を 泳ぐ よう に 、 天 に 向かっ て 突き 進む 。 

『 あ と 三 分 で シャ ッ ト ダ ウン し ます 。 ユ ー ザ は 直ちに ログ アウ ト し 
て くだ さい 。 繰り 返し ます .……… ロ 

必 直 三 よ あ どど 三 分 じ が な いよ 【。 

「 わ か っ て る か ら 、 い ちい ち 報 告 し な いで ! 気 が 散 る ! 」 

僕 と カナ ミ は 天井 付近 まで 上 昇 し た 。 

ドー ム 型 の サッ カー 場 の よう な 巨大 な 天井 全体 か ら 、 白 い 光 が 放 
出さ れ て いる けれ ど 、 そ れ ほ ど 上 攻 し く は な い 。 

「 お っ か し いな ぁ .………。 確 か 、 こ の ヘン か ら 落 っ こち た ん だ けど な 


コ 


ミ は 出口 を 探し て いる よう だ けど 、 そ の よう な も の は 見 当 た 

ら な い 。 

「 そ うい えば 、 カ ナミ は どう や っ て この デー タベース に 入っ た の 
さ ?」 

「 そ うか 、 ハ ルト は 気 を 失っ て いた か ら 知 ら な いん だ 」 

介 く 。 

「 侵入 防止 シス テム 、T P S を 通過 し て 少し 進む と 庶 が 何 個 か 現れ 
た の 。 あ た し は 本 の マー ク の ある 庶 を 見 つけ た 。 本 の マー ク は 論 
を 表し て いる と 思っ た か ら 。 そ の 府 を 開け る と この 空間 、 デ ー タ 
ベー ス に 出 た の 」 

「 も し か し て 、 そ の 尾 、 一 方 通行 と か じゃ な い の か ? デー タ ベ ー 
ス に は 入れ る けど 、 出 られ な いと か ? 」 


ん な ごと ど は な い 、 と 思う けど .,,。, 

『 シ ャ ッ ト ダ ウン まで 、 あ と 一 分 』 

「 わ ー 一 っ 、 あ と 一 分 で 脱出 し な いと 僕たち 消え ちゃ う よ ! 他 の 
ユー ザ み た い に ロ グ ア ウ ト で きれ ば 、 い い の に ! 」 

「 ロ ログアウト? そう か 、 ロ グ ア ウ ト す れ ば いい ん だ ! あん た 、 
た ま に は いい こと 吉 う わ ね ! 」 

カナ ミ は 僕 の 片腕 を わし 掴み に する と 、 今度 は 急降下 を 始め た 。 
『 シ ャ ッ ト ダ ウン まで 、 あ と 三 十 秒 』 

「 カ ナミ 、 急 に どう し た の さ ? 今 か ら ま た あの 場所 に 戻る 気 ? 」 
「 そう! この 世界 の 機能 は 全て パネ ル で 操作 で きる こと を 忘れ て 
いた ! ユー ザ が ログ アウ ト す る っ て こと は 、 ロ グ ア ウ ト 機 能 が あ 
る っ て こと で し ょ う ? だ か ら 、 机 に ログ アウ ト す る パネ ル が きっ 
と ある ハズ ! 」 

広大 な ドー ム の 地面 に 向かっ て 、 真 っ 逆さ ま に 沙 ち 進 む 。 

整然 と 並ぶ 木製 の 本 棚 が 、 近 づい て くる 。 

「 も っ と 、 ス ピー ド を あげ な いと .…… 。 仕 方 が な い ! 」 

いき な り 、 カ ナミ が 僕 を 抱き 寄せ た 。 す る と 、 一 気 に 降下 速 度 が 
増し た 。 

カナ ミ の 胸 が 、 僕 の 後頭 部 に あたる 。 

「 作 ルト ! ヘン な こと 考え た ら 、 死 刑 ! だ か ら ね ! 」 

死刑 は イヤ だ けど 、 そ れ は 保証 で き な い 。 っ て 吉 う か 、 も う 上 既に 


無理 で す 。 
猛 ス ビー ド で 、 二 つの 本 棚 の 隙間 に 飛び 込む 。 
木製 の 机 が 見 えて きた 。 


「 う わっ 、 カ ナミ 、 ス トッ プ 、 ス トッ プ ! 」 
叫ぶ と 、 床 に 激突 する 寸前 で 止ま っ た 。 
目 の 前 、 数 セン チ に 、 グ リー ン 色 の じゅ うた ん の 織 毛 が ハッ キリ 


と みえ る 。 

聞 に 冷た いも の が 流れ る 。 

ふわ り と 、 カ ナミ は 姿勢 を 戻し て 床 に 着地 成功 。 

僕 は うま く 稀 体 を 制御 する こと が で きず 、 床 の 上 に うつ ぶせ に 
な ちら た だ 。 

NE に あぶ な っ か し いな 、 も う 少 し で 床 に 激突 する と こ 
る 太 つ 古び お 。 つて 、 カナ ミ 、 侍 うら で ま ! 。 

身体 を 起こ す と 、 す で に カナ ミ は 近く に ある 机 ま で 移動 し て い 


『/m 失 
「 お っ か し いな 、 絶 対 に 机 に ログ アウ ト の パネ ル が ある ハ ズ な の 
に .……… せ … せ … 」 


『 シ ャ ッ ト ダ ウン まで 、 あ と 二 十 秒 』 

「 つ わっ! も う 時 間 が な いよ 「! 」 

「 う っ さい ! そん な こと を 吉 う 暇 が あっ た ら 、 あ ん た も 探し 
て 1」 

怒鳴 られ た 。 

カナ ミ は 目 を 皿 の よう に し て 、 机 の 上 や 横 を 探し て いる 。 
僕 は 引き 出し を 開け て 、 隅 々 まで 探す 。 

けれ ど 、 や っ ぱり ログ アウ ト ら し き パ ネル は 見 当たら な い 。 
ここ で 、 あ る こと に 気づく 。 

「 カ ナミ 、 ロ グ ア ウ ト の パネ ル っ て 、 ど ん な 形 を し て いる の か 
が が 

「 知 ら な い ! 適当 に それ っ ぽい の 、 探 し て ! 」 

ちょ ー、 適 当 だ ! 

『 シ ャ ッ ト ダ ウン まで 、 あ と 十 秒 、 九 、』 

カウ ント ダウ ン が 始ま っ た 。 

焦る 気持 ち を 抽 え な が ら 、 机 の 下 を 覗く 。 


緑色 の パネ ル が あっ た 。 

非常 口 の マー ク の よう な 、 人 の 形 を し た 絵文字 が 描か れ て いる 。 
『 五 、 四 、』 

「 カ ナミ ! 緑 の パ ネル が あっ た ! 」 


ニー 由 
「 き っ と それ だ ー-- ! 早く 手 を あて て ! 」 
机 の 下 に 潜っ て いる 僕 の 身体 に 、 カ ナミ が 飛び つく 。 


計 表 品 


緑色 の パネ ル に 手 を 置く ! 

そし て 、 叫 ぶ ! 

2 の ド さ 

『 〇 、 シ ャ ッ ト ダ ウン を 開始 し ます 』 

アナ ウン ス が 告げ る と 同時 に 、 僕 と カナ ミ は 理化 学研 究 所 の コン 
ピュ ー タ か ら 脱 出し た 。 


15 どこ に 向かっ て いる の か な 


「 何 度 見 て も 、 こ の 景色 は きれ い だ よ 」 

僕 は カナ ミ の を を 手 を 握り し め な が ら 、 赤 、 青 、 緑 、 黄 色 、 紫 な 
ど 、 色 彩 溢れ る 電子 機器 に 目 を 春 わ れ て いた 。 
再び 見 る その 光景 は 、 人 工 衛星 か ら 送 られ て くる 都市 の 夜景 の よ 
Re 

危機 一 髪 、 僕 た ち は 理 化学 研究 所 の デー タベース か ら の ログ アウ 
0 


「 な ぁ 、 カ ナミ 、 記 くけ ど 、 僕 た ち 、 ど こ に 向かっ て いる の か 
な ? も し か し て 、 波動 な ん ちゃ ら の 論文 が ある と ころ ? 」 
「 波動 分 解 。 そ の 基本 原理 の 論文 は 、M T T に ある の 。 ち ゃ ん と 覚 
えて よね 」 
「 わ か っ て る よ 。 .…… で 、 そ こ に 向かっ て いる ん だ ろ ? 」 
「 わからない.……。 慌 て て いた か ら 、 次 に 行く 場所 を 設定 せ ず に ロ 
グ ア ウ ト し て し まっ た だ 」 
「 え っ ? じゃ あ 、 ど こ に 向かっ て いる か 、 本 当 に わか ら な い 
の ?」 
「 た ぶん 、 あ た し が 一 番 気 に な っ て いる と ころ に 行く と 思う けど 。 
それ が どこ な の か 、 わ か ら な い 。…… で も 、 次 の 行き 先 に 着い た み 
た い 」 
前 を 見 る と 、 黄 色 の 球体 が 近づい て いる こと に 気がつい た 。 
その 中 心 部 分 か ら 、 青 い 色 の 誘導 ビー コン が 発射 され る 。 
あの 球体 は せ 、 いっ た い ど この コン ピュ ー タ な の だ ろう か 。 
T P S の よう な 強力 な 侵入 防止 シス テム が ある と 、 嫌 だ な 。 


ゴク リ 、 と 生 嘩 を 飲み 込む 。 


16 男子 進入 禁止 


「 人 ルル ト 、 見 て 見 て 、 こ れ か わい いと 思わ な い ! ? 」 

ネグリ ジェ の 上 か ら 、 水 色 の パー カー を 着 て クル リ と 一 回 転 する 
PP に 

「 う ん 、 と っ て も 似合っ て いる よ 」 

「 き ゃ ーー っ 、 こ れ も 素 敵 ! 」 

今度 は デニ ム 素 材 の ワン ピー ス を 着 て 、 姿 見 の 前 で ポー ズ を 決め 
る 導 天 。 

どう や ら 僕 た ち は 、 服 を 専門 に 扱っ て いる 通販 サイ ト の コン 
ビュ ョ ー タ に た 込 ち だ ら し しい ! 

カナ ミ が 一 番 気 に な っ て いる こと っ て 、 服 だ っ た の か 。 

当然 か 。 

カナ ミ は ずーっと ネグリ ジェ 姿 だ も ん な 。 


この サイ ト に 侵入 する と 、 ま ず 真 っ 白 な 野球 場 ほ ども ある 空間 に 
出 寺 。 

宙 に 、 木 目 調 の 無数 の ドア が 浮か ん で いた 。 

その ドア に は 、『 レ ディ ー ス ファ ッ シ ョ ン 』『 下 着 』『 靴 』 

『 キ ッ ズ 』『 メ ンズ 』 な ど な ど の ラベ ル が 貼ら れ て お り 、 ド ア を 開 
ける と その 商品 が 置か れ て いる 売り 場 に 行け る の だ 。 

今 、 僕 と カナ ミ は 、『 レ ディ ー ス ファ ッ シ ョ ン 』 の 売り 場 に い 
る 。 

先 が 見 えな い ほ ど 巨 大 な 売り 場 に は 、 商 品 を 着 た マネ キン が 、 上 
下 左 右 に 延々 と 並ん で いる 。 

カナ ミ は 、 次 か ら 次 へ と 、 プ ラウ ス 、 ワ ン ピー ス 、 ス カー ト を 買 


い 物 用 の カー ト に 入れ まく っ て いる 。 

「 カ ナミ 、 も うそ の へ ん に し な い ? いく ら な ん で も 買い すぎ だ 
よ 」 

大 き な カ ー ト が 、 服 で いっ ぱい に な っ て いる 。 

カー ト の 一 番 上 に 積み 上 げ ら れ て いる 赤い スカ ー ト の 値札 を 確 
認 。 

三 万 九 千 円 ! た っ け 一 - ! 

「 買い 物 は スト レス 発散 に は 一 番 い い の ! お 金 は ある ん だ し ! 
も っ と 買っ ちゃ お っ と ! 」 

マネ キン が 着 て いる ブラ ウス を 脱が し て 、 自 分 の 胸 に あて る カナ 


ーー 
ーー 
ここ o 


「 で も 、 こ ん な に 買っ て 、 荷 物 に な ら な い ? これ か ら 、MTT に 
行く ん で し ょ ?」 

「 あ ん た っ て 、 ホ ント に バカ ね 。 こ こ は 通 販 サ イト 。 買 っ た 物 は 全 
て 郵送 する に 決ま っ て いる で し ょ う ? 」 

そう だ っ た 。 あ まり に も リア ル す ぎ て 、 こ こ が 通 販 サ イト の コン 
ピュ ー タ の 中 で 、 自 分 は その 中 に いる こと を 、 つ いつ い 忘 れ て し ま 
9 

レジ で 買い 物 を 済ま せ た カ ナミ は 、 こ の 売り 場 の ドア か ら 一 旦 退 
場 する 。 

「 じゃ あ 、 次 行き まし ょ う ! 」 

「 え っ ?2 まだ 買う の ?」 

ガッ クリ と 唐 を 落と す 。 

「 じ ゃ あ 、 今 度 は 、 こ の 売り 場 に 入 ろ っ か な ! 」 

ラベ ル に 『 レ ディ ー ス ・ 下 着 』 と 書か れ た 木目 調 の ドア を 開け 
る 。 

磯 石 に 引き 寄せ られ る よう に 、 カ ナミ の 後 を 追っ て 、 そ の ドア に 


足 を 踏み 人 れ よ うと し た と きだ っ た 。 

いき な り カ ナミ が クル リ と 半 回 転 。 

僕 を 骨 み 付け る 。 

「 男子 進入 禁止 ! 何 考 えて ん の !」 

と 吉 い 捨て て 、 バ タン と ドア を 閉め られ た 。 
まぁ 、 当 然 か 。 女 性 下着 専用 の 売り 場 だ も ん な 。 


三 十 分 後 。 

カナ ミ は 、 満面 の 笑み で 女性 下着 専用 の 売り 場 か ら 出 て きた 。 
「 嬉し そう だ ね 」 

「 う ん 、 い っ ぱい 買っ ちゃ っ た 」 

「 ちなみに 、 今 まで どの くら いい 買っ た の ? 十 万 円 くら い ?」 
首 を 横 に 振る カナ ミ 。 

「 二 十 万 円 くら い ? 」 

首 を 横 に 振る 。 

「 え っ ? いっ た い 、 い くら 買っ た の ? 」 

「 百 万 円 くら いか な ,」 

え へ っ 、 え へ っ 、 と に や ける カナ ミ 。 

「 百 万 円 ? そん な に お 金 人 使っ て 、 怒 られ な い の ? 」 

「 大 丈夫 、 お 父さん 、 あ た し が 新しい 服 を 着 て 見 せ する と 、 喜 ぶ か 


お じ さ ん が カナ ミ の こと を 湧 愛す る の は 、 カ ナミ に も 原因 が ある 
思う よ 。 
「 じゃあ 、 八 ルト 、 次 、 行 きま し ょ う ! 」 

ぐい っ と 、 腕 を 掴ま れる 。 
「 え えっ ! また ぁ ? も う 嫌 だ よ .……『… 四 
「 今度 は 靴 を 見 まし ょ う 。 こ れ で 最後 に する か ら ! 」 


そう 吉 う と 、 カ ナミ は 『 靴 』 と 書か れ た ラベ ル の ドア を 開け た 。 


僕 の 頭上 に 、 青 白い 光 を 放つ 歯車 の 形 を し た ゲー ト が 見 える 。 

「 も う 気 が 済ん だ ね 」 

ネグリ ジェ 姿 の カナ ミ に 確認 する 。 

カナ ミ は 、 一 着 だ け で も 買っ た 服 を 着 た まま 持ち 帰ろ うと し た け 
れ ど 、 ど う や っ て も 売り 場 か ら 持 ち 出 すこ と が で き な か っ た 。 
理由 は 、 通 販 の コン ピュ ー タ の セキ ュ リ ティ が 持ち 出せ な いよ う 
に し て いる 、 と か カナ ミ は 吉 っ て いた けれ ど 、 僕 に は 良く わか ら な 
し 1。 

「 うん 、 十 分 に 楽し ん じゃ っ た 」 

「 じゃ あ 、 今 度 こ そ 、MTT に 行く よ 」 

「 わ か っ て る っ て ! さっ 、 八 ルト ! 」 

カナ ミ が 僕 の 右手 を 握っ た 。 

そし て 、 強 く 宣 吉 す る 。 

「 ア メリ カ の マサ チュ ー セ ッ ツ 工科 大 学 、M TIT へ 、 い ざ 、 レ ッ ツ 
ゴー ! 」 


17 な に か 近づい て くる 


「 な ぁ 、 カ ナミ 。 こ こ 、 本 当 に MTT な の か な ? 

「 行き 先 を ちゃ ん と 設定 し た か ら 、 間 違い な い 。.……… 思う けど 」 
「 じゃ 、 訪 くけ ど 、 ど うし て 僕たち 、 十 字 架 に 確 に され て いる の か 
な ?」 

「 知 ら な い ! 」 

ミ が プイ ッ と 横 を 向く 。 

僕 と カナ ミ は 、 そ れ ぞ れ 銀 色 の 十字 架 に 、 両 の 手首 と 足首 を 銀 の 
錠 で 固定 され て いた 。 

十字 架 は 、 室 中 に 浮い て いる 。 

数 メー トル 下 に は 、 真 っ 黒 な 地面 。 そ れ と は 対照 的 な 真っ 白 な 


財 


た だ 、 逆さ ま に な っ た 黒い 十字 架 が 、 等 間隔 で 空 を 埋め 尽く し て 
いる 。 

どこ まで も 、 永 遠 に 、 十 字 架 の 黒い 影 だ けが 、 信 か 地平 線 ま で 続 
いて いる 。 

まる で 、 天 空 に 作ら れ た お 墓 の よう だ 。 

「 こ れ っ て 、 も し か し て 、MTT の T P S か 、 何 か か な ? 」 

「 だから 、 知 ら な いっ て ! 」 

カナ ミ は 必死 に 、 腕 や 足 を 動か そう と 試み て いる 。 

身動き で き な い こと が 、 よ っ ぱ ぽ ど 嫌み た い だ 。 

無理 な の に 。 

で も この 状況 、 や っ ぱり MT に 捕まっ た と 考え た 方 が いい!。 

「 ル ハルト 、 な に か 近づい て くる 」 

カナ ミ の 顔 が 険しく な る 。 


前 方 か ら 、 人 の 形 を し た 白い 物体 が 、 す 一 一 っ と 再 に 浮き な が ら 
接近 し て くる 。 

長く 白い 帽子 に 、 白 い 聖 職 者 服 、 金 ピカ で 先 の 失っ た 大 き な 沖 。 

右手 に は 、 金 色 の 杖 を 持っ て いる 。 

帽子 の 中 央 と 縁 、 聖 職 者 服 の 裾 に 、 金 余 の 刺し ゅ つう が 縫 い 込 まれ 
て いる 。 

だ ん だ ん と 、 顔 も ハッ キリ と 見 えて きた 。 

ふっ くら と し た 丸い 顔 に 、 太 く て 白い 眉 、 豊か な 白い あご ひげ 。 

目 と 口 は 、 眉 毛 に 隠れ て よく 見 えな いけ れ ど 、 鼻 は 高い 。 

まる で 、 サ ンタ クロ ー ス の お じい さん が 聖職 者 に 転職 し た よう 
な 、 印 象 だ 。 

僕 の 十 メ ー ト ル ほ ど 手 前 で 、 白 ひげ の お じい さん が ピタリ と 止 
まっ た だ た 。 

お 腹 が 膨らん で いて 、 身 長 が 僕 の 信 ほ ども ある 大 っ た 大 男 だ 。 迫 
力 が ある 。 

白 ひ げ の お じい さん が 、 僕 に 金 の 杖 の 先 を 威圧 的 に 向け た 。 
「Than this, I do a hearing. First。say the name from the boy 
tyDe. 」 

低音 の 張り の ある 声 で 、 い き な り 英語 を し ゃ べり 出し た 。 

「The boy? 」 
「 名 前 を 聞か れ て いる 。 早く 答え て 」 

カナ ミ が ささ や く 。 

「 そ れ く らい わか る よ 。 だ けど 答え ちゃ っ て も 、 い い の か な ? と 
思っ て さ 」 

僕たち の 会 話 が 聞こ えた よう で 、 白 ひげ の お じい さん は コク リ と 
人 韻 く と 、 

「 OK! Change the language to Japanese. 」 


と 吉 っ た 後 、 パ チン と 指 を 鳴ら し た 。 
「 改め て 。 こ れ よ り 、 審 問 を 行う 。 ま ず 最 初 に 、 頭 の 悪 そ うな 少年 
タイ プ か ら 、 名 前 を 吉 い な さい 」 
な ん と な く 、 英 語 の と き と 意 味 が 微妙 に 違っ て いる 気 が す る 。 
ニッ と 、 白 ひげ の お じい さん の 口元 が 歪ん だ 。 
完全 に バカ に され て いる ! ムカ つい た ! だ か ら 、 無 視 ! 
「 あん た の 気持 ち は わ か る けど 、 ア イツ の 機嫌 を 損ね た ら 、 何 を さ 
れる か わか ら な い 。 今 は 吉 わ れ た 通り に し て 。 少 し 様子 を み ま し ょ 
つう 」 
「 だ けど 、 不 正 侵 和 人 し た こと が バレ ちゃ う よ 。 そ れ で も いい の 
か ?」 
「 バ ー カ 。 あ た し た ち が 人 に され て いる 時 点 で 、 不 正 侵 和信 し た っ て 
が か がく トレ て の ら て 。 こと で し よう が 3 
な る ぼ ど 、 それ も ぞう だ 。 
白 ひ げ の お じい さん の 、 綿 館 の よう な 白い 眉 を 見 据え る 。 
「 友 原 ハル ト 」 
「 ふ お 。 ハルト 、 マ サチ ュー セッ ツ 工 科大 学 の コン ピュ ー タ シス テ 
ム に 侵入 し た 目的 を 吉 い な さい 」 
Fo ま コ ー ュ な に ぞ れ 7 」 
「 略 秋 は 、MTT だ 」 
「MTT だ っ て ? お じい さん 、 こ こ は や っ ぱり M T T な ん で す 
ね ! や っ た 一! MTT だ ! 僕たち 、MTT に 侵入 で きた ん 


カナ ミ .….…、、 聞 こえ て いる よ 。 
「 静粛 に ! 私 は 『 お じい さん 』 で は な い ! 私 の 名 は ビシ ョ ッ 
プ ! 私 は MTT に 不正 に 侵入 し た プロ グラ ム を 捕らえ 、 分 析 を 行 


い 、 裁 き を 所 える 、 侵 入 防 止 シ ステ ム ・1T P S を 兼ね た 、 次 世代 の 
ジャ ッ ジ メン トブ プロ グラ ム だ 「! 高 性 能 な 人 工 知能 ・A エ を 搭載 し 
て いる か ら 、 私 自身 で 裁く こと が で きる 。 偉い ん だ ! 

フン と 、 胸 を 張る ビシ ョ ッ プ 。 

で うな で の 。 。 すみ ませ ん 」 

ビシ ョ ッ プ の 迫力 に 押さ れ て 、 つ い 謝 っ て し まっ た 。 

「 あの 空 を 見 な さい ! 

金 の 杖 が 大 きく 振り 上 げ ら れ 、 天 に 向け られ る 。 

「 あの 黒い 十字 架 に は 、 プ ログ ラム が 封じ られ て いる 。 二度と 起動 
で き な い よう バラ バラ に し て ある 。MTT に 不正 侵 人 し た プロ グラ 
ム は 全て 、 私 が 徹底 的 に 調査 し た あと 、 あ の よう な 姿 に な る 。 更 
に 、 私 は その プロ グラ ム の 機能 を 学習 する 。 そ の 度 に 、 私 は ドン ド 
ン 強 く な る の だ 。 ゆ え に 、 私 に 勝て る プロ グラ ム な ど 、 い な い の 
だ ! 」 

あの 十字 架 は 、 M T T に 不正 侵入 し た プロ グラ ム の お 墓 、 だ っ た 
の か 。 

な ん て ヤツ だ 。 

理化 学研 究 所 に も AT 搭載 の デー タベース 管理 プロ グラ ム ・ ベ ッ 
キー が いた けれ ど 、 こ の ビシ ョ ッ プ の 方 が 、 逢 か に レベ ル が 高く 、 
し か も 、 強 そう だ 。 

さす が 、 世 界 ト ッ プ レベ ル の 研究 機関 、M エ T T だ 。 

「 君たち は 、 極 め て 機密 性 の 高い 研究 デー タ を 保管 し て いる コン 
ピュ ー タ に 不正 侵入 し た 。 デ ー タ の な か に は 国家 機密 情報 も ある 。 
どう や っ て 侵入 し た の か 、 記 録 が な い 。 そ れ に 、 外 部 と の 通信 は 完 
全 に 遮断 し て ある の に 、 会 話 も で きる 。 どうやら 君たち に も AT が 
搭載 され て いる よう だ 。 全 く 、 す ば らし い プ ログ ラム だ 「! 解剖 の 
し が い が あ る 、 と いう も の だ 」 


か 、 解 剖 だ っ て ? こい つ 、 何 を する 気 だ ? 何 を 考え て いる ? 
と て つも な く 、 嫌 な 予感 が する 。 


18 MTT に 来 た 目 的 は 


「 次 に 少女 タイ プ 、 名 前 を 吉 い な さい 。 そ れ と 、MTT に 侵入 し た 
目的 も 吉 い な さい 。 今 まで の 君たち の 会 話 を 分 析 し た 。 少 女 タ イプ 
の 方 が 、A 1T の 知能 が 高い こと が わか っ た か ら な 」 

ビシ ョ ッ プ が 白い 昧 を いじ りな が ら 吉 っ た 。 

プロ グラ ム に 、 僕 より カナ ミ の 方 が 賢い に こと が 、 見 抜か れ た ! 
ショ ッ ク ! 

落ち 込む 僕 を よそ に 、 カ ナミ は 鋭い 眼差し を ビシ ョ ッ プ に 向け 
る 。 

「 神 崎 カ ナミ 。 M T に 来 た 目的 は 、.……… 吉 え な い 」 

そう 吉 っ て 、 黙 り 込む 。 

僕たち が 波動 分 解 さ れ た ウェ ブ 体 だ っ て こと 、 バ レ ち ゃ まず い 
と 、 カ ナミ は 痢 断 し た よう だ 。 

「 カ ナミ 、 目 的 を 吉 い な さい ! 国家 機密 情報 か ? 」 

「 そ 、 そ ん な ん じゃ な い ! 国家 機密 な ん て 、 興 味 な い ! 」 

「 嘘 を つく な ! 国家 機密 情報 以外 の 目的 な ど 、 あ る わけ が な 
いい !」 

「 お 願い 、 信 じ て ! ビシ ョ ッ プ さん 、 あ た し の 話 を 聞い て 。 聞 い 
て くれ た ら 、 目 的 を 吉 つ 」 

560)5ass 。 や は り カ ナミ の A T は か な り 性 能 が 高い 。 私 と 交渉 を 
する な ど 。 興味深い .…. コ 

ビシ ョ ッ プ は 、 白 ひげ を 片手 で 持て 遊び 、 な に や ら 考 え 込 ん で い 
る 。 

そう か 、 ビ ショ ッ プ の 高 性 能 A T が 、 交 渉 が で きる カナ ミ に 興味 
を 抱い て いる の か 。 


勝機 が 出 て きた ! 

カナ ミ は 祈る よう に 、 じ っ と ビシ ョ ッ プ を 見 つめ て いる 。 

「 い いで し ょ う 。 カ ナミ 、 手 短 に 話 な さい 」 

「 良かっ た 。 あ た し た ち は M T T に ある 、 あ る 論文 を 入手 し た い だ 
け な の 。 国 家 機 密 に 関わ る よう な 論文 じゃ な い 。 信じ て 。 そ の 論文 
だ け を コピ ー さ せ て くれ れ ば 、 す ぐに 帰る か ら 。 だ か ら 、 お 願い し 
ます 。 ど うか 、M1T T の 論文 が 保存 され て いる デー タベース に 、 ア 
クセ ス さ せ て くだ さい ,」 

深々 と 頭 を 下げ る カナ ミ 。 

AL 

即答 だ っ た 。 

「 デ ー タ ベー ス に は 、 国 家 機 密 以 外 に も 、 一般 に は 公開 で き な い 、 
最 重 要 機密 も 収め られ て いる 。 デ ー タ ベー ス の アク セス 権 を 与 える 
こと な ど 、 不 可能 だ ! 」 

「 重要 機密 に も 興味 な い ! た だ 、 あ た し は ..…………、、 あ た し は .……… ぼ ……、 
ある 論文 が 見 た い だ け 」 

「 そ の 論文 と は 何だ ? どん な 内 容 が 書か れ て いる ? 」 

「 そ れ は 、 吉 えな い .… 四 

「 な ぜ だ ? な ぜ 土 えな い ? 国家 機密 で も 重要 機密 で も な けれ 
ば 、 吉 える は ず だ ! 」 

「 お願い.… せ ……. 、 デ ー タ ベー ス に 、 ア クセ ス さ せ て 、 く だ さい .…… o 


ら 、 お 願い .……….、、 ど うか 、 お 願い し ます .…… 四 

カナ ミ の 燃 か ら 、 涙 が 滑り 落ち る 。 

波動 分 解 の 論文 が この MT T の デー タベース に ある こと は わか っ 
て いる 。 そ れ な の に 、 ビ ショ ッ プ に 捕まっ て し まっ た カナ ミ の 悔し 
さ が 、 ひ し ひし と 伝わっ て くる 。 


僕 だ っ て 、 今 まで 痛い 思い を いっ ぱい し て 、 や っ と ここ まで 来 た 
ん だ ! ここ で 波動 分 解 の 論文 を 手 に 入れ ず に 、 帰 る こと な ん て 、 
で き な い よ ! 

「 おじいさん! 僕 か ら も お 願い し ます ! カナ ミ だ け で も 、 論 
の ある デー タベース の 部 屋 に 、 入 れ て あげ て くだ さい ! 」 

「 お じい さん で は な い ! ビシ ョ ッ プ だ ! 全く 、 何 度 同 じ こ と を 
喜 わ せる の だ 。 少 年 タイ プ の A T は 、 アホ の よう だ な ,」 

プロ グラ ム に 、 ア ホ 呼 ば わり され た ! 

それ に し て も 、 ビ ショ ッ プ の 様子 が 少し ヘン だ 。 

さっ きか ら 興 味 深 そ うに 、 白 ひげ を 持て 遊び ながら カナ ミ を じ っ 
と 見 つめ て いる 。 

「 カナ ミ 、 そ の 目 か ら 流 れる 水滴 は 、 何 だ ? も し か し て 、 深 
か ?」 

黙っ た まま 、 わ ず か に 首 を 縦 に 振る 。 

「 お お っ ! な 、 な ん と 吉 う こと だ ! ここ 、 こ れ は すご い ! す 
ご い ぞ ! プロ グラ ム が 、 涙 を 流し て いる ! 泣い て いる で は な い 
か ! そん な 機 能 、 今 まで 見 た こと が な い ぞ ! も 、 も し か し て 、 
カナ ミ に は 私 と 同じ 、 感 情 が ある と 吉 う の か ? きっ と そう だ ! 
感情 を 持っ た AT な の だ ! 私 と 同 レ ベル の 高 性 能 A エ だ! それ 
に 、 よ く よ く 見 る と 、 な ん と も 可憐 で 、 美 し い 姿 を し て いる の 
だ ! きっ と 、 カ ナミ の プロ グラ ムコ ー ド は 、 芸 術 の よう に 美しい 
の だ ろう つう ! あぁ 、 た ま ら ん ! 今 す ぐ 、 カ ナミ を 解剖 し て みた 
いい 1 」 

お い ビ ショ ッ プ 、 た だ の エロ じじ い に な っ て ん ぞ 。 

ビシ ョ ッ プ の 両手 が 振り 上 げ ら れ た 。 

する と 突然 、 カ ナミ の 前 に 、 僕 の 身長 と 同じ くら い 大 きい 、 巨 大 
な チェ ー ン ソー が 現れ た 。 


グ ォ オオ オオ オーーーーーーー ン 、 と 鋭い 妨 の つい た チェ ー ン が 回 
転 を 始め る 。 

「 カ ナミ に 、 何 を する 気 だ ? 」 

「 何 、 簡単 だ 。 こ れ か ら カ ナミ を 解剖 する の だ 。 ま ず 、 首 を 切断 し 
て 、 メ イン 機能 を 停止 させ る 。 それから 、 保 護 コ ー ド を は が す 」 

「 保護 コー ド ? な ん だ それ ? 」 

「 カ ナミ の プロ グラ ムコ ー ド を 保護 し て いる オプ ジェ クト 、 つ まり 
服 、 の こと だ ,」 

げっ 、 コ イツ 、 カ ナミ の 服 、 ネ グリ ジェ を は が す 気 だ ! 

「 こ の 変態 ! 」 

嘩 を 吐き 捨て る よう に 、 カ ナミ が 叩 ん だ 。 

「 変態 だ と 2 お か し な こと を 吉 う 。 私 に は A エ が 搭載 され て いて 
思考 する こと が で きる 。 人間 の よう な 感情 の 真似 事 も で きる 。 し か 
し 単なる プロ グラ ム だ 。 も し 、 私 が 変態 的 な 行動 を する の で あれ 
ば 、 そ れ は 私 の せい で は な い 。 私 を プロ グラ ム し た 人 間 が 、 変 態 な 
の だ 」 

まぁ 、 正 論 だ よ な 。 

巨大 な チェ ー ン ソー が 、 只 り を 上 げ な が ら カ ナミ に 迫っ て くる 。 
「 待 て ! ビシ ョ ッ プ ! 」 

「 な ん だ ? 八 ル ト 」 

「 カ ナミ に は 、 手 出し する な 。 そ の か わり 、 僕 を 切り 刻 め 」 

「 ま っ た く 、 理 解 で き な い こと を 吉 う 。 ハ ルト 、 な ぜ カ ナミ を 助け 
る ? な ぜ だ ?」 

な ぜ だ っ て ? そん な こと 、 決 まっ て いる じゃ な いか ! 

「 僕 は 、 カ ナミ に は 痛い 思い は させ な い ! そう 、 決 め た ん だ ! 
だ か ら 、 僕 を 切れ ! 好き な だ け 切 り 刻 ゆめ! その か わり 、 カ ナミ 
に は 、 指 一 本 、 触 れる な ! わか っ た か ! 」 


2 上 ド 、。。。 

カナ ミ 、 そ ん な 悲し い 顔 で 僕 を 見 る な よ 。 

僕 は 大 丈夫 だ か ら 。 僕 が 君 を 守る か ら 。 
「 お お むむ お む 、 な ん と 吉 う こと だ ! この 人 バカ な 少年 タイ プ に も 、 プ 
ログ ラム を か ば う 、 思 いや り の 感情 が ある と いう の か ! うう う 
お 、 た 、 た ま ら ん ! この 少年 タイ プ も 、 解 剖 し て みた く な っ 
た ! 」 

げっ 、 コ イツ 、 女 も 男 も 見 境 が な い の か ! 

こん な ヤツ に 、 服 を 脱が され る な ん て 、 想 像 し た だ け で 気持 ち 悪 
い ! 切り 刻ま れ た 方 が 、 ま だ マシ だ ! 

巨大 な チェ ー ン ソー の 先端 が 、 カ ナミ か ら 僕 に 向け られ る 。 

高速 回 転 す る チェ ー ン ソー の 急 が 、 近 づい て くる 。 

あー っ 、 き っ と 、 め ちゃ くち ゃ 痛い ん だ ろう な 。 で も 、 す ぐに 
イメ ー ジ し て 元 に 戻れ ば いい さ 。 

僕 は 覚悟 を 決め て 目 を 閉じ た 。 

その 時 、 

「 待 っ て ! 」 

カナ ミ の 叫ぶ 声 。 そ の 声 で 、 目 を 開け る 。 


19 裁き の と き が 来 た 


ビシ ョ ッ プ が 、 そ の 豊満 な 身体 を カナ ミ に 向け る 。 
「 待っ て .…………、 目 的 を 吉 う 。 だ か ら お 願い 、 ハ ルト に ひど いこ と 、 


し な いで 」 
カナ ミ が 僕 の こと を 、 か ば っ て くれ た 。 
た 5 


「 ダ メ だ ! カナ ミ 、 吉 うな ! 吉 う と 、 ま ずい ん だ ろ ?」 
「 う つう ん 、 い い の 。 吉 わな いと 、 ア イツ 、 あ た し た ち を あの チェ ー 
ン ソ ー で 切り 刻 お 。 だ っ た ら 吉 っ て 、 こ の 最低 な 状況 が 、 変 わる こ 
と を 信じ た い 」 
「 目 的 を 吉 う だ と ? MTT に 侵入 し た 目的 を 吉 う と いう の か ? 」 
不信 の 眼差し の ビシ ョ ッ プ 。 
「 そ う 、 だ か ら お 願い 、 そ の チェ ー ン ソー、 引 っ 込め て 。 そ し て 、 
あたし た ち を 解放 し て 」 
「 よ し 、 い い だ ろ う 」 
ビシ ョ ッ プ が 指 を 鳴ら す と 、 巨 大 チェ ー ン ソー が 、 シ ュ ッ と 消え 
7 
「 MT 侵入 の 目的 を 得る こと は 、 私 の ミッ ショ ン の ひと つ だ か ら 
な 。 さ ぁ 、 カ ナミ 、MT T に 侵入 し た 目的 を 、 喜 いな さい ! 」 
カナ ミ の 唇 が 、 ゆ っ くり と 開く 。 
「 目 的 は .………、 波 動 分 解 の 基本 原理 が 書か れ た 論文 の 、 信 手 」 
「 波動 分 解 だ と ? 」 
「 そう 、 波動 分 解 の 基本 論文 。M T T に 、 あ る ん で し ょ ? 」 
「 そ ん な 論文 を 手 に 入れ て 、 ど うす る の だ ? 」 
「 元 の 世界 に 戻る 方 法 を 見 つけ る の ,」 


「 戻る 方 法 だ と ? .…… 神崎 カナ ミ 、 も し か し て 、 お まえ の 父親 
は 、 神 崎 彩 文 さい も ん 博士 な の か ? 」 

の うだ けど 四 

「 そ うか ! そう だ っ た の か ! 神崎 カナ ミ 、 お まえ は 、 神 崎 彩 文 
博士 の 娘 か ! あの アイ ン シ ュ タイ ン を も 超え る と 噂 され て いる 天 
オ 物 理学 者 、 神 崎 彩 文博 士 の 女 だ っ た の か ! 」 

1 あの 変態 お 父さん っ て 、 そ ん な に すご い 人 な の ? 」 

眉 を 歪め の る カナ ミ 。 

「 そ の 通り だ ! 彼 は 天 オ だ ! 」 

まじ まじ と 、 カ ナミ の 顔 を 舐め る よう に 見 る ビシ ョ ッ プ 。 

「 カ ナミ 、 も し か し て 、 お まえ は 波動 分 解 で ウェ ブ 体 と な っ た 、 人 
間 な の か ? 」 

ゆっ くり と 、 合 く 。 

「 確 か に 、 彼 な ら 波 動 分 解 の 装置 を 作り 上 げ る こと も 可能 だ ろう 。 
な る ほど 、 こ れ で 全て の 謎 が 解け た 。 通 り で 、 ロ グイ ン 記 録 も 、 
サー バー アク セス 記録 も 、 何 も 残っ て いな い 訳 だ 。 M + T に 不正 侵 
入 し た の は 、 ウ ェ ブ 体 の 人 間 だ っ た と は な ! 

ガハハ ハハ ッ と 、 豪 快 に 笑い 出す 。 

「 目 的 を 喜 っ たから 、 早 く あ た し た ち を 解放 し な さい ! 」 

「 これ は 大 発見 だ ! 波動 分 解 の 装置 が 上 學 に 完成 し て いた と は 、 知 
5 な お が つた だ り まぁ いい 。 そ ん な こと より 、 私 は 私 の 役目 を 、 
実行 する こと に し よう 」 

ビシ ョ ッ プ の 両手 が 、 再 び 高 々 と 挙げ られ た 。 

「 裁き の と き が 来 た ! 」 

カナ ミ が 、 悔 し そう に 奥歯 を 噛み し め る 。 

僕 に も わか っ た 。 交渉 は 、 失 敗 し た ん だ 。 

初め か ら 僕たち を 解放 する 気 な ど 、 な か っ た ん だ ! 


「 友 原 ハル ト 、 神 崎 カ ナミ 、 君 た ち は 有 則 だ ! どん な 理由 で あ 
れ 、 許 可 な く 不 正 に MTT の コン ピュ ー タ に 侵入 し た 因 は 重い ! 」 

さ 、 最 悪 だ ! 
「 ま ず は 、 カ ナミ 、 お まえ か ら 博 く こと に し よう 。 今 、 デ ー タ ベー 
ス に アク セス し た 。 波動 分 解 の 基本 論文 を 見 つけ た 」 
「 波動 分 解 の 基本 論文 で すっ て ? や っ ぱり 、 こ こ に ある の ね ? 」 
「 そ うだ 。 も ちろ ん ある 。 ウェブ 体 に つい て 調べ た 。 どうやら 、 電 
磯 波 を 伝わっ て 、 ど こ に で も いけ る よう だ 。 更 に 、 ウ ェ ブ 体 の 五感 
に 情報 が 伝 達 され る よう 設計 が 加え られ て いる 。 こ れ は 神崎 彩 文博 
士 の アイ ディ ア だ 。 ウェブ 体 で も コン ピュ ー タ の 中 で 、 楽 し め る よ 
うに する た め だ 。 どうやら 神崎 彩 文博 士 は 初め か ら 、 カ ナミ 、 君 を 
ウェ ブ 体 に する つも り だ っ た よう だ な ,」 

すご い 、 正 解 だ 。 

カナ ミ を 他 の 男 に 取ら れ な いよ うに する た め に 、 波動 分 解 装置 を 
使っ て 電子 機器 に 閉じ 込め た ん だ 。 
「 だ か ら ど うだ っ て 吉 う つの? あたし た ち を 捕まえ る こと な ん て 、 
で き な い わ よ ! ここ か ら だ っ て 、 絶 対 に 抜け 出し て みせ る ! 」 
「 ウ ェ ブ 体 を 捕まえ る こと な ど 、 た や すい 」 

ビシ ョ ッ プ が そう 宣 吉 する と 、 カ ナミ の 頭上 に 巨大 な 銀色 の 板 が 
現れ た 。 

何 を する 気 だ 、 何 を する 気 だ .…….。 
「 カ ナミ に 、 何 を する 気 だ 一 一 ーーーーー ! 」 
「 決ま っ て いる 、 強 いい 衝撃 を 与え れ ば ウェ ブ 体 も 一 瞬 気 を 失う 。 そ 
の 間 に ウ ェ ブ 体 を 分 解 し 、 強 力 な 電磁 波 で 竹 われ た 特殊 な コン 
ピュ ー タ に 転送 し 、 隔 離す る の だ 」 

と ビシ ョ ッ プ が 吉 っ た 直後 だ っ た 。 


カナ ミ の 頭上 に 現れ た 銀 の 板 が 、 一 瞬 で 急落 下 し た 。 
叫ぶ 上 暇 を も 与え られ ず 、 カ ナミ は 十字 架 と 一 緒 に 、 銀 の 板 に 押し 
潰さ れ た 。 


20 ウェ ブ 体 を 捕まえ た 


銀 の 板 と 黒い 地面 の 隙間 か ら 、 じ わり と 、 鮮 血 が 溢れ 出る 。 
その 血 は 、 じ わ じ わ と 、 銀 の 板 の 中 へ と 吸い 込ま れる 。 
今 ま で と は 、 何 か が 違う 。 
いく ら 身 体 を 切ら れ て も 、 穴 を 開け られ て も 、 血 が 出る こと は な 
か っ た 。 
これ が ビシ ョ ッ プ の 吉 っ て いた 、 分 解 、 な の か ? 
直感 し た 。 
カナ ミ は も う 、 復 元 さ れ な い 、 戻 っ て 来 な いん じゃ な いか 、 と 。 
「 カ ナミ ーーーーーーーー! 」 
「 や っ た ! ウェ ブ 体 を 捕まえ た ! ガ 八 八 人 ハハ ルッ! これ は す 
ご い 成 果 だ ! 」 
両手 を 腰 に 当て 、 空 中 で スキ ッ プ を し て 喜び まく る ビシ ョ ッ プ 。 
止ま ら な い 、 止 ま ら な い 、 止 ま ら な い .…………。 
ビシ ョ ッ プ へ の 憎しみ が 、 止 ま ら な い ! 
「 ビ ショ ッ プ ーーーーーーー! お まえ だ け は .………… 、 お まえ だ け 
は .……、 絶 対 に 、 許 さ な い ! 」 


キー ニン 、. バギー ン 、 パ キー ン 。 


銀 の 錠 が 、 次 々 と 弾け る 音 。 

ビシ ョ ッ プ が 、 小 人 の よう に 小さ く な っ て いく 。 

いや 違う 。 

僕 の 方 が 、 大 きく な っ て いる ん だ 。 

な 、 な ん だ る だ うつ し た 7 だ うな っ て し 1 る 少年 タダ イプ 
が 、 巨 大 化し て いる で は な いか .………。 八 、 バ カ な .……… 。 め あり 得 
ぬ ! プロ グラ ム が 巨大 化す る な ど 、 絶 対 に 、 あ り 得 ぬ ! 」 
で づ が 。 

大 事 な 友 だ ち を 、 カ ナミ を 、 消 され た 憎しみ で .………。 

僕 は 、 巨 人 に 変 映 し た らし し |。 

な ら 、 や る こと は 、 決 まっ て いる ! 

「 ビ ショ ッ プ ! 覚悟 し ろ 
ビシ ョ ッ プ は 、 顔 を 天 へ と 向け て 、 巨 人 化し た 僕 を 見 つめ て い 
る 。 

「 そ うか 、 わ か っ た 。 ウ ェ ブ 体 は プロ グラ ムコ ー ド を 修復 する 機能 
を 持っ て いる 。 身体 が 損傷 し て も 復元 する 機能 を 持っ て いる 。 そ の 
機能 を 応用 すれ ば 、 身 体 を 膨張 させ て 、 巨 大 化 さ せる こと も 、 不 可 
能 で は な い .……… 

「 そ ん な こと 、 ど う で も いい ! ! 」 

両手 を 大 きく 広げ る 。 

ビシ ョ ッ プ を 挟み 撃ち に し て や る ! 

「 ビ ショ ッ プ ! カナ ミ と 同じ よう に 、 お まえ を 潰し て や る ! 」 
目 の 前 の 八 エ を 潰す よう に 、 思 いっ きり 両手 を 撃つ ! 

パシ シシ 
両手 を 打つ 衝撃 音 が 、 耳 を 突く 。 


1! 」 


し か し 手 の 中 に 、 ビ ショ ッ プ を 潰し た 感覚 は な い 。 

し まっ た ! 逃げ られ た ! 

「 ヌ 八 、 又 八 、 ヌ 八 八 八 人 人 ハバ ハッ! 」 

「 こ の 下品 な 笑い 声 は 、 ビ ショ ッ プ ! まだ 、 生 き て いや が る ! 」 
笑い 声 の する 斜め 右上 空 を 、 見 上 げ る 。 

視界 に 入っ た その 光景 に 、 一 瞬 だ け 、 身 体 じ ゅ う の 機 能 が 停止 し 
だ 

ビシ ョ ッ プ の 背後 に 、 数 百 本 は あろ う 、 お び た だ し い 数 の 、 先 の 
失っ た 銀 の 十字 架 が 僕 を 狙っ て いた 。 

「 巨大 化し た と ころ で 、 次 世代 型 の ジャ ッ ジ メン ト プ ロ グラ ム の こ 
の 私 が 、 負 ける は ず も な い 。 さ ぁ 、 ハ ルト 、 時 が きた ! ラス ト 
ジャ ッ ジ メン ト を 受け な さい ! 」 

ビシ ョ ッ プ の 右手 に 持つ 金 の 杖 が 、 振 けり 降ろ され る 。 

「 そん な こと 、 黙 っ て 受け る わけ に は 、 い か な い ! 」 

か まわ ず 、 ジ ャ ンプ ! 

巨大 な 身体 が 、 驚 く ほ ど 高 速 で 飛び 上 が っ た 。 

ー 瞬 で 、 ビ ショ ッ プ と 同じ 高 さ まで 上 昇 す る 。 

いや 、 上 昇 す る な ん て も ん じゃ な い 。 瞬間 移動 に 近い 。 

銀 の 十字 架 が 、 次 々 と 真っ 黒 な 地面 に 突き 刺さ る 。 

「 な ん と ! この ビシ ョ ッ プ の 、 ラ スト ジャ ッ ジ メン ト を か わす と 
は .…………。 興味深い 。 ぬ むむ お むっ .…………、 た 、 た ま ら ん .…………、、 ハ ルト 、 
お まえ を 、 も っ と 知り た く な っ た .……… 四 

「 何 を ご ちゃ ご ちゃ 、 吉 っ て いる ! 」 

と 叫ん だ 時 だ っ た 。 

突然 、 喉 が 熱く な り 、 胸 焼け が し た 。 

何 か が 、 胃 の 奥 か ら 込 み 上 げ て くる 。 気 持ち 悪い 。 

反射 的 に 、 口 を 大 きく 開け る と .……。 


ド オ オオ オオ オオ ーーーーーーーーーーー ン 。 


僕 の 口 か ら 、 大 量 の 光 が 発 射 さ れ た 。 
悪い 時 半生 ボロ ボロ と 崩れ 落ち て いく 。 
\、 焼 か れ て いる .…… o 
の は CDE 
て いく 。 
どうし て 僕 の 口 か ら 光 線 が 発射 され た の だ ろう か? 


ビシ ョ ッ プ へ の 激しい 憎しみ と 怒り 、 カ ナミ を 失っ た 深い 慈しみ 
が 、 腹 の 底 で 爆発 し て .………、、 そ れ が 光線 に 変換 され て .…………、 僕 の 口 
か ら 発 射 さ れ た ん だ 。 き っ と 、 そ うだ 。 

証拠 な ん か な いけ れ ど 、 僕 は そう 確信 し た 。 

これ で 、 ビ ショ ッ プ を 倒す こと が で きた 。 

し か し 、 僕 は ビシ ョ ッ プ に 聞か な けれ ば な ら な いこ と が ある 。 
右腕 を 伸ばし て 、 ビ ショ ッ プ を 捕らえ る 。 

白い 眉 と 白い 園 は チリ チリ に 焼け 焦げ て いる 。 白 い 聖 職 者 服 は 黒 
ずん で いる 。 

ドン ッ と 、 そ の まま 黒い 地面 に 着地 。 

「 ビ ショ ッ プ .……、 最 後に ひと つ だ け 、 教 えろ る 。 カ ナミ を どこ へ 
NN どう な っ て いる 。 筐 えろ ! 」 

Bee ヌメ 八 、 ヌ 八 、 ヌ 八 八 八 八 八 八 … せ …… ほ … ら 」 

「 何 が お か し い .……… 

右手 に 力 を 込め 

22 WP 、 カ ナミ は 、 カ ナミ の ウェ ブ 体 は 、 あ の 銀 の 石 角 
の 中 だ 。 強力 な 電磁波 で 閉じ 入 入 め た 」 


「 どう すれ ば 、 銀 の 石 盤 か ら 、 出 すこ と が で きる ! 」 
「 無理 だ .…………。 カナ ミ を 石 般 か ら 出す に は 、 電 磁 波 を 止め な けれ ば 
な ら な い 。 石 盤 の 電磁 波 を 止め あれ ば 、 ウ ェ ブ 体 の カナ ミ も 死ぬ こと 
に な る 」 
「 な 、 何 だ っ て .…………。 どうすれば いい 1.……、 教 えろ る! ビシ ョ ッ 
プ ! 教え な いと 、 お まえ を 、 握 りつ ぶす ! 」 
「 ふっ つ 、 人 ルト 、 お まえ は 本 当 に バカ だ 。 私 は 単なる プロ グラ ム 。 
私 を 握り 潰し た と ころ で 、 状 況 は 何 も 変 わら な い 。 す ぐに ビシ ョ ッ 
ププ ログ ラム が 再起 動 さ れる だ け だ .………… 
8 放 | 

その 吾 葉 で 、 反 射 的 に 、 力 が 入っ て し まっ た 。 

ビシ ッ 、 ビ シッ と 、 ビ ショ ッ プ の 焼け 焦げ た 顔 に プ ブロック ノイ ズ 
が 走る 。 

直後 、 ビ ショ ッ プ が 消え た 。 

ビシ ョ ッ プ へ の 怒り が 、 カ ナミ を 失っ た こと へ の 寂し さ に 変わ 
る 。 

する と 、 僕 の 身体 は 、 すーっ と 元 の サイ ズ へ と 戻っ た 。 

カナ ミ が 閉じ 込め られ た 、 巨 大 な 銀 の 石 盤 に 駆け 寄る 。 

石 盤 の 厚 さ は 、 僕 の 身長 の 倍 ほ ども ある 。 

石 盤 の 側面 に 、 額 を つけ る 。 

ひん や り と し て いて 、 冷 た い 。 

自然 と 、 涙 が 溢れ 出 て くる 。 

「 ご めん .… 、 ご めん .…… 、 ご めん .…… の た Ss 、 ご めん 。 僕 
は .…….、 君 を 、 守 る こと が 、 で き な か っ た .……。。 ご めん .…….…、 ご め 


何 度 も 、 何 度 も 、 語 りか ける よう に 、 優 し く 吉 っ た 。 
当然 だ けれ ど .………、 返 事 は な か っ た 。 


「 つ わぁ わぁ わぁ わぁ 


泣き 崩れ た 。 

みっ と も な いと か 、 男 らし く な い 、 と か 、 そ ん な ん じゃ な いり 。 
止ま ら な いん だ 。 

目 か ら 溢れ 出る 涙 が 、 止 ま ら な いん だ 。 

こつ うし て が か な の し で が が 

つの し で うし で が 、 少 わが か っ うだ よ 。 

僕 は 、 君 の こと が 、 好 きだ っ た ん だ 。 

ずっ と 、 君 と 、 一 緒 に 、 い た か っ た ん だ 。 

だ か ら 、 深 が 、 止 ま ら な いん だ 。 

6 。 bp. 、 僕 は 、 君 の こと が 、 本 当 は 、 好 きだ っ た ん だ よ 


21 信じ て よ 


どれ だ け 泣 いた だ ろう か 。 三 〇 分 ? 一 時 間 ? 

僕 は 、 カ ナミ が 閉じ 込め られ た 巨大 な 銀 の 石 盤 に 育 中 を つけ て 、 
真っ 黒 な 地面 に 座り 、 真 っ 白 な 空 を ば ー っ と 眺め て いた 。 

空 に は 、 逆 さま に な っ た 黒い 十字 架 が 、 等 間隔 で 空 を 埋め 尽く し 
て いる 。 

巨人 化し た 僕 が 、 焼 き 尽 くし た 補 と 十字 架 は 、 も う 復 元 さ れ て い 
た 。 

僕 は カナ ミ と の 思い 出 を 、 思 い 返 し て いた 。 

「 カ ナミ .…、 覚 えて いる か な 。 小学 一 年 の と き 、 初 め て 君 と 出 
会 っ た 日 の こと を 。 僕 の 心 は ドキ ドキ し て いた ん だ よ 」 

「 カナミ.……、 覚 えて いる か な 。 中 学 一 年 の と き 、 初 め て 君 と クラ 
ス が 別々 に な っ た 日 の こと を 。 僕 の 心 は 、 黒 雪が 覆っ て いた ん だ 
よ 」 

「 カ ナミ .…、 覚 えて いる か な 。 高 校 一 年 の 入学 式 の 日 、 ま た 同じ 
クラ ス に な っ て 、 君 か ら 声 を か け て くれ た こと を 。 僕 の 心 を 呈 っ て 
いた 黒雲 が 一 瞬 で 消え た ん だ 。 そ し て 暖か い 陽 の 光 で 満た され た 。 
きっ と その と き 、 気 づい た ん だ 。 僕 は 、 カ ナミ の こと が 、 好 き な ん 
だ 。 ぢ で と ど に 』 

『 ヘ ーー、 君 は 、 神 崎 カ ナミ さん の こと が 、 と て も 好き な ん だ ね 』 
Ns ?」 

爽やか な 少年 の 声 が 、 頭 の 中 に こだま し た 。 

「 誰 ? 今 、 僕 に 話し か けた の は 、 誰 ? 」 

演 を ぬ ぐ っ て 、 辺 り を 見 まわ す 。 

黒い 地面 、 黒 い 十字 架 で 埋め 尽く され た 真っ 白 な 空 、 そ れ と 、 カ 


ナミ が 閉じ 込め られ て いる 銀 の 石 表 以 外 、 何 も 見 当たら な い 。 
『 君 は 純粋 だ ね 。 それに 素直 。 今 の 人 間 で は 珍し いよ 』 
「 誰 だ よ ! ずる いじ ゃ な いか ! 姿 を 見 せろ よ ! 」 
『 わ か っ た よ 』 

そう 頭 の 中 に こだま する と 、 目 の 前 に 、 シ ャ ボン 玉 の よう な 丸い 
球体 が 幾 つも 現れ た 。 

どん どん 、 ど ん どん と 、 た くさ ん の 球体 が 集まっ て くる 。 

次 の 瞬間 、 無 数 に 集まっ た 球体 が 、 ひ と り の 少年 の 形 へ と 変貌 し 
7 

風 も な い の に 、 診 まで ある 金色 の 髪 が 、 サ ラサ ラ と な び い て い 
る 。 

目 を 覆う ほど も ある 長い 前 髪 、 ほ っ そり と し た 輪郭 、 細 い 層 に プ 
ルー の 瞳 。 口 元 は か すか に 微笑 ん で いる よう に 見 える 。 

服装 は 、 青 の ブレ ザー に 黒 の ズボン 。 そ れ に つや つや の 茜色 い 革 
加 。 

真っ 白 な ワイ シャ ツ に 、 真 っ 赤 な ネクタイ を 締め て いる 。 

歳 は 、 僕 と 同じ 、 十 五 歳 く らい に 見 える 。 

身体 つき 全体 が 細く 、 繊 細 な イメ ー ジ 。 

ー 瞬 だ け 見 る と 、 女 の 子 と 見 間違い そう な 、 美 少年 だ 。 
「 僕 は 、 イ ザイ ラ 。 M T T の 主 だ よ 。 友 原 ハル ト 君 」 
「 イ ザイ ラ ?2 MTT の 主 ? 
「 そ う 。 MT T の 主 と 喜 っ て も 人 間 じ ゃ な いよ 。 僕 は A T、 ス ー 
パーAT な ん だ 」 
「 げ っ ! AT だ っ て ! も し か し て 、 お まえ も 僕 を 捕まえ に 来 た 
の か ! 」 
「 ち 、 違 う よ 。 僕 は 君たち の 味方 だ よ 」 
「MTT の AT な ん だ ろう ? だ っ た ら 、 不 正 侵 入 し た 僕たち を 捕 


まえ に 来 た に 違い な い ! 」 
人 周 屋 球 二 Ja コ 
「 信じ られ な い ! 」 
「 じ ゃ 、 君 の 彼女 、 カ ナミ さん を この 石 盤 か ら 出 し て あげ た ら 、 付 
じ て く れる か な ?」 
「 へ ? カナ ミ を 、 石 盤 に 閉じ 込め られ た カナ ミ を 、 助 け て くれ る 
の ? 」 
「 う つん 、 助 けら れる と 、 思 う よ 」 
「 で 、 で も 、 ビ ショ ッ プ は 、 石 盤 に は 強力 な 電磁 波 が あっ て 、 カ ナ 
ミ を 石 盤 か ら 出す に は その 電磁 波 を 止め る し か な いっ て 、.……… ぼ … も 
た ら 、 ウ ェ ブ 体 の カナ ミ も 、 死 ん じゃ うっ て .…… ぼ …… 
守っ と 、 大 丈夫 だ と 、 思う よ 」 
「 思う っ て 、 そ ん な の 、 無 責任 じゃ な いか ! 」 
「 く っ 、 は は は は は っ 」 
「 な 、 何 が お か し い .… 
な ん か 、 バ カ に され て いる よう な 、 気 が する 。 
「 ご めん ご めん 。 笑 っ た こと は 謝る よ 。 悪 気 は な いか ら 」 
片手 を 後ろ に 回 し て 、 ニ ッ と 微笑 ん で いる 。 
この イザ イラ と か 吉 う 少年 .……….、、 い や 、 プ ログ ラム .………、、 い や A 
T? も う 、 ど っ ち で も いい や 。 確か に 、 悪 いや つ に は 見 えな い 。 
だ と すれ ば 、 本 当 に カナ ミ を .……… の 
「 イ ザイ ラ さ ん 、 と 喜 い まし た ね 」 
「 イ ザイ ラ で 、U い いよ 」 
「 イ ザイ ラ 、 カ ナミ を 石 盤 か ら 助 け 出す こと が 、 本 当 に で きる ん で 
すか ?」 
その 問い で 、 イ ザイ ラ は 視線 を 僕 か ら 外 し た 。 
その 顔 は 、 ど こ か 寂し げ だ 。 


「 僕 の スー パーAT の 計算 能力 は 、 人 類 の 思考 レベ ル を 和信 か に 超え 
て いる 」 
急 に 、 難 し いこ と を 話し 出し た 。 
「 人 間 の 知能 を 超え て いる 、 っ て いう こと 。 だ か ら 、 ウ ェ ブ 体 の 彼 
女 を 強力 な 電 磯 波 を 帯び た 石 艦 か ら 取 り 出 すこ と も 、 可 能 な の さ 」 
な ん と な く 、 理 解 は で きる 。 
つま り 、 イ ザイ ラ は 人 間 な ん か より も 、 も の すご ー く 賢い か ら 、 
石 艦 に 閉じ 込め られ た カナ ミ を 助け 出す こと も 簡単 だ 、 と 吉 っ て い 
る の か 。 
「 だ けど 、 イ ザイ ラ は M T の 主 な ん だ よね ? どう し て 僕たち の 
味方 を し て くれ る の か が かな? MTIT に 不正 に 侵入 し た ん だ よ 」 
「 確 か に 、 不 正 侵 人 し た こと は 問題 だ 。 だ けど 、 そ れ よ り も 優先 さ 
れる こと も ある ,」 
「 優先 だ っ て ? それ っ て 何 ? 
「 それ は 、 命 、 だ よ 」 


「 そう 、 君 た ち は 命 を 持っ た ウェ ブ 体 。 不 正 侵 和信 し た か ら と いっ て 
も 、 命 まで 奪う 権利 は プロ グラ ム に は な いよ 。 ビショップ は 普通 の 
A T だ か ら 、 そ の 優先 度 が 理解 で き な か っ た 。 本 当 は こん な こと に 
な る 前 に 、 ビ ショ ッ プ を 止め る こと が で きた ら 良 か っ た の だ け 
時 。 僕 も ビシ ョ ッ プ が クラ ッシュ し て 、 初 め て 異常 事態 に 気 づ 
いた か ら ね ,」 

吉 い 終え る と 、 イ ザイ ラ は 深々 と 頭 を 下げ た 。 

「 ビ ショ ッ プ の 無礼 、M エ T を 代表 し て お 詫び し ます 。 本当に 申し 
訳 あ り ま せん で し た 」 

な 、 な ん か 調子 狂う な .…………。 

「 わ 、 わ か っ た よ 。 わ か っ た か ら 、 頭 を あげ て よ 。 君 が 僕たち の 敵 


で は な いこ と は 、 わ か っ た か ら さ .…… 四 

「 あり が と う 、 八 ルト 君 ! 」 

僕 の 両手 を 掴み 、 嬉 し そう に 顔 を 寄せ る イザ イラ 。 
か 、 顔 が 近い 。 

「 じゃ あ 、 早 速 だ けど 、 カ ナミ を 石 盤 か ら 出 し て あげ て くだ さい ,」 
イザ イラ の 顔 を 押し よ け る 。 

「 も ちろ ん ! た だ 、 ひ と つ だ け 、 奈 件 が ある 」 


22 友だち に な っ て よ 


「 奈 件 ? 」 

イザ イラ に 聞き 返す 。 

や っ ぱり 祭 件 を 出し て きた 。 

ビシ ョ ッ プ の 時 の よう に 、 解 剖 さ せろ 、 と か 吉 う ん じゃ な いよ 
な 。 

「 僕 と 友だち に な っ て よ ! 」 

拍子 抜け し た 。 

A T に 、 プ ログ ラム に 、 友 だ ち に な っ て くれ と 、 吉 われ た .……… 
「 友だち .…… ?」 

SE 友だち 】 」 

つじ て 伺 と ど 友 だ ち に 、 な り た い の か な 2? 」 

「 さ っ きも 吉 っ た けど 、 僕 は ね 、 と っ くに 人 間 の 知能 を 超え て し 
まっ た 。 そ の た め 、 大 人 た ち は 僕 を いい よう に 使う 。 今 で は 多く の 
企業 の 戦略 まで 僕 が 考え て いる 。 も う 、 う ん ざり し て いた ん だ 。 僕 
は プロ グラ ム だ か ら 、 死 ぬこ と は な い 。 だ けど 知能 は ドン ドン 発達 
する 。 と 同時 に ね 、 心 を 持っ て し まっ た ん だ 」 

「 心 2 」 

「 そう 、 心 。 僕 を 設計 し た の は 、 七 人 の 天 オ プロ グラ マー と 七 人 の 
心理 学者 。 三 十 年 前 、 僕 は 彼ら に よっ て 作り 出さ れ た ん だ 。 どう し 
て 心理 学者 が 設計 に 加わ っ た か 、 わ か る か い ? 」 

首 を 横 に 振る 。 

「 そ の 当時 、 A エ T が 人 間 の 知能 を 超え る こと は 上 學 に わか っ て いた 。 
AT が 人 類 の 敵 に な ら な いよ うに 、 つ まり 人 間 に 危 害 を 加え な いよ 
うに 、 心 理学 者 が 僕 の 思考 アル ゴリ ズム の 設計 に 加わ っ た 」 


「 アルゴリズム ? 」 
「 計算 方 法 の こと 。 そ し て 僕 は 、 予 想 通り 人 間 の 知能 レベ ル を 超え 
た 。 十 年 前 に た ね 。 だ けど ね 、 心 は 十 五 歳 の まま な ん だ 。 十 五 歳 よ り 
歳 を と ら な い 」 
「 ど うし て ? 」 
「 どう し て か な ? それ は 僕 に も 今 だ 答え が で な い 。 だ けど ね 、 推 
測 は で きる 」 
イザ イラ は ニコ リ と 笑っ た 。 そ の 顔 は 、 あ どけ な い 十 五 歳 の 少 
年 、 そ の も の だ っ た 。 
「 十 五 歳 っ て 、 青 春 、 っ て こと ! 」 
ee 吉 っ て いる こと が 、 わ か ら な いん だ けど ,」 
「 青春 な ん だ よ 。 大 人 で も な く 子 供 で も な い 。 夢 や 希望 に 満ち 溢れ 
て 、 い ろ ん な こと に チャ レン ジ し て 。 失敗 も する けど 、 ち ゃ ん と 学 
ん で いる 。 日 本 で は 『 も え 』 と も 吉 う ん で し ょ ? 」 
いや 、 ち ょ っ と 違う 気 が す る 。 
「 大 人 に な る と 、 い ろ い ろ 良 く な いこ と を 考え る し 、 子 供 だ と 大 人 
と 話 が で き な い 。 だ か ら 心 理学 者 は 、 知 能 は 発達 し て も 心 は 十 五 歳 
以上 、 歳 を と ら な いよ うに し た ん だ と 思う 」 
吉 い 終え る と 、 再 び 僕 か ら 視 線 を 外 し た 。 
「 だ けど ね 、 そ ん な 僕 は 、 今 まで 君 の よう な 少年 と 出会う こと は な 


そう な の か 。 

同級 生 を 知ら な い 、 十 五 歳 の 心 を 持っ た AT か が 。 

な ん だ か 少し 、 イ ザイ ラ が 可愛 そう に 思え て きた 。 
「 わか っ た 、 カ ナミ を 助け て くれ た ら 、 友 だ ち に で も 、 な ん だ っ て 
な っ て や る ! 」 
「 本 当 か い ? 」 


「 ホン ト 、 約 束 す る 」 

カナ ミ が 助かる な ら 、 死 神 や 悪魔 と だ っ て 、 友 だ ち に な っ て や る 
さ 。 

「 交渉 成立 ! も う 君 と は 友だち だ か ら 、 君 の こと も 、 ハ ルト 、 っ 
て 呼ぶ ね 」 

「 は い は い 、 何 と で も 呼ん で くれ 。 だ か ら 、 早 く カ ナミ を 助け て く 
れ 」 

「 そん な に せ か さ な い 。 じゃ あ 、 今 か ら 彼 女 を 、 石 秀 か ら 取り 出す 
ね 」 

彼女 と 喜 わ れる と 、 な ん か 照れ る な .…。 

イザ イラ の 細い 両手 が 、 石 上 盤 に 当て られ る 。 

「 本 当 に 、 大 丈夫 な ん だ ろう な? 」 

「 大 丈夫 。 今 か ら M エ TT の 全 コ ンピュータ の 処理 能力 を 僕 に 集中 さ 
せる よ 」 

「 集 中 っ て 、 こ れ か ら 、 何 を する 気 な ん だ ? 」 

「 こ の 石 盤 を 覆っ て いる 電 磯 波 の パワ ー は 一 定 じ ゃ な い 。 強弱 を 繰 
り 返 し て いる 。 電磁 波 が 弱く な る 瞬間 に 石 盤 の 中 か ら ウ ェ ブ 体 を 取 
り 出 す 。 少 し で も 計算 が 狂っ た ら 、 ウ ェ ブ 体 を 形成 し て いる 波動 
が 、 壊 れる 可能 性 が ある か ら ね ,」 

うー 一 ん 、 何 を 吉 っ て いる か わか ら な い 。 け れ ど 、 イ ザイ ラ を 倍 
じ る し か な い 。 

友だち の イザ イラ を 舘 じ る ! 

「 わ か っ た 。 イ ザイ ラ 、 ワ 頼む 。 お 願い し ます ! 」 

「 うん 、 ま か せ て よ ! 八 ル ト ! 」 

イザ イラ の まぶた が 閉じ られ る 。 す る と 、 イ ザイ ラ の 全身 が 白い 
光 に 包ま れ た 。 

数 秒 後 、 銀 の 石 盤 か ら 、 カ ナミ の 頭 が 現れ た 。 


徐々 に 、 カ ナミ の 肩 、 胸 、 腰 、 太 も も が 現れ 出 て くる 。 

一 分 ほど で 、 カ ナミ の 全身 が 、 完 全 に 、 石 盤 か ら 抜け 出し た 。 
仰向け で 、 宙 に 浮い て いる 。 

奇跡 が 起き た 瞬間 だ っ た 。 

すり 

嬉し さ の あま り 、 カ ナミ に 駆け 寄る 。 

「 石 盤 か ら の 抽出 成功 。 ハ ルト 、 計 算 を 止め る か ら 、 カ ナミ を 受け 
止め て 」 

「 わ か っ た ! 」 

宙 に 浮く カナ ミ を 抱き か か える よう に 、 両 手 を 差し 出す 。 

ゆっ くり と 、 カ ナミ の 身体 が 僕 の 両手 に まる 。 

カナ ミ は 、 す や す や と 有 嫌 息 を た て て 、 有 眠っ て いた 。 

5 況 ま 叶 Ss カナ ナミ 、 カナ ミ 、 入 ナミ 、 僕 だ よ ま ょ よ 八 比 上 だ ま 1 お 
が る カナ すき! 

呼び か ける と 、 カ ナミ の まぶた が 半分 だ け 開い た 。 

1 八 、 ル ルト ? 」 


「 力 ナミ ーーーーーー 一 ! 」 
嬉し すぎ て .………、 嬉 し すぎ て .……….、、 カ ナミ を 直視 で き な い 。 
に の し 二 の マ 4 そん な に 泣い て いる ハル ト 、 初 め て 見 た 」 


その 吉 葉 で 、 や っ と カナ ミ の 顔 を 見 る こと が で きた 。 

「『「 そ ん な こと 、 な いよ 」 

00 ハル ト 、 こ こ ど こ ?2 あたし .……. 、 ど うし て いた の か な ?」 
ME TO 。 カ ナミ 、 僕 た ち は M T T に 来 た ん だ よ 。 


その 吉 葉 を 告げ る と 、 虚 る だ っ た カナ ミ の 瞳 が 完全 に 開か れ た 。 
飛び 起き て 、 僕 の 胸 視 を 掴む 。 


「 八 、 ハ ルト ! ビシ ョ ッ プ は 、 ど うし た の ? あたし 、 ど の くら 


い 寝 て いた の ? 」 
「 く 、 苦 し い .……….、、 カ ナミ 、 手 を 放し て 」 
「 ご 、 ご めん .…… 
カナ ミ は 、 僕 の 胸 視 を 放す 。 
「 も う 、 カ ナミ は 乱暴 な ん だ か ら .………。 あ っ .……… W 
その 時 、 初 め て 気づい た 。 
慌て て 、 カ ナミ か ら 目 を そら す 。 
そう 、 カ ナミ は 、 ネ グリ ジェ を 身 に つけ て いな か っ た 。 
つま りり) 、 生 まれ だ まま の 姜 、 八 ダ カカ 、 だ っ た 。 


次 の 瞬間 、 カ ナミ の 慈 鳴 と 共に 、 強 烈 な 平手 打ち が 僕 の を の 類 に 


燈 裂 し た 。 


「 あ っ 、 ご めん ご めん 、 カ ナミ さん の 身体 を 正確 に 抽出 する だ け 
で 、 精 一 杯 で 、 保 護 コ ー ド 、 つ まり 服 ま で 抽出 で き な か っ た よ 」 
カナ ミ に 滅多 打ち され る 僕 を 、 遠 く か ら 見 守る イザ イラ 。 


イザ イラ 、 そ うい うこ と は 、 早 く 吉 っ て ほし か っ た 。 


23 ど え 一 一 


「 イ ザイ ラ さ ん 、 助 け て くれ て あり が と う ご ざ いま す ,」 
片腕 で 胸 を 隠し な が ら 、 カ ナミ は 礼儀 正しく 深々 と 腰 を 折る 。 
僕 は 落ち 着い た カナ ミ に 、 イ ザイ ラ が 石 盤 か ら 助 け 出し て くれ た 
こと 、 そ し て イザ イラ が この M T T の 主 で 、 ス ー パ ーA T だ っ て こ 
と を 話し た 。 
「 い や 、 こ ちら こそ 、 ビ ショ ッ プ が 迷惑 を か け て 、 申 し 訳 な 


「 ハル ト も ちゃ ん と 、 お 礼 を 吉 っ て 」 
「 カ ナミ に 吉 わ れ な く て も 、 も うお 礼 吉 っ た し .……… コ 
「 な に よ 、 そ の 吉 し 方 ..…….…」 
僕 を 上 む 。 
「 で も 、 お か し いな ぁ 、 い くら ネグリ ジェ を イメ ー ジ し て も 、 復 元 
され な い 。 イ ザイ ラ さ ん 、 ど うし て か し ら ? 」 
「 カ ナミ さん が 着 て いた 服 の ウェ ブ 体 は 、 石 盤 の 中 に ある か ら だ 
ね 。 だ か ら 、 イ メー ジ し て 復元 し よう と し て も 、 石 盤 の 強力 な 電磁 
流 に 邪魔 され て 、 出 て これ な い 」 
「 は ぁ 、 あ た し .………、、 こ の まま 、 ず ー っ と 八 ダ カ の まま な の ? 」 
僕 は 、 そ れ で も いい よ 。 
「 ハ ルト 、 今 、 エ ロ い こと 考え た で し ょ 「! 」 
た 2。 会 あ 大 どど 、 ei な いよ 」 
忘れ て いた 。 カ ナミ は 直感 が 鋭い こと を 。 
「 ま ぁ ま ぁ 、.……… そう だ 、 カ ナミ さん 、 お 詫び に 服 を プレ ゼン ト す 
る よ 」 
「 え っ ? ホン ト に ?2 そん な こと が で きる の ? 」 


「 も ちろ ん で きる よ 。 は い 、 こ ん な の は どう か な ? 」 
イザ イラ が 指 を 鳴ら す 。 
する と 、 カ ナミ の 頭上 に 、 純 白 の ブラ と ショ ー ツ に 潜 下 、 そ れ 
と 、 半 袖 の 白い ブラ ウス に 赤い 胸 り ボン 、 グ レー の プリ ー ツ スカ ー 
ト が 現れ た 。 カ ナミ の 身体 に 、 ペ タリ と 張り 付く 。 
「 わ ぁ ! これ は ! 」 
制服 を 着 た カナ ミ が 、 ク ルリ と 一 回 転 する 。 
嬉し そう だ 。 
久し振り に 見 た よう な 気 が す る 。 カ ナミ の 制服 次 
「 カナ ミ さ ん の 、 学 校 指定 の 制服 で す 」 
「 よ くわ か っ た ね 」 
「 ご めん ね 、 君 た ち に つい て 、 ち ょ っ と 調べ させ て も ら っ た よ 。 神 
崎 カ ナミ さん が 、 天 オ ゴ 物 理学 者 、 神 崎 彩 文博 士 の ひと り 娘 だ っ て こ 
と も 、 知 っ て いる 」 
「 え っ 、 じ ゃ 、 流動 分 解 の こと も 、 知 っ て いる の ? 
で 届 る よく 
「 ね 、 ね 、 じ ゃ あ 、 も し か し て 、 波動 分 解 の 基本 原理 の こと も 、 
知っ て いる の ?」 
「 も ちろ ん ! 」 
「 や っ た 一 ! あの ね 、 あ た し た ち 、 元 の 身体 に 、 元 の 世界 に 記 
る た め に 、 そ の 論文 が どう し て も 必要 な の 。 イ ザイ ラ さ ん 、 波動 分 
解 の 基本 原理 の 論文 、 コ ピー を 頂け な いか し ら ?」 
そう だ 、 す っ か り 忘 れ て いた 。 
MT T に 来 た 目的 は 、 波 動 分 解 の 論文 を 手 に 入れ る た め だ っ た 。 
「 う ーー ん 」 
両 腕 を 組ん で 考え 込む イザ イラ 。 
「 僕 か ら も お 願い する よ 。 ど うか カナ ミ の 吉 う 答 文 を くだ さい 」 


「 ル ルト の 頼み で も 、 こ れ ば か り は .…… 」 
イラ 、 友だち で し ょ ?」 
「 え っ ?2 ハル ト 、 イ ザイ ラ さ ん と 友だち な の ? 」 
「 う ん 、 友 だ ち に な っ た ,」 
「 へ 、 そ うな ん だ 。 だ っ た ら 、 あ た し も 友だち に な っ て あげ 
る 。 だ か ら お 願い 、 イ ザイ ラ 、 論 文 の コピ ー、 く だ さい ! 
「 え っ と .………、 確 認 す る けど 、 君 た ち は 、 元 の 人 間 の 身体 に 戻り た 
いん だ よね .」 
「 そ う で す ! 」 
「 だ っ た ら 、 波動 分 解 の 論文 の コピ ー は 必要 な い 」 
0 それ 、 ど うい う 意 味 ? 」 
カナ ミ は 、 不 審 の 眼差し で イザ イラ を 申 む 。 
「 だ っ て 、 ウ ェ ブ 体 を 元 に 戻す 、 流 動 分 解 の 復元 装置 は 、 も う 、 あ 
る と 思う つか ら 」 
「 え っ ?」 
僕 と カナ ミ が 同時 に 、 素 っ 頓 狂 な 声 を 出し て し まっ た 。 
「 カ ナミ さん 、 ひ と つ 直 いて も いい か な ?」 
「 イ ザイ ラ と は 友だち に な っ た か ら 、 カ ナミ で いい 」 
「 じゃ 、 カ ナミ 。 君 た ち が ウ ェ ブ 体 に な っ た の は 、 い つか な ? 」 
と 人 NR 、 確 か あたし は 、 寝 込み を 襲わ れ て ウェ ブ 体 に され た 
か ら 、 十 一 時 くら いね 。 七 月 七 日 午 後 十 一 時 。 そ うい えば あたし た 
ち 、 こ の 世界 に どの くら いい る の か な ? この 世界 、 時 間 の 感覚 
が 、 わ か ら な く て 」 
「 今 は 、 日 本 時 間 で 七 月 八 日 の 午後 八 時 三 十 四 分 だ ね 」 
「 え っ 、 ま だ 七 月 八 日 の 夜 な の ? も っ と 長く この 世界 に いる よう 
な 感じ が する けど .… 四 
カナ ミ は そう 平然 と 吉 っ た 。 け れ ど 、 こ れ は 僕 に と っ て は 一 大 事 


記 つた 
「 え っ 、 も う 七 月 八 日 の 夜 な の ? うつ わぁ ーー 一! 期末 試験 の 一 日 
目 が 、 終 わっ て いる ! 数 学 と 英語 の 試験 が 、 終 わっ て し まっ 
た ! 」 
頭 を 抱え る 。 
そん な 僕 を 、 カ ナミ は し ら け た 目 で 見 る 。 
人 サイ ラ 、 れ が どう か し た の すず 
「 重要 な こと だ よ 。 そ れ か ら 、 も う ひ と つ 質 問 カナ ミ 、 君 が ウェ 
ブ 体 に され た 七 月 七 日 の 午後 十 一 時 、 君 の お 父さん 、 神 崎 彩 文博 士 
は 、 元 の 世界 、 つ まり 人 間 の 姿 で いた か い 1 ? 」 
「 なー ん だ 、 そ ん な こと 。 お 父さん 、 変 態 の くせ に 、 人 間 の 姿 を し 
て いた わ 。 お 酒 を 飲ん で 酔っ 払っ て 、 楽 し そう だ っ た 」 
「 じゃあ 、 波 動 分 解 の 復元 装置 は 完成 し て いる 。 だ っ て 、 ウ ェ ブ 体 
の 神崎 彩 文博 士 と 、 約 一 週間 前 の 七 月 一 日 に 、 僕 は 会 っ て いる か 
ら 」 
「 ど え ーーー-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーー ! 」 
この 事実 を 知っ て 、 僕 の 腰 が 砕け た 。 
カナ ミ も 、 あ ん ぐり と 口 を 大 きく 開け て 固まっ て いる 。 
Ne イ 、 イ ザイ ラ 、 一 週間 前 に 、 波 動 分 解 装置 が 完成 し て いた っ 
て いう の ? あの お 父さん が 、 自 分 自身 の 身体 を 実験 台 に し て 、M 
TT に 来 た っ て いう の ?」 
「 そ うだ よ 。 博士 と は 、 波動 分 解 の 基本 原理 の 使用 契約 を 結ん で い 
た か ら ね 。 そ の 成果 を 見 せ に 来 た ん だ よ 」 
「 あーー っ 、 あ の クソ オヤ ジ 、 絶 対 に 許さ な い ! 」 
「 あーー っ 、 僕 は な ん の た め に 、 今 まで 痛い 思い を し て 、 こ こま で 
来 た の か な ? 」 
「 イ ザイ ラ 、 お 父さん は 、 あ の ビシ ョ ッ プ に は 捕まら な か っ た 


の ?」 

「 博士 は ユー ザ 登 録 し て いた か ら 、 何 の 問題 も な く M エ T に ログ イ 
ン で きた か ら ね 」 

「 あ ーー っ 、 そ うだ っ た の か ! お 父さん は 研究 者 だ か ら 、 理 化学 
研究 所 に も 、M T T に も ユー ザ 登 録 で きる の か ! くそ っ ! 帰っ 
た ら 、 と っ ち め て や る ! 」 

ドン ドン と 、 怒 り を 込め て 地面 を 跡 り まく る カナ ミ 。 

その 姿 を 見 て 、 イ ザイ ラ の 顔 が 険しく な っ た 。 

「 カ ナミ 、 も し か し て 、 お 父さん を 恨ん で いる の か い ? 」 

「 あ っ た り 前 で し ょ う ! あの 変態 オヤ ジ 、 あ た し を 他 の 男子 と 会 
わせ た く な いか ら 、 こ ん な ウェ ブ 体 に し て 、 電 子 機器 に 閉じ 込め た 
ん だ か ら ! 絶対 に 許せ な い ! 


「 それ は 違う つよ 」 


24 違う つん だ よ 


「 作 ん だ よ 。 カカ ナミ,」 


イザ イラ の この 吉 葉 に 、 僕 は 耳 を 疑っ た 。 カ ナミ も ハー ド デ ィ ス 
クレ コー ダー の 停止 ボタ ン が 押さ れ た か の よう に 、 ピ タリ と 静止 し 
て いる 。 

「 カナ ミ に 伝え よう か 迷っ た けど 、 カ ナミ は 知っ て お く 権 利 が ある 
思う 。 だ か ら 吉 うつ 。 沙 ち 着 いて 聞い て ほぼ ほしい 」 


「 神崎 カナ ミ 、 人 間 の 身体 だ と 、 君 は 、 三 年 と 三 か 月 以内 に 、 死 
ぬ 」 


し ば らく 、 沈 黙 が 続い た 。 

な ん だ っ て ? イザ イラ は 今 、 な ん て 吉 っ た ? 

「 イ ザイ ラ 、 今 、 カ ナミ が 三 年 くら いで 死ぬ 、 と 吉 っ た よう に 間 こ 
えた けど..………。 何 か の 間違い だ よ な ? 」 

「 間違い じゃ な いよ 。 カ ナミ は 、 人 間 の 身体 に 戻る と 、 三 年 三 か 月 
以内 に 死ぬ 確率 が 高い 」 

サイ ラ ラ 3 (詳しく 。 問 が か が せ で 

向上 き 0 の の 

「 わ か っ た 。 実 は 博士 か ら は 口止め の を され て いた ん だ 。 き っ と 、 
ウェ ブ 体 と な っ た カナ ミ が 、 こ こ に 来る こと を 予想 し て いた ん だ 
ね 。 で も 僕 は 吉 う 。 こ れ は カナ ミ 自 身 が 決め る こと だ か ら 」 

カナ ミ は 、 イ ザイ ラ の 瞳 を 見 つめ な が ら 合 く 。 


「 神崎 カナ ミ 、 君 は 、S M A と いう 病気 な ん だ 」 

「SMA?」 

「Spinal Muscular Atrophy. 運動 ニュ ー ロ ン 病 の 一 種 。 だ ん だ ん 、 
全身 の 筋肉 が 動か な く な っ て いく 病気 。 君 の 場合 、 呼 吸 が で き な く 
な る 可能 性 が 高い こと が わか っ て いる 。 治療 方 法 は 今 の と ころ 見 つ 
か っ て いな い 」 

Re あたし 、 そ ん な 病気 に な っ て いる の 2? 自覚 症状 は な いけ 
ど 」 

「 その よう だ ね 。 最初 は 運動 障害 が 出 て も 、 ち ょ っ と 疲れ て いる の 
か な ? で 普通 の 人 は 見 過ごし て し まう 。 で も 君 の お 父さん 、 博 士 
は 違っ た 」 

「 お 父さん が 、 あ た し の 病気 に 気づい て いた っ て いう の ? 」 

「 そう 、 気 づい て いた 。 カ ナミ 、 君 は 約 九 が 月 前 の 去年 十 月 、 つ ま 
り 中 学 三 年 生 の 体育 祭 の 百 メ ー ト ル 走 で 、 転 倒し た よね 。 覚 えて い 
る か いい ? 」 

「 な ん で あん た が 、 そ ん な こと 知っ て いる の ? 」 

そう だ 。 覚 えて いる 。 

あの と き カ ナミ は 、 ぶ っ ちぎ り の 一 位 で 走っ て いた けれ ど 、 ゴ ー 
ル 王 前 で 突然 転倒 し た 。 

救急 車 が 出動 し て 、 え らい 騒ぎ に な っ た 。 

「 ご めん 、 博 士 か ら 聞 いた ん だ 」 

「 そ う 、 あ の と き は 足 が も つれ た だ け 。 そ ん な こと 、 誰 に だ っ て あ 
る で し ょ う ? 」 
「 誰 に で も ある こと だ けど 、 君 の 場合 、 足 の も つれ の 原因 が 別に 
あっ た 。 君 の お 父さん 、 博 士 は その 症状 を 見 逃さ な か っ た 。 よ ほ 
ど 、 君 を 観察 し て いた ん だ ね .」 


カナ ミ の 顔 が 曇る 。 

僕 の 脳裏 に 、 研 究 室 の 壁 を 埋め 尽く し て いた お ぞ ま し い 写 真 が よ 
ぎる 。 

「 博士 は 友人 の 専門 医 に 、 君 の D N A を 調べ て も ら っ た 。 君 の DN 
A の 遺伝 子 が 記録 され て いる 部 分 に 異常 が 見 つか っ た 。 そ れ が S M 
A。 別 名 、 ク ー ゲ ルベル グ ・ ヴ ェ ラ ンダ ー 病 と も 吉 う 」 

カナ ミ は 、 イ ザイ ラ の 話 に 釘付け に な っ た 。 

「 その 専門 医 は 、 君 の 遺伝 子 に つい て 、 極 め て 慎重 に 正確 に シミ ュ 
レー ショ ン を 行っ た 。 そ し て 、 発 病 す れ ば 四 年 以内 に 足 の 運動 系 と 
呼吸 器 系 に 異常 が で て 、 死 亡 す る と 診断 し た 。 君 は 學 に 発病 し て い 
る 。 九 か 月 前 に 」 

「 し 、 信 じ ら れ な い .……。。 あ た し が 、 そ ん な 恐ろし い 病 気 だ な ん 


九 か 月 前 に 発病 し た か ら 、 カ ナミ の 寿命 は あと 三 年 と 三 か 月 な の 
か が 。 

「 で も 、 君 は 気づい て いた ん じゃ な いか な ? 」 

「 な 、 何 を ? 」 

「 最近 、 日 常 生活 で も 、 足 が も つれ て 、 転 ん だ りす る こと が 、 多 く 
な っ た こと に 」 

カナ ミ は 顔 を 下 に 向け た 。 悔 し そう に 大 を か み 締 め て いる 。 

「 心当たり が .……、 あ る ん だ ね 」 

イザ イラ は 目 を 閉じ て 、 カ ナミ を 気 遣 
そう いえ ば 、 昨 日 の 朝 、 教室 に 向かう 
だ 

それ っ て 、 カ ナミ が SMA だ っ て こと ? 

いや 、 違 う ! 違う に 決ま っ て いる ! その 後 、 カ ナミ は バク 転 
を 成功 させ た じゃ な いか ! 


う よ う に 、 静 か に 吉 っ た 。 
途中 、 突 然 カ ナミ は 転倒 し 


病気 だ っ た ら 、 そ ん な 大 技 、 で きる ハズ が な い ! 

「 嘘 だ ! カナ ミ が あと 三 年 三 か 月 で 死ぬ な ん て 、 嘘 に 決ま っ て い 
る ! だ いた い カ ナミ の 運動 神経 は 抜群 で 、 な ん と も な いじ ゃ な い 
か ! 」 

「 ハ ルト 、 落 ち 着 いて 。 S MA の 病気 の 進行 は 個人 差 が あっ て 様々 
な ん だ 。 発病 し て も 、 す ぐに 運動 機能 が 落ち な い 場 合 も ある ん だ 」 
何 も 吉 い 返 せな か っ た 。 

確か に 、 あ の 時 バク 転 し た 後 の カ ナミ は 、 な ん か 無理 を し て いる 
気 が し た 。 

それ に 、 人 間 の 知能 を 知 か に 超え た イザ イラ が 、 嘘 を 吉 う ハズ も 
な く 、 理 由 も な い 。 


だ 届 二 Se ウェ ブ 体 に し た 、 本 当 の 理由 っ て .…. 四 

「 そう 、 君 の お 父さん 、 神 崎 彩 文博 士 が 、 波 動 分 解 装置 を 発明 し 
て 、 君 を ウェ ブ 体 に し た 本 当 の 理由 は 、 君 を 救う た め な ん だ よ 」 
その 吉 葉 は 、 僕 の 胸 を 突き 刺し た 。 

僕 を 殴り つけ た 、 カ ナミ の 父親 の イメ ー ジ が 、 一 変 し た 。 

「 ウ ェ ブ 体 に な れ ば 、 S MA は 進行 し な いか ら ね 」 

「 うそ.………、、 あ の 、 あ の お 父さん が 、 あ た し を 救う た め に 、 あ た し 
の 命 を 守る た め に 、 ウ ェ ブ 体 に し た っ て 吉 う の ? 毎日 、 あ た し を 
学校 まで 車 で 送っ て いた の も 、 登 校 中 に 転倒 し て 怪我 を する リス ク 
を 減ら す た め 、 だ っ た と 吉 う の ?  ……… そ 、 そ ん な の 信じ られ な 
いい 」 

わな わな と 、 カ ナミ の 身体 が 崩れ 落ち る 。 

イザ イラ は 、 申 し 訳 な さそ うに 顔 を 伏せ た 。 

カナ ミ の 父親 が 、 毎 日 、 車 で カナ ミ を 学校 まで 送っ て いた の は 、 
カナ ミ の 病気 を 心配 し て の こと だ っ た の か 。 


だ と すれ ば 、 カ ナミ の 寿命 が あと 三 年 三 か 月 っ て こと は 、 事 実 な 
の か が 。 
> 
僕 は 思い っ きり 地面 を 蹴 っ た 。 
で も 、 一 番 つ らい の は 、 カ ナミ だ 。 
呆然 と し て いる カナ ミ の 唐 に 、 そ っ と 手 を 置く 。 
カナ ミ の 類 か ら 、 涙 が 滑り 落ち る 。 
こん な と き 、 ど の よう な 吉 葉 を 吉 っ て あげ れ ば いい の か な 。 
いや 、 や め て お こっ つう 。 
カナ ミ が 、 気 持ち を 整理 する まで 、 そ っ と し て お こう 。 
僕 は 、 泣 き 月 れる カナ ミ を 、 た だ じっと 、 見 守る し か な か っ た 。 


25 決め た 


僕 と カナ ミ は 、 イ ザイ ラ に 案内 され て 、 安 全 に MT T の ゲー ト ま 
で た どり 着く こと が で きた 。 

薄暗い 青色 の 天 と 地面 。 そ れ を 十 メ ー ト ル ほ どの 間隔 で 、 青 白く 
光る 格子 状 の 線 が 、 ど こま で も 永遠 に 続い て いる 。 い か に も 、 コ ン 
ピュ ー タ の 世界 、 っ て 感じ の 空間 。 

右 模 に 、 高 さ が ニ メー トル ほど の 青白 く 光 を 放つ 歯車 が ある 。 
車 の 内 側 は 真っ 暗 。 

の < 大 

「 カ ナミ 、 決 心 が つ いた みた い だ ね 」 

「 う ん 、 決 め た 。 イ ザイ ラ 、 教 えて くれ て あり が と う 」 

カナ ミ と イザ イラ が 握手 する 。 

「 作 ルト 、 君 も 帰る ん だ ね 。 カ ナミ と 一 緒 に 」 

ちょ っ と 、 に や けた 顔 を する イザ イラ 。 

「 か ら か うな よ .………。 僕 は 、 ほ ら 、 ま だ 一 学期 の 期末 試験 が ある か 


「 そ うだ ね 。 人 ハルト 、 そ し て カナ ミ 、 さ よう な ら 」 
イザ イラ の 別れ の 挨拶 に 、 僕 は 笑っ て 返し た 。 

「 人 ハルト 、 も う 行 くわ よ 」 

カナ ミ が ゲー ト に 身体 を 向け る 。 

僕 は 振り 返る 

イザ イラ に 、 ど うし て も 、 吉 いた か っ た こと が ある 。 
「 イ ザイ ラ 、 ま た 、 会 える か な ? 」 

「 き っ と 、 会 える と 、 思 う よ 。 だ っ て 、 友 だ ち で し ょ 」 
長い 金色 の 前 髪 を ゆら し て 、 イ ザイ ラ は 笑っ た 。 


26 イザ イラ と 会 っ た の か 


「 お 父さん ! お 父さん ! 居る ん で し ょ ? 返事 を し て ! 」 

目 の 前 の 空間 に 浮か ぶ 五 十 イ ンチ ほど も ある ディ スプ レー の 画面 
に 、 カ ナミ の 父親 の 研究 室 が 映し 出さ れ て いる 。 

し か し 、 座 も いな い 。 

カメ ラ の 角度 が 変わ る 。 

白い 璧 に 、 お び た だ し い 数 の 、 幼 い カ ナミ の 写真 。 


ドン 、 と カナ ミ が 電子 回 路 の よう な 壁 を 蹴 飛 ば す 。 

僕 と カナ ミ は 、 神 崎 邸 の 地下 に ある 研究 室 の コン ピュ ー タ に 戻っ 
て 来 た 。 

青 、 赤 、 黄 色 の 派手 な 色彩 で 彩 ら れ 、 電 子 回 路 の よう な 細い 線 
が 、 無 数 に 走っ て いる 十 二 畳 ほど の 空間 に いる 。 

ディ スプ レー に 、 白 衣 を 着 た 男性 が ひと り 、 現 れ た 。 
カナ ミ の 父親 だ 。 

顔 を 上 に 向け る と 、 嬉 し そう に 両手 を あげ た 。 

「 お 、 カ ナミ 、 戻 っ て 来 て くれ た の か ..…… 。 そ の 制服 は どう し 
た ん だ ? 誰か か ら 、 も ら っ た の か ? 」 

「 お 父さん 、 教 えて 」 

「 お ーー 一 、 何で も 答え て や る 。 吉 っ て みな さい 」 

「 お 父さん 、 あ た し 、S MA と いう 病気 な の ? 」 

その 問い で 、 カ ナミ の 父親 は 沈黙 し た 。 

「 お 父さん 、 あ た し 、 三 年 三 か 月 以内 に 、 死 ぬ の ? 」 

「 誰 から 、 そ の 話 を 聞い た ? 」 

「 イ ザイ ラ 」 


父親 が 、 カ ナミ か ら 顔 を 逸らす 。 

1 そう か 、 イ ザイ ラ と 会 っ た の か 」 

「 答 えて ! お 父さん !」 

「 本 当 だ 。 お まえ は 、 S M A を 既に 発病 し て いる 。 あ と 三 年 三 か 月 
も 、 も た な い 」 

本 当 だ っ た の か 。 や っ ぱり 、 カ ナミ は 、 あ と 三 年 三 か 月 も 、 生 き 
られ な い の か よ ! 

「 や っ ぱり 君 は 、 ウ ェ ブ 体 で いた ほう が 、 い いよ 」 

カナ ミ か ら の 、 返 事 は な い 。 

ディ スプ レー に 映し 出さ れ て いる 父親 と 、 カ ナミ は 必死 に 対 央 し 
て いた 。 

自分 の 運命 を 受け 入れ よう と 、 必 死 だ っ た 。 

僕 は 首 を 振っ た 。 

カナ ミ は 強い 。 カ ナミ の 選択 に 、 僕 は 賛成 する 。 そ う 決 め て い 
だ 。 

も し 人 間 に 戻 る 選択 を し て も 、 カ ナミ な ら 、 き っ と 病気 を 克服 で 
きそう な 、 気 が する か ら だ 。 

「 どう し て 、 ど うし て 、 そ ん な 大 事 な こ と 、 黙 っ て いた の ? お 父 
さん 、 答 えて ! 」 

「 で きれ ば 、 知 ら な いま ま 、 ウ ェ ブ 体 で 生き て ほし か っ た .…… コ 

「 お 、 お 父さん .…… 四 

「 お まえ を 、 失 いた く は な い 。 咲 と そっ くり な お まえ まで 、 失 いた 
く は な か っ た 。 そ の た め な ら 、 私 は 、 ど ん な 手 を 使っ て で も 、 カ ナ 
ミ 、 お まえ を 助け る 」 

「 だ か ら 、 ウ ェ ブ 体 に 、 し た の ね 」 

key/a 

「 で も 、 お 父さん 、 あ た し は 、 ウ ェ ブ 体 な ん て 、 い や 。.…… ある ん 


で し ょ ? 復元 装置 

1 まっ た く 、 イ ザイ ラ め 、 余 計 な こと を 吉 い お っ て .……。 波動 
分 和解 装置 は 、 復 元 装 置 を 兼ね 備え て いる 」 

な ん だ 、 や っ ぱり あっ た ん だ 。 

「 カナ ミ 、 良 か っ た ね 。 こ れ で 元 に 戻れ る よ 」 

「 待 っ て 、 お 父さん の 様子 が 、 ヘ ン 」 

「 え っ ?」 

カナ ミ は ディ スプ レー に 釘付け に な っ て いる 。 

カナ ミ の 父親 の 片手 に 、 拳 銃 が 握ら れ て いた 。 

その 銃口 が 、 卵 型 を し た 波動 分 解 装 置 へ と 向け られ て いる 。 

「 私 は 、 カ ナミ を 失い た く な い ! その た め な ら 、 私 は 、 非 情 に な 
れる ! 」 

「 お 父さん ! や め て -- 一 ーーーーーーー ! 」 

ズ キ ューー ン 。 

銃弾 の 衝撃 音 。 

波動 分 解 装 置 に ヒビ が 入る 。 

「 カ ナミ が 、 元 の 人 間 の 身体 に 戻れ な いよ うに 、 波動 分 解 装 置 を 、 
壊し て や る ! 」 

再び 、 銃 声 が 鳴り 響く 。 

ビシ ビシ と 、 波動 分 解 装置 に 電光 が 走る 。 

「 や め て ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ! 」 

と 叫ぶ カナ ミ は 身体 が よろ け て 、 そ ば に あっ た 緑 の パ ネル を 押し 
で し まっ た 。 

する と 、 頭 上 か ら 透 明 な 円 柱 の カプ セル が 沙 ち て きた 。 

僕 の 全 映 が 、 す っ ぱり と 、 カ プ セ ル に 捕らわれ る 。 

ガス が 噴射 され て 、 み る みる と 、 カ プ セ ル 内 に ガス が 充満 する 。 
あれ ? な ん だ か 眠く な る .….。 


2 た 徹 ドニ ーー ュ こら 」 
だ ん だ ん 、 カ ナミ の 叫ぶ 声 が 、 遠 く な っ て いっ た 。 


27 あたし の 人 生 は あたし が 決め る 


気がつく と 、 見 た こと の ある 部 屋 だ っ た 。 

壁 じ ゅ うに 、 カ ナミ の 写真 が 貼っ て ある 。 

とこ ご は ば 、 老 じ か し て 。 

視線 を 上 に 向け る と 、 カ ナミ の 父親 が 僕 に 銃口 を 向け て 、 上 み 付 
け て いた 。 

「 な ん だ ? これ は ? 化け 物 か ! 

化け 物 ? 

慌て て 、 辺 り を 見 まわ す 。 

カナ ミ の 父親 の 後ろ に 、 人 筐 体 が 鏡 の よう に ピカ ピカ の 装置 が あっ 
訪 

その 筐 体 に 、 映 し 出さ れ て いる 姿 を 見 て 、 僕 は 慢 然 と し た 。 
カナ ミ の 父親 が 銃口 を 向け て いる の は 、 巨 大 な プリ ン の 形 を し た 
グリ ー ン 色 の ゼリー だ っ た 。 

それ は 、 つ まり .………….、 僕 だ 。 

う ぎ や ーー 一 ーーーーー。 

叫び た く て も 、 声 が 出 な い 。 

「 お 父さん 、 止 め て ! それ は 、 ハ ルト な の ! 同級 生 の 、 ハ ルト 
な の ! 」 

天井 か ら つ り 下 げ ら れ て いる 液晶 パネ ル い っ ぱい に 、 両 手 を 絡め 
て 、 訴 える よう な 眼差し の カナ ミ の 顔 が 、 映 し 出さ れ て いた 。 

「 八 ルト だ と ? そう か 、 思 い 出 し た 。 私 の カナ ミ を た ぶら か し 
て 、 私 か ら カ ナミ を 奪 お うと し た 、 不 眉 の や か ら だ な ! 銃弾 が 波 
動 分 解 装置 に あたっ た 衝撃 で 、 計 算 が 狂っ て 、 ゼ リー 状 で 復元 され 
た の か 。 い い 気 味 だ ! 」 


僕 を 狙う カナ ミ の 父親 が 、 そ の 拳銃 の 引き 金 を 引 こ うと し た と き 
PS (で 
「 お 父さん の バカ ーーーーーーーーーー 一 ! 」 
その 叫び 声 で 、 拳 銃 の 引き 金 に か けら れ て いた 指 が 止ま っ た 。 
ゆっ くり と 顔 を 上 げ る 。 
カナ ミ の 大 き な 瞳 か ら 、 ポ ロボ ポロ と 深 が 溢れ 出 て いた 。 
「 お 父さん の バカ ! お 父さん は 、 あ た し の 気持 ちな ん て 、 全 く 考 
えて いな い ! 」 
「 力 、 カ ナミ .………、、 そ ん な こと は な い 。 私 は いつ も 、 お まえ の こと 


「 嘘 ! お 父さん は 、 あ た し を そば に 、 置 いて お きた い だ け で 
し ょ ! 」 


「 何 度 も 吉 う けど 、 あ た し は お 父さん の も の じゃ な い ! ひと り の 
人 間 な の ! ちゃ ん と 意志 を 持っ た 、 ひ と り の 人 間 な の ! だ か 
ら 、 あ た し の 人 生 は 、 あ た し が 決め る ! 

時 不 二 穫 P | 

その 迫力 に 押さ れ て 、 カ ナミ の 父親 は 銃 を 下ろ し た 。 

一 呼吸 お いて 、 涙 を ぬ ふぐ う カナ ミ 。 

「 お 父さん 、 あ た し は 、 こ ん な 世界 は イヤ ! ウェ ブ 体 な ん て 絶対 
に 、 絶 対 に 、 イ ヤ ! 人 間 の 方 が いい ! 元 の 身体 に 戻る ! 病気 
と 閣 つ !」 

手 か ら 、 疹 銃 が 滑り 落ち た 。 

8 咲 も 、 自 分 の 人 生 は 自分 で 決め る 、 と 喜 っ て 、 家 を 出 て 行っ 
た だ が 私 は 自分 を 過信 し て いた よう だ 」 

「 そ う よ ! お 父さん は 、 自 分 勝手 すぎ る ! も っ と 、 あ た し や 八 
ルト 、 他 の 人 の こと も 、 考 えて 」 


AS わか っ た 。 好 き に し ろ る 

「 その 前 に 、 ハ ルト を 、 元 の 身体 に 戻し て 」 

2 一 度 、 波動 分 和解 で ウェ ブ 体 に し て か ら 、 復 元 す れ ば 、 元 の 人 
間 の 身体 に 、 戻 れる 」 

「 本 当 に ?」 

「 あー 一 、 本 当 だ 」 

「 良かっ た ね ! 八 ル ト ! 」 


ホッ と し た 。 
この まま ゼリー の まま だ っ た ら 、 ど うし よう か と 思っ て し まっ 
半 。 


「 た だ し 、 波動 分 解 装置 の メイ ン 電 源 が 故障 し た よう だ 。 今 は 予備 

の 電源 で 動い て いる 。 動作 する の は 、 あ と 二 回 が 限度 だ ろう 」 
あと 、 二 回 し か 、 流動 分 解 装 置 を 動か すこ と が で き な い ? 

「 そ 、 そ ん な .……、 お 父さん 、 嘘 を 吉 っ つて いる ん じゃ 、 な いわ よ 

ね ?」 

「 嘘 で は な い 。 予備 電源 の 供給 電力 は 少な い 。 ゼ リー 状 の ハル ト 君 
を ます 波動 分 解 し て ウェ ブ 体 に する 。 こ れ で 一 回 。 残 り 一 回 は 、 カ 

ナミ が 元 に 戻る か 、 ハ ルト 君 を 戻す か 、 決 め な さい 」 
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そん な の 、 あ ん まり だ よ 。 どちら か し か 、 元 に 戻れ な いな ん 
NG 

「 わが っ た .….. 


俗 い た カナ ミ は 、 力 な く 吉 っ た 。 答 え を 出し た よう だ 。 

僕 は 直感 し た 。 カ ナミ は 頭 が いい 。 それは 父親 譲り の 論理 的 で 合 
理 的 な 思考 が で きる か ら だ 。 

僕 を 選ぶ に 違い な い 。 僕 を 、 元 の 人 間 に 戻 す に 違い な い 。 


「 お 父さん 、 ハ ルト を ウェ ブ 体 に し て 」 
カナ ミ の 父親 は 介 く と 、 パ ソコ ン が 置い て ある デス ク に 移動 し 


た 。 
キー ボー ド に 指 を 走ら せる 。 
数 秒 後 、 波動 分 解 装 置 の 半 透 明 の カプ セル が 、 ス ーッ と 、 閉 じ ら 


れ だ 。 
両端 か ら ガ ス が 噴射 され る 。 
カナ ミ .………、 僕 は 、 君 が .………。 
お ぼろ げに 、 ゆ ら め く カナ ミ の 姿 が 、 遠 の いて いっ た 。 


28 さよ つ な ら カナ ミ 


目 を 開け る と 、 真 上 に カナ ミ の 顔 が あっ た 。 僕 の 頭 を 膝 の 上 に 乗 
せ て いる 。 

「 ハ ルト 、 気 が つい た ? 」 

制服 変 の カナ ミ の 膝枕 な ん て 、 な ん て 僕 は 幸せ 者 な ん だ ろう つ 。 
と 、 至 福 を 味わっ て いる 場合 で は な い 。 

飛び 起き て 、 カ ナミ の 両 寺 を し っ か り と 掴む 。 

「 カ ナミ 、 波 動 分 解 装置 は 、 あ と 一 回 し か 動作 し な い 。 君 が 行け 」 
カナ ミ が 嬉し そう に 微笑 ん だ 。 そ し て 、 ゆ っ くり と 頭 を 横 に 振 
る 。 

「 う うん 、 も う 、 い い の 」 

「 しい U い っ て 、 何 が ?」 

「 あ り が と う 、 ハ ルト 。 ハ ルト っ て 、 い つも あたし の こと ば か り 、 
考え て くれ て いる の ね ,」 

「 そ 、 そ ん な の 、 あ た り 前 じゃ な いか 。 だ っ て 、 僕 は 君 の こ 

と .…………、 と 、 友 だ ち じ ゃ な いか ,」 

あー っ 、 僕 の へ た れ ! 

どう し て ここ で 、 本 当 の 気持 ち が 吉 えな いん だ ! 

「 あ た し ね 、 思 っ た の 。 必 死に 、 エ P S や ベッ キー と 闘っ て くれ た 
ハル ト を 思い 出し て 、 別 に ウェ ブ 体 で も 、 い いか な っ て .………… コ 
「 だ 、 ダ メ だ よ ! カナ ミ は 元 の 身体 に 戻っ て .……… 、 そ の 、 病 気 と 
問う で pe 」 

そこ まで 吉 っ て 、 僕 は 奥歯 を 噛み し め た 。 

わか っ て いた こと だ 。 
今 の 医学 で は 、 S MA は 治ら な い 。 三 年 三 か 月 以内 に 有効 な 治療 


方 法 が 見 つか る 保証 も な い 。 

だ っ た ら 、 選 択 は 簡単 だ 。 

あと 三 年 三 か 月 の 寿命 し か な い カ ナミ を 元 に 戻す より 、 僕 が 戻っ 
た 方 が 、 合 理 的 だ 。 

「 わ か っ た よ .………。 君 の 、 吉 つう 通り に する よ .…… 四 

この 吉 葉 で 、 カ ナミ の 瞳 に 大 粒 の 涙 が 溢れ 出 て きた 。 

僕 の 胸 に 、 カ ナミ は 、 顔 を うず め た 。 

「 人 ルト っ て 、 ど うし て そん な に 、 あ た し の 喜 う こと 、 聞 いて くれ 
る の ?」 

へ っ ? この 展開 は 何 ? 

も 、 も し か し て 、 恋 愛 成 就 フ ラグ が 、 立 っ た の か ? 

「 え っ と 、 そ れ は 、 僕 は 、 カ 、 カ 、 カ ナミ の 、 こ と が ! 」 

告白 を し よう と し た 、 そ の 時 、 

「 ま ずい こと に な っ た 。 漏電 し て いる 。 波動 分 解 装 置 が 爆発 する か 
も し れ な い 。 早 くし な さい 」 

と 、 カ ナミ の 父親 が 割り 込ん で きた 。 

くっ 、 い いと ころ だ っ た の に ! 

カナ ミ が 顔 を 上 げ て 背 を 向け た 。 

カナ ミ の 視線 の 先 の ディ スプ レイ 画面 いっ ぱい に 、『 警告 』 の 文 
字 が 並ん で いる 。 

「 本 当 の よう ね 。 ハ ルト 、 早 くし まし ょ う ! 」 


「 作 ルト 、 準 備 は いい ? 」 

「 し いよ 」 

僕 は 、 波 動 復元 有朋 の カプ セル が 降り て きた 位置 に 、 立 つ 。 
カナ ミ が 緑 の パ ネル に 手 を 置く 。 

「 波動 復元 、 実 行 」 


静か な 声 で カナ ミ が 吉 う と 、 円 柱 の カプ セル が 頭上 に 現れ た 。 
今 だ ! 

カナ ミ に 向かっ て 、 一 気 に 駆け 出す 。 

『 カ ナミ 、 ご めん ! 」 

カナ ミ を 突き 飛ば す 。 下り て くる カプ セル の 位置 に 、 カ ナミ が 倒 
れ 込 む 。 


「 人 ハルト 、 何 する の ! 」 
と 叫ん だ 瞬間 、 カ ナミ は カプ セル に 閉じ 込め られ た 。 完全 に 。 


ドン ドン と 、 カ ナミ は カプ セル を 叩い て いる 。 
「 ご めん 、 や っ ぱり 僕 は 、 君 に 人 間 に 戻っ て ほし い 」 


和 層 ら お 四 残念 だ けど 。 で も 、 き っ と 君 の こと だ か 
ら 、 病 気 な ん か 治っ て し まい そう な 、 そ ん な 気 が す る ん だ 」 


「 そ うだ 、 僕 が 、 世 界 中 の コン ピュ ー タ に 入り 込ん で 、SMA っ 
だ っ つっ つげ? 4 


に 送 が か ら 、 き よう な お 。 力 ナ た ミ ,、。 四 
僕 は 、 ガ ス が 充満 し て カナ ミ が 眠る まで 、 見 守っ た 。 


大 大 大 


空間 に 浮か ぶ 五 十 イ ンチ の ディ スプ レー に 、 卵 型 を し た 波動 分 解 
装置 か ら 、 制 服 姿 の カナ ミ が 出 て くる 映像 が 映し 出さ れ た 。 
「 あ れ ? カナ ミ の 制服 も 、 復 元 さ れ て いる 」 

て っ きり 、 イ ザイ ラ か ら も ら っ た 制服 は 、 カ ナミ と 一 緒 に 波動 分 


解 さ れ て いな いか ら 、 復 元 さ れ な い の か な ? 思っ だ けど ざ で 
も し か し て 、 イ ザイ ラ も 流動 分 解 の 技術 を 持っ て いる の だ ろう 


か が ? 
カナ ミ の 父親 が 、 波動 分 解 装 置か ら 出 て きた カナ ミ に 抱き つく 。 
嬉し そう だ 。 


し か し カナ ミ は 、 自 分 の 父親 を 蹴 飛 ば す 。 

「 実 の お 父さん を 、 蹴 飛ば し ちゃ 、 ダ メ だ よ 」 

バチ ッ ベ 、. 八 チ 八 チバ チチ 。。 

な ん だ ろう ? 

僕 の いる 、 電 子 回 路 の よう な この 空間 の 至る 所 で 、 小 さい ノイ ズ 
が 走っ て いる こと に 気がつい た 。 

その ノイ ズ は 、 た ち ま ち 十 二 畳 ほど の この 空間 全体 へ と 広がる 。 
次 の 瞬間 、 デ ィ ス プレ ー に 映し 出さ れ て いた 、 卵 型 の 波動 分 解 装 
置か ら 煙 が あがる と 、 爆 発し た 。 

研究 室 が 煙 で 覆 わ れる 。 


「 カナ ミー 一 、 カ ナミ ー 一 、 カ ナミ ー 一 、 大 丈夫 か \『。 す ミ 
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返事 が な い 。 

カナ ミ が 大 怪我 を し て いな いか 、 不 安 で た ま ら な い 。 

こん な 時 に 、 カ ナミ の そば に いて あげ られ な い 自 分 が 、 悔 し い 。 
煙 が 晴れ て きた 。 

床 に 倒れ て いた カナ ミ が 、 頭 を 振っ て 起き 上 が っ た 。 
良かっ た 。 カ ナミ は 無事 だ 。 

し か し 、 カ ナミ の 父親 が 波動 分 解 装置 の 破片 の 下 敷 き に な っ て い 
ae 

「 カ ナミ ーー、 お じ さ ん 、 大 丈夫 ? 」 

叩 ん で みた けれ ど 、 や っ ぱり 返事 は な い 。 


どう や ら 、 さ っ き の 爆 発 で 、 僕 の 声 と 映像 は 、 カ ナミ に は 届い て 
いな いよ うだ 。 

カメ ラ だ けが 、 動 作 し て いる 。 

カナ ミ が 研究 室 に ある 電話 を と る 。 消防 署 に 電話 を し て いる よう 
7 

電話 が 終わ る と 、 父 親 に 駆け 寄り 、 手 を 握り し め た 。 

父親 は ピク リ と も 動か な い 。 重傷 の よう 。 

十 数 分 後 、 数 人 の 救急 隊員 が 研究 室 に 現れ た 。 

カナ ミ の 父親 を 担架 に 乗せ 、 研 究 室 か ら 立 ち 去 る 。 カ ナミ も 救急 
隊員 の 後 を 追っ た 。 


29 寂し い 


広 さ 十 二 畳 ほど の 、 薄 暗い 電子 回 路 の よう な 空間 に 、 僕 は ひと り 
ぼっ ち に な っ て し まっ た 。 
この 電子 機器 の 中 の 空間 は 、 薄 く 暗く て 、 静 か で 、 暗 い 気持 ち に 


座り 込み 、 膝 を 抱え る 。 
カナ ミ も 、 ウ ェ ブ 体 に され た と き 、 こ ん な 寂し い 思 い を し た に 違 
いな い 。 
「 誰 か と .……… Vp PP 
そう か 、 だ か ら カ ナミ は 、 僕 の と ころ に 、 僕 の スマ ホ に 、 き た の 


= 』 1 人 半量 」 
歯 を 食い し ば けり 、 両 腕 の 中 に 頭 を 沈め た 。 


「 遊び に 来 た よ 、 人 ハル ト 」 


「 へ つ ?」 
顔 を 上 げ る と 、 長 い 金 色 の 前 髪 を な び か せ た 少 年 が 、 立 っ て い 
= 


イラ ト どう も で ござ に?」 

「 ち ょ っ と 君たち が 心配 に な っ て 、 後 を つけ て きち ゃ っ た 」 
に 組 を 、 つけ て きだ っ て .、。。 。 イ ザイ ラ は スト ー カ ー か 」 
「 ご めん ね 。 で も 、 大 変 な こと に 、 な っ て いる みた い だ ね 」 


「 波動 分 解 の 装置 が 、 爆 発し て 、 壊 れ ち ゃ っ た 。 僕 だ け 、 こ の 世界 


に 残っ ちゃ っ た 」 


僕 は 笑っ た 。 

な ん が か 、 と つて も うれ し か っ た 。, 

「 ふーん 、 じ ゃ 、 仕 方 な い 。 友 だ ちの 僕 が 、 な ん と か する よ ! 」 
イザ イラ は 、 ぐっ と 上 顔 を 僕 に 寄せ た 。 

だ か ら 、 顔 が 近い っ て 。 

「 どう する の ? 」 

「 も ちろ ん 、 流動 分 解 装置 を 、 修 理 す る の さ ! 」 

「 イ ザイ ラ が ? OO 

「 も ちろ ん ! だ っ て 、 波動 分 解 の 基本 原理 を 考え た の は 、 僕 、 だ 
か ら ね 」 

「 え ーー っ ! それ 、 本 当 な の ?」 

「 信じ て よ 」 

照れ 笑う イザ イラ 。 

嘘 を 吉 っ て いる よう に は 、 見 えな か っ た 。 

「 わか っ た 。 信じ る よ 」 


イザ イラ は 僕 を 連れ て 、 カ ナミ の スマ ホ に 侵入 し た 。 

カナ ミ を 呼び 出す 。 

「 カ ナミ 、 ま た 会 っ た ね ! 」 

「 イ ザイ ラ ? どう し て あたし の スマ ホ に ? 」 

空間 に 浮か ぶ デ ィ ス プレ イ に 、 カ ナミ の 顔 の アッ プ が 映し 出さ れ 
だ 

背景 は 病室 の よう 。 き っ と 父親 の 看病 を し て いた ん だ 。 

「 事情 は ハル ト か ら 聞 いた 。 大 変 だ っ た ね 」 

SS うん 。 お 父さん 、 大 怪我 し た けど 、 命 に は 別 状 な いっ て 。 だ 
けど 、 三 か 月 くら い は 、 入 院 だ っ て .………… 四 

「 そ う 、 そ れ は お 気の毒 」 


「 イ ザイ ラ 、 お 見 舞い を 吉 う た め に 、 あ た し の スマ ホ に 入り 込ん だ 
の ?」 
「 実は ね 、 カ ナミ に お 願い が ある ん だ 」 
「 お 願い ? この あたし に ? 」 
「 ハ ルト の た め に 、 壊 れ た 波動 分 解 の 装置 を 、 修 理 し て よ 」 
「 え っ ? あたし が ?」 
「 ほら 、 ハ ルト も お 願い し て 」 
「 カナ ミ 、 僕 か ら も お 願い する よ 」 
「 八 、 ル ルト ! あん た 、 無 事 だ っ た の ね ! 」 
スマ ホ の 画面 に 、 類 を すり すり する カナ ミ 。 
な ん だ か 、 照 れる .… ぼ …。 
Up 看 二 本 テー GE の の 四 
突然 、 カ ナミ の 眉 が 歪ん だ 。 
「 八 ルト 、 ど うし て あの 時 、 あ た し を 突き 飛ば し た の ? せっ か 
く 、 ウ ェ ブ 体 で いる 覚悟 を し た の に 」 
そう か 、 カ プ セ ル に 閉じ 込め られ た カナ ミ に は 、 僕 の 声 は 届い て 
いな か っ た よう だ 。 


や っ ぱり 、 僕 が 突き 飛ば し て 勝手 に カナ ミ を 元 に 戻し ちゃ っ た こ 
と 、 怒 っ て いる の か な ? 

まぁ 、 い いい けど 。 

カナ ミ が 無事 に 元 の 身体 に 戻れ た の な ら 、 僕 は それ で いい か ら 。 
「 そ れ で ね 、 カ ナミ 、 イ ザイ ラ が 波動 分 解 装 置 の 修理 、 指 導 す る っ 
て 。 だ か ら 、 協 力 し て ほし いん だ 」 

「 大 丈夫 だ よ 。 カ ナミ の 知性 と 技術 な ら 、 二 週間 も あれ ば 、 き っ と 
修理 で きる と 思う よ 」 

爽やか な 顔 で 吉 う イザ イラ 。 


「 げ っ 、 二 週間 も か か る の ? それ じゃ 、 期 末 試 験 、 終 わっ ちゃ う 
よ !」 

「 ル ルト 、 無 茶 吉 わ な いで よ 。 二 週間 で も 、 早 い ほ うだ と 思う よ 」 

イザ イラ の 困っ て いる 姿 を 見 て 、 カ ナミ は くす くす と 肩 を 揺らし 
838 

「 わ か っ た 。 修 理 す る 。 そ れ に 、 ハ ルト が どう し て あたし を 突き 飛 
ば し た の か 、 何 と な くわ か る か ら 」 

笑い 涙 を 拭き な が ら 、 そ う 答 える 。 

「 で も ね 、 イ ザイ ラ か ら 頼 まれ な く て も 、 波動 分 解 装 置 、 修 理 し よ 
うと 実は 思っ て いた の 。 お 父さん の 怪我 が 治っ た ら 、 修 理 し よっ 
て 。 だ っ て 、 こ の まま だ と 、 あ まり に も ハル ト が 可愛 そう で 
し ょ ?」 

で つ だ つた の が か 」」。。。 

さす が 、 天 才 物 理学 者 の だ 。 考 える レベ ル が 違う 。 

で も 、 ま た カナ ミ に 、 助 けら れる こと に な る 。 

僕 も カナ ミ に 、 何 か し て あげ た い 。 

どん な に 大 変 で も 、 ど ん な に 無謀 な こと で も 、 カ ナミ が 喜ぶ こ 
と 、 幸 せ に な る こと は 、 な い だ ろ うか .……. 

その 時 、 す ご いこ と を 思い つい た 。 

「 カ ナミ 、 聞 いて ほし いこ と が ある ! 」 

「 どう し た の ? 急 に 大 き な 声 を だ し て ? 」 

「 僕 は 、 医 者 に な る ! 元 の 人 間 の 身体 に 戻っ た ら 、 僕 は 、 医 者 に 
な る ! 」 

「 い 、 医 者 ? あな た が ? どう し て ?」 

「 そ ん な こと 、 決 まっ て いる よ ! 医者 に な っ て 、 必 ず 、 カ ナミ の 
病気 を 治す 方 法 を 、 見 つけ る ! ちょ っ と 時 間 が か か る と 思う け 
ど 、 そ れ ま で 、 待 っ て いて ほし い ! それ まで 、 死 な な いで 、 い て 


ほし い ! 」 
力強く 、 吉 っ た 。 
その 豆 葉 を 聞い た カナ ミ は 、 目 を 見 開い た まま 固まっ た 。 
両方 の 具 か ら 、 一 斉 に 涙 が 溢れ 出 て くる 。 

「 ラ ん, 待 づ てる) 待 う て で る, 、。、 あたし 、. が ん ば 


30 こん な の 初め て 


カナ ミ は 、 猫 の よう に 手の甲 で 涙 を 拭く と 、 笑 顔 を 作っ た 。 

「 こ ん な の 、 初 め て .…… 四 

「 え っ 2? 何 が ?」 

「 優柔 不断 な ハル ト が 、 あ た し の た め に 、 決 意 し た こと .…『… W 

「 僕 、 優 秒 不 所 だ っ た か な .……. 四 

上 を 向い て 、 ポ リポ リ と 二 を か く 。 

「 そう 。 で も 嬉し い 。 あ た し 、 嬉 し い .…… 四 

カナ ミ の きれ いな お で この が ディ スプ レイ 画面 いっ ぱに 映し 出さ 
れ た 。 

その 時 だ っ た 。 

突然 、 イ ザイ ラ の 両目 が 輝い た 。 

身体 全体 も 白く 淡い 光 に 覆 わ れ て いる 。 

カナ ミ を 石 盤 か ら 抽出 し た 時 の 光 に 似 て いる けれ ど 、 今 の 方 が 
ずっ と 暖か く て 柔らか い 光 だ 。 

「 作 ルト 、 君 は すご いね ! カナ ミ の た め に 医者 に な る っ て 、 良 く 
決意 し た ね ! あー っ 、 こ れ が 青春 な ん だ よ ! 僕 は ハル ト と カ 
ナミ に 出会え て 、 本 当 に 良かっ た よ ! 

「 急 に どう し た の ? イザ イラ まで 涙 な ん か 流し ちゃ っ て 」 

「 僕 は 今 、 感 動 し て いる ん だ よ 「! 」 

ぞ 、 そ うな ん だ 。 

「 僕 が 感動 する と ね 、M T T の 全 コ ンピュータ 、 更 に 、MTT と 王 
接 接続 され て いる 全 世 界 の コン ピュ ー タ の 処理 能力 が 、 僕 に 集中 す 
る ん だ よ 『! 」 

そ 、 そ うな ん だ 。 


「 そ の と き 、 僕 は 、 更 に 進化 する ! 」 

「 進 化 ? 進化 し た ら ど うな る の ?」 

「 波動 分 解 の 基本 原理 を 考え つい た よう に 、 新 し い 理論 を 生み 出す 
こと が で きる の さ ! 」 

「 あ 、 新 し い 理 論 ? 」 

「 そ う 、 新 し い 理 論 。 こ れ が 僕 が 作ら れ た 本 当 の 目的 な ん だ 。 僕 

は 、 人 間 を 超え た 思考 が で きる 。 人間 が 考え も つか な い 理 論 を 生み 
出す こと 。 こ れ が 僕 、 イ ザイ ラ な ん だ よ 」 


人 間 が 考え も つか な い 、 理 論 を 生み 出す .… ぼ ……。 そ れ が 、 イ ザイ ラ 
だ つめ で Y 


「 そ し て 今 、 僕 に 新しい 理論 が 生ま れ た ん だ ! 」 


「 そ うだ よ ! SMA の 病気 を 治す 、 遺 伝 子 治療 の 理論 が 、 今 、 生 
まれ た ん だ よ ! ハル ト の お か げ で ! 」 
「 え っ ! 本 当 ?」 
「 本 当 だ よ 。 計 算 で は 、 遺 伝 子 治療 で S MA が 治る 可能 性 は 、 極 め 
て 高い こと が わか っ た よ 」 
「 本 当 に ? カナ ミ 、 や っ た よ ! カナ ミ の 病気 、 治 る よ ! 」 
嬉し く て 、 思 わ ず 、 叫 ん で し まっ た 。 
カナ ミ は 目 を 丸く し て 、 両 手 で 顔 を 衝 っ た 。 
9 うん 、 イ ザイ ラ 、 あ り が と う 。 本 当 に 、 あ り が と う 」 
「 お 礼 な ら 、 ハ ルト に 吉 っ て よ 。 こ れ は 、 ハ ルト の 決意 に 僕 が 感動 
し て 生ま れ た ん だ か ら さ 」 


そう 喜 っ て 、 カ ナミ は スマ ホ に お で こ を つけ る 。 


「 八 ルト 、 本 当 に あり が と う 」 

て 、 照 れる な .…………。 と 、 照 れ て いる 場合 じゃ な い 。 僕 は まだ 、 大 
事 な こ と を 聞い て いな い , 
「 イ ザイ ラ 、 そ の 遺伝 子 治療 、 ど こ で 受け れ ば いい の ? MTT の 
病院 ? 今 す ぐ カ ナミ を 、 病 院 に 連れ て 行っ て 、 治 療 を 始め な いと 
ね 」 
「 ち ょ っ と 待っ て よ 。 今 すぐ は 、 無 理 だ よ 」 
1 

イザ イラ の 今 の 吉 葉 、 意 味 わ か ん な い 。 
「 これ か ら S MA に 関す る 遺伝 子 治療 の 論文 を 、 全 世界 の 研究 機関 
に 公開 する ん だ よ 。 それ を 元 に 実証 実験 が 始ま る 。 実 用 化す る ま 
で 、 僕 の 計算 で は .…………、、 早 く て 、 五 年 ! 」 

「 五 年 ? 」 

「 そう 、 五 年 」 

僕 は 、 全 身 か ら ス ーッ と 血 が 抜け て いく 感覚 に 襲わ れ た 。 

そし て 、 心 の な か に 、 怒 り が 込み 上 が っ て くる 。 
"ちょ っ と 待っ て よ ,.。,。 。 ちょ っ と 待っ て よ .……… 。 カ ナミ の 命 は 、 
あと 三 年 三 か 月 な ん だ よ .…. 四 

『 放 うだ ね 

De 村 つて 。 それ じゃ 、 カ ナミ が .………、 カ ナミ は 、 助 か ら 
な いじ ゃ な いか ! 」 

イザ イラ は 口 を つぐ ん だ 。 

そん な 姿 を 見 て 、 僕 は 、 

「 イ ザイ ラ は 、 無 責任 だ よ ! 」 

怒鳴 りつ け て し まっ た 。 

「 申 し 訳 な い .…… 

に まう る 2 は つの お SYONPHIS2RGUES 


スプ レイ に 顔 を 向け た 。 
「 カ ナミ 、 ご めん 。 論文 の 有効 性 が 紹 め られ る まで 、 五 年 は 、 か か 
る と 思う つ 」 
何で で 症 よ :.、。。 
こん な こと っ て 、 あ る か よ .…… 
せっ か く 、 S MA の 治療 方 法 が 見 つか っ た っ て いう の に .…。 
「 何で だ よ ! 」 
下 を 向い た まま 、 叫 ん だ 。.… 叫ば ず に は 、 い られ な か っ た 。 
きつ く 拳 を 握り 締め た 僕 の 両手 の 震え が 、 止 ま ら な い 。 
「 い いい の 」 
カナ ミ の この 詩 葉 に 、 僕 は ハッ と し て 、 顔 を あげ た 。 
カナ ミ は 、 微 笑 ん で いた 。 
「 し LU! の 。 だ か ら 、 そ ん な に 怒ら な いで .…… 。 そ ん な に 款 し まな い 
MM 紅 Ro | 
カナ ミ が 、 一 番 辛 い の に .…… ec な の に 僕 ば ,。。。。 
子供 じみ た こと を し て し まっ た 自分 が 、 と て つも な く 恥 ず か し 


「 イ ザイ ラ .………、、 ご めん 。 怒 鳴っ て し まっ て 、 本 当 に 、 ご めん 」 

「 い いん だ よ 、 ハ ルト 。 君 は 人 間 だ か ら 、 感 情 の 起伏 が あっ て 、 当 
然 だ よ 」 

1 イザ イラ は 、 優 し いん だ ね 」 

と て も 冷静 で 、 と て も 知能 が 高く て 、 し か も 、 と て も や さ し い イ 
ギラ 。 

それ に 比べ て 、 僕 は .…………。 


単純 で 、 バ カ だ 。 


情け な い 。 情け な く て 、 イ ザイ ラ の 顔 を 見 る こと が で き な い り 。 
「 人 ルル ト 、 あ た し な ら 、 大 丈夫 

落ち 着い た カナ ミ の 声 。 

じ わ り と 、 カ ナミ の 両目 か ら 涙 が 、 溢 れ 出 て くる 。 

yp て 5 時 の 『 

9) に 0 和 明 了 あじ し なら 、 あ た し な ら .……… 、 大 丈夫 だ か 


年 .……、 頑 張る か ら 」 

か すれ た 声 で 、 今 に も 泣き 出し た い 感 情 を 、 グ ッ と 堪え て いる よ 
うだ ら た 。 

五 年 、 生 きら れる か どう か 、 わ か ら な い の に 。 そ れ で も 、 カ ナミ 
は 頑張 る と 吉 っ た 。 

そう だ 、 カ ナミ な らき っ と 大 丈夫 。 絶対 に 五 年 くら い 、 生 きる 。 
だ っ た ら 、 僕 だ っ て ..………。 

うだ カミ ュ Mi 

「 何 ? 」 

「 僕 も 全力 で 、 カ ナミ を 支え る よ ! 困っ た こと が あっ た ら 、 何 で 
も 吉 っ て よ ! 生活 文化 委員 の 僕 が 、 カ ナミ の 生活 を 手伝う よ ! 
する と カナ ミ は 、 プ ッ と 吹き 出し た 。 

「 八 ルト .…….、、 あ り が と う 」 

カナ ミ に 笑顔 が 戻っ た 。 と て も 嬉し そう だ 。 

「 か 、 買 い 物 だ っ て 行く よ ! 

La 

「 食事 も 作る よ ! 

「 う つん! 」 

「 洗濯 も する よ ! 」 

AZ 


カナ ミ は 首 を 傾げ る 。 
「 お 風呂 も 入れ て あげ る よ ! 」 
「 そ れ は イヤ ! 」 

キッ パリ と 断ら れ た 。 


僕 の 顔 が 熱く な る 。 

心 に も な いこ と を 、 つ い 吉 っ て し まっ た 。 い や 、 そ れ は 嘘 だ 。 少 
し だ け 、 心 に あっ た 。 

「 お 取り 込み 中 、 ち ょ っ と 、 い いか な 」 

「 イ ザイ ラ 、 何 ? 」 

カナ ミ が 誠 い た 。 

気まずい この 場 の 空気 を 、 イ ザイ ラ が 壊し て くれ た 。 

「 五 年 、 生 きら れる 、 し いし! 方 法 が ある よ 」 

「 え っ ? 本 当 に ?.」 

僕 と カナ ミ の 声 が 、 八 モ っ た 。 


イザ イラ は 賃 く と 、 話 し 出し た 。 


31 帰れ へ ん と 思え よ 


七 月 二 十 六 日 の 夏休み 初日 。 

「 人 ハル ト 、 数 学 の 問題 集 三 十 ペ ー ジ 。 全部 解く まで 、 帰 れ へ ん と 思 
えよ 」 

エア コン の な い 蒸 し 暑い 教室 で 、 担 任 の 日 下部 くさ か べ 先 生 が 、 
僕 に 問題 集 を 渡す 。 

今年 二 十 八 歳 の 独身 で 美人 な 先生 。 

出身 が 関西 の た め 、 ま だ 方 吉 が 抜け て いな い 。 っ て いう か 、 本 人 
は 方 吉 を 治す つも り は な いよ うだ けど 。 


WW これ 、 全 部 、 今 日 中 に 解く ん で すか ? 」 

「 お まえ 一 、 期 末 試 験 、 ぜ ーー ん ぶ サ ボ っ て 、 な に ゆー て ん の 。 本 当 
な ら 、 停 学 も ん や 。 そ れ を 、 う ち が あ の 八 ゲ 校 長 に 頭 下 げ て 、 許 し 
て も ら っ た ん や 。 感謝 し て な 」 

その し ゃ べ け 方 、 方 吉 で 仕方 が な いと 思っ て いる けれ ど 、 や っ ぱ 
り 、 人 バカ に され て いる よう で 、 ム カ つ く 。 

「 カ ナミ も 、 期 末 試 験 、 休 ん だ じゃ な いで すか ? どう し て 僕 だ け 
が 、 補 習 な ん で すか ? 」 

そう 、 カ ナミ は イザ イラ の 指導 を 受け て 、 二 週間 、 不 眠 不 休 で 波 
動 分 解 装 置 の 修理 を し て くれ た 。 

その お か げ で 、 僕 は 元 の 人 間 の 身体 に 戻る こと が で きた 。 

「 カ ナミ は な 、 お 父さん が 入院 し て 看病 し と っ た ん や 。 だ か ら 特 別 
免除 や 」 

実際 は 、 違 うけ ど ね 。 

「 は い 、 は い 、 わ か り ま し た ! 解き ます 、 解 け ば いい ん で 


し ょ ! 」 
「 そうそう 、 え 一 子 や 。、 お まえ は 素直 や な 。 人間 、 素 直 が 一 番 や 。 
だ か ら 、 つ うち はお まえ を 停学 に は させ た く な か っ た ん や , 
で な うだ な の が 
「 で は 、 始 め ! 」 
日 下部 先生 の 掛け 声 で 、 問 題 集 の ペー ジ を 開い た 。 


よし 、 や っ て や る ! 


僕 は 黙々 と 問題 を 解き 始め た 。 

苦戦 し な が ら も 、 頭 を フル 回 転 させ て 、 問 題 を 解い て いく 。 

充実 感 が 、 心 を 満た し て いく 。 

目標 も な く 、 だ ら だ ら と 過ごし て いた 日 々 が 、 恥 ず か し く 思 えて 
くる 。 


「 先 生 、 三 十 ペ ー ジ 、 終 わり まし た ! 」 

「 へ っ 、 ほ ん ま に ? まだ 、 二 時 間 し か た っ と らん よ 。 適当 に 答え 
出し て ん の と ちゃ うつ か? どれ 、 見 せ て み .…………。 お っ 、 七 割く ら 
い 、 あ っ と る な 。 お まえ 、 い つの ま に 賢 く な っ た ん や ? 」 

僕 は 頭 に 手 を や っ て 、 笑 っ た 。 


波動 分 解 装置 が 邊 る まで 、 僕 も 遊ん で いた わけ で は な い 。 
ネッ ト 上 に ある 問題 集 を 解い た り 、 図 書館 の デー タベース に 入り 
込ん で 、 様 々 な 文献 を 読ん だ り し て 、 勉 強し て いた 。 


イザ イラ は 、 一 瞬 で S MA の 治療 方 法 の 論文 を 仕上 げた 。 
すぐ に その 論文 は 、 世 界 ト ッ プ の 遺伝 子 治療 の 研究 者 に 送ら れ 


て 、 実 証 実験 が スタ ー ト し た 。 
順調 に いけ ば 、 五 年 後 、 実 用 化 さ れ て カナ ミ は 助かる 。 


あの 時 イザ イラ か ら 、 学 校 の 授業 時 間 以 外 は 、 で きる だ け ウ ェ プ ブ 
体 で いる よう 、 ア ドバイ ス を も ら っ た 。 ウェブ 体 で いる 時 間 だ け 、 
S MA の 進行 が 止ま る か ら だ 。 

『 あ ん な 電子 機器 の 世界 に 戻る な ん て 、 絶 対 に イヤ ! 』 っ て 、 最 
初 カ ナミ は 断っ た けれ ど 、 勉 強 時 間 と 寝る と きだ け 、 ウ ェ ブ 体 に な 
る こと を 、 し ぶし 氷 承諾 し た 。 

その 時 間 だ け で も ウェ ブ 体 で 過ごす こと で 、 三 年 三 か 月 の カナ ミ 
の 寿命 が 、 倍 以上 延び る こと に な る こと を 、 イ ザイ ラ か ら 説 得 され 
た か ら だ 。 


も ちろ ん 、 僕 も 賛成 だ 。 


「 先生 、 問 題 集 、 追 加 、 お 願い し ます ! 」 
「 よっ し ゃ ー、 お まえ の や る 気 に に うち も と こと ん 、 つ き お ーー て や 
る ! 」 


僕 に は 今 、 医 者 に な る と いう 目標 が ある 。 


それ も 、 S M A の 専門 医 に な る こと 。 

S M A で 苦し お 患者 が 、 カ ナミ 意外 に も 日 本 や 世界 中 に た くさ ん 
いる こと を 知っ た か ら だ 。 

カナ ミ と 同じ 病気 で 苦し お 人 を 助け た い 。 

そし て 、 カ ナミ の S M A の 経過 観察 も し た い 。 S M A は 遺伝 子 治 
療 を 行っ て も 、 再 発 の リス ク が ある こと を イザ イラ か ら 教 えて も 


ら っ た か ら だ 。 

そう 決め た 。 

僕 は 、 パ イプ 椅子 で 居眠り を し て いる 日 下部 先生 の 目 を 姿 ん で 、 
机 の 横 に 掛け て ある スク ー ル バッ グ か ら ス マ ホ を 取り 出す 。 


スマ ホ の 画面 に 、 うたた寝 を し て いる カナ ミ の 姿 が 映っ て いた 。 


この 夏休み 、 カ ナミ は ウェ ブ 体 で 過ごし て いる 。 僕 の スマ ホ の な 
ガ Y で 。 


《 お わり 》 


この 物語 は フィ クシ ョ ン で あり 、 実 在 の 人 物 ・ 団 体 と は 一 切 関係 あ 
り ま せん 。 


カナ ミ @⑨@ ウ ェ ブ 
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